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第一本 13日期の生野銀山

はじめに

生野銀山の躍史を前・中・後の 3期に分けて述べる ζ ととした O

前期開発より万治3まで

中期寛文元より正徳5まで

後期事保元より幕末まで

生野に関する資料で現存するものは、主として後期に属するものであるO それ故、かなりの程度ま

で研究の可能なのは、 ζの期の分で、いわば後期を本論、前・中期を序論として述べてもよいのであ

るO しかし鉱山の畏況からいえば、ととにいう前期が繁栄した時代であ勺たととは疑いない O そして

右のような3期のほ分が、記述上の便宜という以上に、それほ左分明に年限を極める理由は、あるわ

けでないが、ただ大体にまTいて伐のように考えられる O 前期は隆昌期であり、後期は生野銀山の支配

・経営或は仕法などの形態が一応整序せちれている期である O 中期はとの過渡期に当る O ととに生産

の面で、銅がしだいに銀に比肩するほど軍要性をも勺てきたことが注意されるのである O

さて前期にあっても、とくに恐らくは鹿長を民:んだ前後の半世紀ほどが、生野銀山史上、最も多量

の産銀があった期間であろうと推測される O ところが、前述したように ζの頃の生野に関する根本的

た史料は極めて少ない。最盛期t色づいてのみならず、 17世紀中期以前の銀山研究に、ほとんど唯ー

といってよい手がかりとなる資料は寺田豊章編の銀山旧記で、それに僅かに採集し得る当時代の古文

書・記録を併用し、同時代の他似・他所の鉱山の研究を参勘しつづ考えていく以外に途はないようで

ある O

第一節、j 生野銀山の開発と盛山

銀山の開発

銀山!日言己によれば、生野銀山は，天文11年3月、里人が古城山の西南に銀鉱を掘出したに始ぐ)1てと

いう O 当時古城山上には但馬の守護山名 Jll1i豊の城析があり、最初に開かれ托鉱坑を虫t間歩とよんだ。

しかも里人は楕・錬法を知らず、たまたま行見の者来り求めて帰国し吹いて銀を得、さらに下財・吹工を

連れ来て、古城山西南の東'嘗:ナ谷五右衛門間歩その他を開ぃア三o

永称以後、徳川氏の支配に帰したF霊長5年までに、開掘せられた間歩として、旧宮日には7欠の諸問歩

を伝えている O

永株10 掘切

元亀元金木松木藤木サヤゴ

天正13 上月小鉱出賀 Ek色入道淵荒木佐近山小日向

右の諸問歩は現在では所在の不明なものもあるが、掘切は現在の金香瀬坑口に近く、金木・サヤゴ

・出賀・小日向たどは、金香瀬坑口上部の不動滝をやや測った大谷川筋に点在した。
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北は日出(或は大切山ともいう)より大谷川附近で、突切とよばれた、ほ段、西南より東北に走るた
わざり、

粘土脈の断層と交叉して(慶寿錨とよぶ)、千珠・若林を経て南は蟹谷に至る、(千珠錨とよぶ)南北

走向の鉱脈を古くは大錯或は大錨元とよんだ。前述の諸問歩は、大谷川筋にゐいて大錨を採掘したも

のと考えられる O 金木・松木・藤木・-1j-ヤゴは所在の樹名より間歩を名付けたといわれ、天正13年に

は掘切及びとれら諸問歩は、小鈷;・田賀・小日向たどとともに盛り、また不動滝より大谷平の水抜を

切り、上月も繁栄したという O

銀山の領有

銀山旧記に、弘治2年山名氏の巨竹田城主太悶担氏叛して、生野に京正阿禰を置き、永純元年より

天正5年まで杉原氏に代えて銀山を支配し、同年秀台の来攻をうけて太田垣氏降り、天正6年より向

10竿まで信長の代官生熊イ左兵衛が、また信長死後はE室長3年秀吉残年まで秀台の代官伊藤石見守が支

既したという O しかしζれは恐らく錯誤がある O 天IE5年10月秀台播腐を攻め、 11月但馬に入り山口

岩掛|城・竹田城を降したが、イ旦馬諸方の領主を制圧し、同国を全く服属させたのは、天正8年にある

ようであるO 銀山の内山寺に対して、天正6年8月山名氏政が寺領安堵の文書を与えているO 氏政は

との頃宗詮(耐豊〕の家替をつぎ守護であったと思われる O 天正8年正月播磨三木の別所長治が自尽

し、 5月出石城陥落して宗詮・氏政降り、 6月秀子守は因伯に軍を進めるとととたった。秀吉が天正10

年10月織田信孝の家臣に宛て信孝に陳弁した害状の一節に

如御存知、上様御存生之御時も、我等ハ播州但州を被下、其上北郡、(被下腕カ)於干今無不甲斐錐

御座候、西国之先懸仕倹今と、上様被仰fE11僕ニ付テ、播州致在陣候処ニ、三木之別所企謀叛、筑前

迷惑仕候処ュ、童市荒木摂州伊丹品在之、謀叛を仕上ハ通路を取切離申イ度、終別所か刻首申1~ニ付

而、上様重々預御褒美御感状、共上但州金山、御茶湯道具以下迄取捕手皮下、御茶湯駒t御政道我等ハ

被免置茶湯を可仕ト被仰出イ民事

とある O とれによると秀吉の手で、但馬一国が信長の勢力下に帰服した際、 fl[Jち天正8年頃に但馬
t;、とべJま

金山つまり生野銀山が秀吉の所領として与えちれたものであろう O 天正 9年 2月秀吉よりいくま左介

宛ての銀山正月分公用銀50枚 (1，650匁)の請取状が残勺ているOとの50枚の中に300枚の出目60匁を

含むと記されるが、 3∞枚は前年天正8年度の公用分かと思われる O 銀山の奉行代官を記した記録の

中に、天正元年より同 5年まで太田垣氏の代官狩熊佐介、天正5年より同10年まで信長の代官生熊左

兵衛としたものがあ式いくま左介は猪熊佐介である ζ とはいうまでもたいが、生熊左兵衛も或は同

一人を誤伝したのかも知れたいo~{熊佑介、生熊左兵衛は太田垣や信長の代官でたく、秀吉の代官で

あるととは疑いたい。同じ頃に秀吉は、河尻淵(播腕力日西郡河尻村であろう)名主百姓中に、銀山普

請のため細竹木並に人足の沙汰を命じている O

秀吉は天正11年弟秀長を但馬の国主とし、また豊岡・出石・八木たどに諸氏を封じているが、銀山

の地は直領として残したのでたいかと思われる O 秀吉は全国の金銀鉱山より運上を貰納させている

が、鉱山によっては秀吉自ら奉行人を任命して所在地の領主の奉行人とともに運上を掌らしめてゐ

仏大多数の鉱山は領主の責任にゐいて運上させた。秀吉直似の鉱山と推測されれものは極〈少数

で、生野銀山は最も重要た山であィったo~霊長 3 年の豊臣氏の蔵納目録によると、慶長 2年の但馬銀山
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伊藤石見の扱分は、 62，267枚 (2，677，481匁〕で、当時の大銀山たるtl見銀山の運上分を合めた中国諸

々銀山柳沢監物の扱分の4，部9枚に比較すると非常に懸隔があ2;銀山旧記に更正18年以後の生野の
盛山を伝えているが、天正後期比生野が繁栄したととは後述する事情かちも想像できる C それにして

も蔵納額が抜群であるのは、恐ち〈直領であった関係にもよると思われる O

江戸幕府直領下の盛山

秀7守残後直ちに家康の代官間宮新左衛門が新任した ζ とを記すものがあるが、銀山旧ま!・生野銀山

奉行附には、家康の指令をうけ服部権太夫i赴任し、鹿長5年間宮氏容行とたるとある O 徳川氏は関少

原役後、豊臣氏I宣告r~の生野をわが手に収めたものであろう O 鹿長 5 年頃開かれたという間歩は、k. ?1

の南部区に当る白口坑と北部区に当る日出平の 2鉱区である O 内口坑では樫木・岩井・蟹谷に数十ナ

所の問歩が掘ちれ、裡木平には1ナ月銀3，200枚以下1，(削枚・8∞枚の売山数ナ所あったという c 市山

は運上山に当り、 1~ヶ月の運上高(例えは:3:2∞枚)をせって、山師(生野で山元という)が講ける仕

法をいう O また日出平には後の栃木間歩の上部に3，3∞枚の売山がIH来した。山元はおt太夫といい、

薪を伐りに赴き銀鉱を発見したと伝える O

間宮氏在職中に生野カ日奉(カ日J容に勺いては後述する)に対する科罰の代償として、不動掩水Hi:の煙

出を切らしめた。即ち水抜に沿うて排気坑を掘らしめたのである C 不動指よりする大谷平の71¥1支は疋

正年間に切られたもので、さらにそれが巴に切進めていたらしく、細切.fH賀・ )[1丙の諮問歩に抜

け、水煙ともによく通じたので、 ζれらの諸問歩はますます増産したという O

元和 7 年藤川!陀次郎事行に新任のとき山方不案内の|故を以って、イヰ渡本行竹村九m~右衛門が補佐の

ため来って 2ヶ年在留し、 「一切銀山方之法式竹村搬之僻裁許Jでありた O 元和7年より「御日開入

役諸色之御運上之定、竹付殿山方之法を以て被村1究事たりJとある O 竹村氏の山方仕法というのは、

即ち佐渡の仕法に相当するものと推測せちれ、特に鉱山の公納法並にそれと関連して鉱山経営法の改

革が王室要であるoI!jJち会納法としては、生野にまyいて従来直山法として運上山で、あったものが、当時

としては諸国に例の少い陀渡の仕法である荷分(掘分〕法に変ったので、これらの問題は後にたゐ考

えよう O 元和8年に升形、登尾・鉄山(城山ヵ)・三原・一之谷・梓木・青草など人叫及びその他の

釘筋のi諸問歩が開かれ、就中升形では馬伴、城山では大切、日出平では禰兵衛山が栄えた。銀山旧記

に、毎年六斎に荷分があり、何れも1，∞0荷余りを掘り 1山で1ク月 5--6，0∞荷に及ぶとあるo 1荷

は当時1斗 2升入りで平均銀20、30匁の品位であづたという O 荷分は斑山の公納法で、後に生野で御

所務山とよばれたものが、との系譜に属し、毎月六斎に荷分があづた O 佐渡では10日毎に荷分があっ

たが、生野では元和以来六斎に行われたようである O 直山には荷分を検証するためI珂つ留奉行(間歩

口役人)が問歩口番所l乙詰めるが、かかる直LlJ24--5ナ所あり、役人不足のため繋配左兼ねる附!1120

ケ所に及んだとある O

寛永元年山元の友松道半は掘切の内、峰子相場で、上銀鉱を掘あてその収入5∞貫に達した C また

向3年金木間歩を稼き¥金木より小鉱・/t1賀の内に切抜き、それまで金木の7kをその問つ留口より捨

てたのを、それより51挺(1挺 =7尺)下方(垂直撃)に抜いて不動滴に落した O 同9年中島7犬同f5兵

衛は金木附近の金石間歩に大設、をあてて、以後10少年の収誌は3，∞0貫といわれたっ問15年に壬り、

-3-



金木山元の孫左衛門(道半の十11統者であろう)と出入があり、孫左衛門は金木を返上し、金石も授7K

のため作業をIfl止した。

乙の年に卒行中野古兵衛は幕府の許可を借て竹野原の大水抜を切れ 5月に着工、 9月tこ成就し

たO この7K抜はた切開歩の下方に四つ留口を聞き、大切・栃木方面の中枢的排水坑としたものであろ

うOこれはÍ~jJち直営普請で、なお|司 17年には直醤山として、大切の向鎚の普請のため、栃木の内3， 300

枚組筋に在る鈎坪とよぶ仕捨掘場を栃木山元より借りて作業し、 1升に銀30匁という高品位の銀鉱を

掘出し、 4ナ年盛山を続けたo[RJ鎚とは反対側より切ること、坪とは間歩内の掘場で、これがさらに

所とよぶ小さい品ii坊に分れていたo(後述)同 20年、組坪と大切が抜合い、大切廊下並(坑内通路を

跡下といい、廊下の水準高を並という)に比し、知i平は30長(促)下方にまで掘下げていたという O

同年友松孫左衛門は金床(銀床)の9促之鋪(間歩内の場所名)仁左衛門坪を稼いだが、この坪の10

尋跡(生野では南を山[旬、北を山跡という)を碇屋七左衛門が稼ぎ大主主を切出したQ

正保元年中野氏は道半に金木の再興を命じたが、道半は金石の内、坪2ナ所(恐らく鈎坪を含む)を

金木に附する条件でこれに応じ大盛を得たが、翌年川戸ーで2舵{井びの樋立による排水を実施し人;誌を

切出し、殊に川戸の内池田屋所で、 1荷8"'-90匁、五郎兵衛所で5--60匁の銀鉱を掘出した。 道半は3

年後に跡を孫左衛門に譲ったが、金木・川戸は15ク年稼業されたという O 中野氏が山口村の山口九郎

左衛門に宛てた書状によれば、山口氏もこの頃川戸間歩の稼行に関係したのであるまいか。

度安 2年中野氏は鈎坪を再興せんとし公銀303貫を投じ 3月より極月にかけ普請したが、翌年2月

病死した。一度は鈎坪を請けた孫左衛門も、承応元年亡父ff兵衛の跡役として米山した{式右衛門に望

たしとて九促之錦ともども返上した O 賀行17人、カ日卒7人がそれぞれ組を以て稼行を申請し、幕府J)

裁定で力日奉組に大切を附与されたが、孫左衛門が両坪の稼行に数ク年損をかさねた跡であり、 7人も

困窮した。偶々承応3年に至り、河瀬助右衛門たるものの内切所で大弘にあたり、毎月 2，000荷を抗1¥

り、 7人も豪者な生活を営むこととなったという O

銀山の不振

銀山旧記に、中野氏新任のはじめ3、4ク年(寛永13、4年)は銀山は、求だ非常な繁栄を続けてい

たという O 寛永以後は大切・栃木・金木たどの稼行が中心となっているが、浸水がいよいよ甚しく、

中野氏が公費を以て大規模な水抜を普請し穴のもその対策であ勺た O ま六公費をιJ、て鈍坪の普請を計

画したのも鉱山振興のためであろう O

その頃、銀山内詰所で普請稼行された諸坑は、以上の銀山旧記に述べられたもののみではない。寸

川氏!日蔵の銀銅山覚書に収めた諸稼山の記録は、元禄8年までの稼山を列挙し、当時の記録を伝えた

ものと思われるが、 lE保年聞に札を得たものに、山元孫左衛門の川戸・金木の外に

正保2年8月12日(黒銀山)三ツ合本間歩及水通し並i鹿出し (山主)新町加辛 久太夫

全 笠尾北ノ平藤右衛門山 山主真弓村紺屋理右衛門

とある O 大主主といわれた間歩も盛山を数ク年継続することは稀れで、多数の山は短い生命であ勺た。

前述の諸稼山の内、寛文・ hl宝以後に古間歩或は仕捨間歩について再び札を得たものが甚だ多いの

で、これらは鹿安・承!ム;以前に巴に稼行されたものを含むものと思われる。
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万治3年 2月奥銀谷町の吹毘より出火して、西は山の神より東は竹野原村まで擢w.し、樋引・日傭2

......3，(旧O人を収容した多〈のー長謄も焼失したので退散してしまうたO そのため金木・川戸は浸水し、翌

寛文元年には樋号!の失費過大で糠行も中止された C 孝行は蔵米1，0ω石を，慌災者に貸与‘し、御YnlJ(古

城山)の林木を小屋用材に与える友J:対策を講じたが、との大火は不況の銀山花大打撃となった C 加

之、寛党元年間石領に失棋銀山発見せちれ、同ヒ頃摂漂多間銀山腕隆しど下財ち生野を浪散し売の

で、殆主廃滅の状と在ったという O

註 (1) 銀山旧fj-r2は生野開発の天文11年より天和3年までの銀山史を記したもので、元糠3年の成楠と思われる。

本論に拠用したのは生野町木村まつえ氏蔵本マ字、跡曹によると杉孤躍なるもの日女(安永8カ)仲春中瀬金

山に赴き寺田政豊所蔵の串章手沢の銀山!日記を騰写し、孤庵騰写本を、さらに勝問問好なるもめが来住成踊

の求めに上り事和賢亥春3月写したものである。寺目黒主主についてぞの事!黙を詳知しない口勝安2年頃め山

使(地役人〉に寺田橋左衛門がある。ぞの燕類であちろむ流布本には実和以来党書継いで幕末に近く死んだも

のがあり、生野能美吾助氏蔵銀山íi'うは文化 6 年まで、京大国史研究室蔵生野銀山ilr~は寛政 4 年ずでな附ljIJ し

ているo

なお本論文に拠用した資料中マτ、次のものは比較的多く用L、たので、医科;記号令附しておく O

木村まつえ氏蔵

生野銀山附御証文写 1冊 銀能

生野銀山覚集 1冊 銀覚

故古川増太郎氏蔵増太郎氏の後継者性一氏について探訪Lたが、遂に散伏しており、生野誌貯桝著主故太

田虎一氏が筆写されたものによった。

生野銀山秘録 1冊 銀秘

生野銀山太峰山年代，i・，2 1冊 太年

銀銅山古書 1冊 銀銅党

山田守的-氏蔵

一番銀山方出書 1冊 一番

百二十二番記録 1冊 ーコご番

生野銀山附樹首正文写が生野代官より勤定奉行に提出した伺認め集録である外は、 L、ずれも文書・記録類~覚

書・雑録風に編;j-lJしたものマるある。

(2) 銀山旧記並にそれに類するすべての記録はヲミ女11年2月解創とするが、日に平安車)Jの開掘を説くもめがあ

るO その古きは、宝暦元年桜井良翰撰但馬考の如きその 1で、延喜式雑式の条に「凡対馬品銀者任聴百姓私

採、但馬国司不在此例Jとあるによる。しかしこの式の文意は甚だ晦協であり、しかも但の次の馬字を欠く古

写本もあるoまた対馬銀坑については、平安朝i以来室町時代ま予、しばしば記録に見えるに比して、但馬の

それは一切他に見当らないO

(3) はじめて銀鉱を発見した場所を古城山北閣の内局谷とする伝えもある O 制J~~哲f山口村山口九日I~氏蔵 白馬

国金銅山開発由来、明和4年亥6月諸山吟味仕方覚書(銀秘)などその例であるO

(4) 永時11-ヲミ正10 信長代官生熊佐兵衛天正10-慶長・3 秀吉代官伊藤石見守 となす記録も多いo

銀覚、但馬金銀山;i，2(t明治21年宜野安樺|専オ:保訪 七美郡福岡村井上:{fj太郎!議)など。これは信長のーと:各よ

り死までをイ首長、以後宅ど秀吉の代官としたに泊ぎない。

(5) 桜井物校flli但馬考佳之コ

(6) 内山寺文書 同文書にはr械饗・耐空襲(宗詮)の文書が数i晶表〉るo I吋山寺は近年暁寺となり、文書は生野町

粂井積次氏が保管しているO

(7) 浅野家文書家わけ第つ 10号、 大日本史料第十一編之コ 775頁以ド

(判 明治21年重野博士採訪生野口銀谷村藤本作兵衛所蔵、現在は藤本氏の跡絶え、文書の所在はイミ Pl‘行会，

るO
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(9) 能美吾助氏j哉生野銀山御率行附、銀山!日iiIlと対比すると次のようになる o(右方はl日記)

弘治3 太田垣氏代官京正阿弥 京正阿弥

永n環元~天正元同 杉原七山r;左衛門)
}杉原七自l左衛門

天正元~同5 同 猪熊佐介)

天正5-同10 織田氏代官生熊左兵衛尉 生熊左兵衛尉

(1的重野間士採訪養父郡町村北村孫右衛門蔵

(11) 蔵納目録に但馬の分とし

但馬(金)127枚但馬中瀬山黄金山別所豊後伊藤石見岡本権兵衛

低馬(銀)350枚但馬中瀬銀山四方善五郎

とある D 生野領の白掛川の金銀銅山の由来を記したもので、古きものに元疎5年に成る記録があり、 (銀覚

能美氏蔵 但掛川、i金銀銅山井寺社其外!日記に収む)rt1瀬金山は天正元年開掘、同2年七両iH1歩稼行、当時は
八木城一t八木豊f誌の支配下に入り、豊信は天正5年秀吉のお攻をうけ因少1'1に退き、 1JC所豊後守代わり、同10

年別所氏由良に移り、伊藤石見の支配となったとあるo校制}但馬考のいろ如く、八木氏の因州|出奔は社伝で

あろうし、天正13年別所重原八木に封ぜられ、その子豊後守吉治嗣いで、大坂陣後に吉治は丹後綾部に移っ

た。岡本権兵何は何人か知らねが、 rf1百貨は吉治の領に在り、伊藤氏とともに運上を掌ったのであろう口 350 

枚の運上は銀で、中瀬銀山はし、ろまでもなく誤記である O 慶長以前に但馬で開かれた銀山として、う気多郡羽

尻村阿瀬・河畑銀山がある O

(1訪朝来郡山口村山口九郎氏蔵 9月24日 中野吉兵衛重弘害状

(前略〉 先日JlIJ=i間歩普請之様子見分致、大キニ見事成JL-普請致様子能キを見候て大塵ニ存候、弥大1点可申と存

満足此事ニ存候、一昨日官邸庁へ切付金石為持給候、此分ュ候者芳々切所数多{民て大盛可仕と被存可為祝着と

察入候、猶々情を出普請かせき可被申候、重而吉左右F可承{民 (下酪〉

多国銀山は万治3年に大口1il1歩の大盛など‘にて、寛文元年10月より幕府は銀山役所を建て銀山奉行中村桧

右衛門を任命し、直山とし、能勢・豊島・JfI辺3郡で72ケ村宏銀山附とした。(静嘉堂文簡蔵多日銀銅山

iミ)摂申じ;附行l~ ) 

第二筒、j 銀山の領有

生野領と生野奉行

生野銀山を含む生野領は、生野奉行の支配に属した O 生~J仙の管轄区域は時代により変遷があり、

但馬の分も寛文以来上失n改替あり、また播桝・美作の分の移動があっyさ O

元和8年頃高37，∞0石といわれ、寛セ8年銀山附37，000行の内で行和庄並に糸井の内西ノ下を丹波
より豊岡に転封した京樹高盛に附与したという。寛永16年但馬の生野領は30，901石603で、その内1，800

石は出石の小出方重の預とな勺ている O

生野奉行は元祢以後に老いて生野代官と改まった O 輔佐役たる元締手代の名は元称以降に現われて

会り、初期では家老が奉行を輔けている O 江戸幕府初代奉行の間宮貰元の家老山Jfl貫賢が、 Fぎて長19平

間宮氏が大坂の陣に慢した後に奉行に任じたととは、同18年佐渡奉行大久保長安の理後、佐渡に在っ

て事に当勺た家老大久保山城(同辺宗政と改む)が奉行に任じたのと似ている O 家老・千代の下で実

務を分担したのが地役人で、家老・手代は奉行・代官の改替と任を同じくするに対し、地役人は地附

きでf仕事時iJを原則とした O 鹿長5年より地役人の起用がはじまり、寛永 10年頃9L人、度安2年頃87

入、元秘5年に83人となり、その後漸次減員せられた O 地役人の中には地方手伝のものもあうたが、

大部分は鉱山方の勤務者によ勺て占められた O その勤務方・名称・定員・扶埼給銀た左初期に.:t.;いて
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• 

は日月徴を欠くが、r:t期以後も原則的に大業なきものと思われるO 御勘定役・山使・鋪廻役・口庫番人

たどのち(士、比較的前期の記録にも現われる O

銀山の公納法と経世形態

近世:初期に一般に見られる鉱山の支配形態(主として公納法から!足別される〕に、直山と謂山があ

るO 市山は-5iごの稼行日数(1ナ月以内の短期日が多い)に対する運上高を樹めて間歩を請けるの

で、運上高をせって謂主が決定される O 諸山は少くとも 1ナ年を期限として稼行を詰切り、しかも直

山が間歩稼ぎ即ち採鉱のみを請けるに対して、諸山はぜ{過は一山を委管せられるわけで、従ィコて直山

には平行・代官が派i立せちれ諸般の:支配統制を行うに対し、諸山にはその事がない。

銀Llll円言えによれば、豊町氏i町制下の!.l.:l!f銀山は天王13年より峰山となったようであるが「此時より

山となりて菅ヶ月を買詰てiJa!るJとある on[Jち1ナ月の稼行に対して運』と高を概めて間歩を請けた

のである。間畏 5 年限木平・笠谷などにi"K~男容開けて 1I型木平に有LL!登クー月銀三千武百枚買語る、八百枚

千枚に買詰土山政ナ所有Jとある O との民請けのはヒめに[町入があり「イliJれも入之始は上町lLl-J白拾

1;). tJ.. l? ¥ :ifl k 同上げて取なりJとあって、間入飢山目 10匁 li!日羽i(L辺、それを某に運と高
をせり上げて、設一高な入れた山仰に落fうるわけである onB:入ilUO匁の1:1:法は諸国の銀山に通ヒて行わ

れたちしいO まt:生町では賀山隊行1[1に土いて、命j、況の好転たjfにより、業主が週上高を捕し、また

他の山師が増運上党以てf，~l Jj I，でることが認めちれ、それが業主の高を越えるときは譲渡せしめたので

ある O とれをご片'1位一てf.J::げと 1ftr しア:でが、金沢溝:校~:'ではI町L! も 1 ナ年を期限とし、千a上げが行われた O

秋同躍では10日山在例としt:が、 j搭の有力者には鉱況により 5日・ 7日に幻縮すべきを唱えたものが

あるほ左で、生野では汚時i主鼠[:の採+hl¥が甚だ顕苦・であったらしく、似 Lとしては1ク月山に対し手上

げの法を採勺たわけであろう O

生野似の諸鉱山では諸山を諸棋とJ:んでいる O 生野銀山は天iE131F以前は請践であ勺たと思われ

る。中瀬金山は天ÆlO~r.に、てí+rJI二付Jコ内 168 -(j 5Iその高分を底堅一敷、間歩:tJ、々敷にあてて、金山と称

して、回路助右衛門なるものが譜けたという O 同12年中瀬の山師ち「謂出ヲ破り運上上ク山師共心次

第ノ稼ト成lレJとあり、売山となった O 気多郡f5iif瀬銀山は天正5年以後別明fi見守制となっ六頃は請

p'g:で、 2412、3{j三切に請けたという。 j日iJ瀬の奥金山は文峠4年発見せられ、同じく 2年、 3年切の講座

であった。京、父郡日月妊銅山の創業は古いが、際長5年間宮氏の支配に入り、奥山に銀山が開かれて生

!時間然の才吸いとたり、寛永 61r.詰践に改勺た O 天正 9年代官ぃ1m氏より持すに正月介会用を貢納して

いるが、正月分50枚、同8年分300枚という立方から見ても請院に期するもので、あろう O

元和 7/'j三藤川山次郎宗行に新任のとき、竹村九郎右・衛門が附涼い来て「一切鋲山方之法式を裁許

しJ2ナ年滞在の{去に佐渡に去ったという O ノ4竹1汁守付氏は7元乙和4年鋲目'1卜附fがれf打(:朋明ととも比イ佐左i渡度/恭戸行に任じて主ゐ了

d:生虫町l'戸J忙lに乙て1飢R山方の
山方之法を幻以以、1，七て事有禅被u皮iえH相、'1川l主定i江ιUよ乙斗Jとも言記己され、 その山法とは佐渡鉱山の仕法を範としたものと推測されるO

ζ こで特に重要なものは、公納法(J)変改とそれに伴う経営形態の推移である O 従来の運上山D日ち売

山による公納が、佐渡に准じて荷分(新i分)による公納に改めちれた O 当時休渡では末だ荷分の歩合

町ち公納分と山主分の割分に定則があ勺たわけでたく、出鉱の 3 分の 1~4 分の 1 を会杭とし、残
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り3分の 2乃至4-7子の 3を山主分としたという。生野にゐける初期の荷分の割分などは明白で友い

が、元和 8 年に升形・城~lr ・大切・日出平など、に諸問歩が開かれ、六斎に荷分が行われたという O 正

保元年友松道半が金木間歩を普請し大丹、に当り、道半の意見によづて、所を内切に渡し、一切の掘物

を3分し、その 2のYすから公車内するとととした O との場合に公納の率は不明であるが、一定の害IJ分で

あったととは想像される O

荷分法では運上山と異り、山主の請ける稼行期限は 1ク月或はそれ以内という如き短期のもので左

〈、特別の事i育友きl浪りは永続的であり、世襲もされる O 荷分山には間歩口番所に地役人が詰番して

出鉱その他を厳に監視したので、筏に生町で御所jpg山とよんだものがその系譜である。御所務山につい
?ころ

では後輩に詳述するが、通常山元の下l亡、問7)ヌi竹の所とよばれた掘場を下財が請けて稼ぎ、とれを内

切稼ぎに渡すという O !日荷の 3分の 1乃至2分の 1を内切に与え、残りを山元分とし、 01元分の10分

の1を公納鎚、 100分の 2を山神鎚と称して公納したO

現在の史料を以て推測し得る限りでは、生野の荷分による公納の率は供渡にたける程には高率でな

い。佐渡のI青山は「山師共を雇仏御入用を以穿閉すJ とあり、幕府は山師に体米を与え、鍛冶炭

語此Ea話、官木・鉄・松轍燭2FILE九てどの資材を給付するから、山由~jの創日なる経費は大工
以下の扶持給銀が主とたる O 生時では後期の御所務山はもとより、初期の荷仔山もすべて山元経営で

あったと思われる。一般に荷分法では出鑓が多く品位が良好なる程、公納率は高くなるものである

が、それとは別に生野の会納率の低いのは前述の経営形態の事)1育によるのであろう O

内切稼ぎが請ける抑場を所とよぷが、さちに間歩内の!疋域を坪という O 栃木の内の鈎坪、金床の内

の仁左衛門坪はその例である O 坪の内に所があるわけで、鈎坪には山口所・玄作所・市郎兵衛所・味

!1骨毘所・清安所・褒美所たどがあって r~l~坪というは惣名也」と記されている O 坪を/陳ぐものは山師

(山元・山主)であって、寛永20年孫左衛門が仁左衛門坪を稼ぎ、正保元年友私道半が金木の取立を

命ぜちれたとき、金石次郎兵衛山の内で坪2ク所を添えて与えらhるととを条件に承諾した如きその

例である O 所を稼ぐ内切は、少〈とも大工・拙子(手子)各1人が最小単{立として考え得るが、 2時

交替制君主長112から推すとその何倍かが一回とな勺ていた汗トである O 内切稼ぎは山7亡に申出て講
下財は大 r i i 〈93

けるので、内切穣ぎの下財主党いろに対して山元に従属している下財を千人工とよんだ。承応元年大・

切(鈎坪を合む)間歩を力H奉7人が請け、その内切に助右衛門たるもの拾間鉱入とよぶ所を稼いだ

が、同 3年大主主に逢い毎月2，000荷を抑出し、「内切ながら助右衛門百貫白銀を取」といわれ、山元の

7人も大富を獲たという O との場合に助右衛門は相当人数の大工・掘子を使用したかと推測される O

後期に御所務山となる程の坑は、多〈の内切穣ぎの所を有するのが普通であった O 所の規模、内切の

労働組織など現在までの調在では明確ではたい O との内切務穣そき

ろう O との積の経営が生可では何時頃からはじまったかも不明であるが、他国の鉱山Ji19Uから推すと

近一昨初期には測り得ょう O 内切のf与分は後期の御所跨山で同荷高の3分の 1、さらに半分が常態とえ立

てコた。とれは主として日鉱の価値の低減によるのである O 正保元年道半は金木で大佐川来したとき、

内切方に山元より 8分の 1を遣わすとととしたという O 初期の盛山時代には内切のす刊号が低率であっ

たととは疑いたい O
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後期には生時では御所持山の外t亡、白札山・直入山などの種別があうた。とれは出鉱の犬小、公納の

多少により、またそれに応じて役所の管理の仕法に差遣が伴たっていたのである。白札とは山師の穣

行問販に対する落札のととである O 寛永 7年中嶋次郎兵衛が金石の白札をうけたとあれ阿瀬銀山は

寛永7年以後は謂!患であったが諮主が放置したままなので、希望者には白札を手交する旨を指元そして

いるo 1直入山の入は運上山の直入より由来したととは明かであって、元和 8 年頃~ rm{入山毎月六
十ナ所、七十ナ所あり、此Ul入の内三ナ月比山本吉ii五貫目、七貫日手リラY育[11冗ナ所も六ナ所もありJと

見える。当時の盛山時代は実はrH鎚なく:保行にならぬ山も、直入許とに詩けて稼ぎ、将来の好転を期

待するととが行われたという oWl入山は宝暦頃からは出荷の内、 3'Iト7)2は内切分、残り 3介の 1は山

元分とし、 [115::fトの105テの 1を直入御運上として公納するととが仔われてきたが、宝贋以前は 1ナ月

に銀10匁の直入でZ?脂詩型的言その後の出鉱状況陀応じ20匁・30匁と手hげしたのであるo元来、
直入は運上山の稼frを概めるときの投mの手続きであり、 1ナ月rL!lO制定入が仕法であったととは
前述した清りで、 ilD:入比続き運上せりが行われたのである O しかし荷分法は相当価値のl:E鉱の継続的

問鉱が頂期されてはヒめて可能となる山の仕法であうたかち、それまでに及ばたい山は、公納率の低

い従って管理程度の稀薄在I~入山土よんだ一種の形態が生れてきたのである。御所務山は荷分山の系

譜であって、元和8年頃陀「問つ皆本行ある山ご問、五ナ所ありjと銀山旧記陀d"r，i'l士、それである。直
入山が発展すれば御所持山に指定される。御所務山ば「判的よ〈内切士号所与し!とい恥れた陀対し、

直入山の程度では内切の終常は一般にfrわれたかったものと思われる O しかし宝暦頃より直入山も内

切穣ぎがかたり行われ、荷分による会納法が採用せられてきたが、とれ，c，Iてついては後輩に考えよ

うO

註 (1) 生野町石JI山太郎氏蔵 C('!.J}(16年但馬台図
石

朝来郡 18，087.911 内生野何 16.981.344 

養父君s12，601.155 内生野傾 10，966.887 

気多君1~ 17，899.525 内生野領 2，953.373 

(2) 大久保山峡の起用は「佐渡は辺地忙して其上金銀山の計九い事なれし告なムてハfr届兼ねる趣を以て再び
被過し;事なるべしJといわれるo(佐渡年代花巻之ー〉 畏安は佐渡来行在~部~r11一両度渡悔しずこのみで、そ

の後のf主渡奉行は兼務者はもとより I厚任者と躍も毎年1[[iJ渡航する粁度で現地党離れてL寸::0 t立i官氏も躍畏

18年よりiE31年にかけて佐渡に派遣せられており、生野でも初期においては奉行lよ必ずしも常駐ぜず、家老が現

地支削に当ったものらしい。

(3) 院内銀山の研男E 史林 36の1

(占j 長棟鉱山史の研究 13頁

(5) 能美吾即J氏蔵但播チ1'1金銀銅山手"'f:字社其外旧記、銀党

これら諸鉱山もE議長以来山況に上 i)i吃ぱ直[11 とし生野同柊に扱い、戎fj一言fJ'~となった o [庇山のときは「役人

被泣世Jである O 詩鹿は、 2・3・5.~ドなど!弐々であった o 銅rlr の会千九段は金と:~~リ)、 (1Jl拡に吋して一

定の率君子とる原則は同時)間延銅山は、突和2一一元椋兎は[首LLl、H¥銅の10分の lか公糾Lt，:oそめ後3ヶ

年切詩躍となり、公車内銀は次の通り予:ιった口(神子畑銀山すともに暫け柚たので少摘の同銀山部内分を含む)
冗時2-4 上銀 13，253匁.1 ;r青主八鹿村嘉右衛門

// 5-7 上銀 5，385匁.2 ;r育L:八鹿村嘉右衛門

(6) 竹村氏は紀伊竹内村の出生、父は竹村丹後守、大久保畏安に随従し、後に御家人~::::'~tHされた。(佐渡年

代記巻之ー)
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(7) 佐渡の荷分法は、将来の研究に倹ちt~いが、佐渡年代i?l~によると、元和 6 年の条に、江戸宗遊先年割問歩

を請け、鎚出高3分の lを公約と定めずこが、出高!};合のときは 4分の3青山主に与えることもあったので、

出高大凡1，000荷(10ケ日に)1:)、内は 4分の 1、以上は 3分の l党公仏すると定めたとある。この頃味方但馬

の割問歩は出鎚多く、竹村氏は在府の錨目奉行に宛て、大工の賃銀など句の諸経費を赤しした上で‘荷分仕法を改

むべきこと含申送ったo

(8) 銀山旧記によれば、藤川奉行のとき(元和7-寛永10) ~L! Î'q]鎚は公納とし、社殿修理費たどは公儀より経

費本支出することしたとし、う O

(9) 古川氏蔵銀山大峰山iU所以延享2年6月23日 御運上蔵役j主

側 佐渡の近世後期の例であるが、見聞雑誌I~ 34に、かなこは fl日j歩内前段の字を分け、何敷東西何丈何尺は誰

稼所と定すf、拝領分とL、ぅ、一領分は大概ー丈八尺、二丈六尺、 --'}jイ〈の主」とする。

第三節 銀山町の発達:と鉱業生産

生野町の発建

現在の生野町は、日銀谷・新町・小野・猪野々・奥銀谷・有l沢・白口の 7ク町と、円Lf1・竹原野・

上生野・黒JfI .猪野々・森主o:・真弓の元の隣接付より成るが、との内の前記7ク町が古くより鉱山廻

りとよばれ、銀山町を成す特殊区域であった O

元来、生野は山名氏の城砦の在ったと ζろで、古城山麓には侍屋敷・町屋敷があり、口安長谷町の内の

北国町が大手、井口町が揚子にあたるという。天正13年頃、現在の金吾瀬坑口の上方に諸坑開け、小

野町の区域安fたす滑から井瀬まで人家が集中したO さらに鹿長5年に樫木・笠谷など自口加に盛山興

って、自口に人家 880軒を数えるに至り、風呂屋・傾城尾・絹布f吉舗なども出来て、一方また奥11¥谷

新町など、も人家来り繁昌したという o17世紀はじめを中心とする約半世紀の問が、生町の戸口の最も

増加した時代であろう O 生野に在る寺院の大多数は、 ζの時代に他所より移転し来たものか或は創立

されたものである O

銀山町と外部の通路に、持j悪口・但馬口をはじめ、作畑・上生!日?・魚ナ荷・大外のi者口の番所が設

けられたo後 fU:の生野代官所は、表口主82問、裏行苦闘の敷地であったが、役所の設置は伊藤氏

時代にはじまるという不確実な所f1えがある外は、詳細不明である O 町役人として、口鋲谷・猪[!j'々 に

年寄、白口に年行事、その他の町に力n"告がある O 加奉は中瀬その他の生野飢鉱山町にもあり、後tff:に

は新町4人、小野町3入、相沢町2人であるが、との数は寛文頃以前もた五たかったものであちう。

その由緒によれば、もと地親とよび、間宮氏に従い大坂の役に!日陣して外j会の7k抜に功を建て、それ

より加奉行と改め、カ日容と略称したO 銀山外に出るときは帯刀を許され、公事訴訟あるとき公用を勤

め、役所・山使よりうけて触流に従ったO とれらの町役人は、いず、れも有力た山師であったO

銀山町の飯米は18世紀中頃以後の事実を見ると、生野飢但馬の貢粗米があてられ、んイヰ:6--7，000人の

口数に対し、 6......7，000石であった O 銀山旧記によると、元和8年の条に「高三万七千石なれば、 f卸買

米一万石斗はあり J とある O 生野領蔵入米の外~1 万石を買入れた乏いうのであちうが、当時の蔵入

米の高については明かでない。 18世紀に入つでも10分の 1ん約並lて残余の氷杭に;たける銀系[司令の率

も実際にはかなり変動している O 但馬地方で古くより一部の銀納の行われたととは、同医の産米状況

より推測して疑いえEいが、 3分の 1銀抗、五つ取という標準的立場をとれば、大体1万石内外の蔵入
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高を考えられる O しかしその全部が生野に納められたわけでなく、中瀬金山その他の飯米にもなっ

たO 他領・他国の翼入米について寛永14年のー uがある。山口九郎右衛門が、米子城代荒尾成制ちの斡

旋で、ィ白脊蔵米問。犠(欠米3俵1斗5升7合を別Kとる)会議8代銀了銀32，6船匁を以て米子托お
いて買入れ、また出雲米を3，510依(欠米12俵2升別にとる)l!斗3代銀了銀65，637匁を以て買入れ

升入

たo 6月中旬から 7月下旬にかけて盛岡比船で輝び、句通貨小俵 168俵余、大俵72俄半を差引き、計

2，150石5升余を銀山に入れたO 山口氏は山口村の豪裁で、山元稼行を営んだζ とは前に述べた o 1"御

銀百貫目米子へ持参申候、内九拾入賞三百拾七匁米代品渡ス、残曙貫六百八拾三匁九郎右預りJとあ

るように、公銀を持委主し米を買入れたので、奉行の黍れによったのである O

銀山旧記~B霊長 5 年白口の発速により、丹波・播腐の米がととに入うたとある昔、当時蔵入の外に

1万石の寅入米があったととは、それほど静聴した配事とは，恩われず、しからば年消費米両は15，(削~

20，0ω石と見られるから、口数20，(別人比近かったであろう O 銀山内の飯米は、事行所より近国相場

より若干高価に払下げたちしい。山の不況のと曹は外部よりや L下直忙し、好況のときは特に高直に

したが、普通は石別院10-15匁高目にしたという。延宝元年勘定所より生野鍛山蔵米値段は江戸より

立てるととを連した陀対し、奉行秘波氏は「数十年忙下直は十少年に菊鹿ある斗の事Jといい、近国

近郷に比して米払は高値が普通で「御米払之御調宝第一金山の得分怒りJとし、イ且州米臓米は上方で

は上米比比し1石に付15匁は下値であり、 ζれを上々米値段に払うのは銀山の古法であると陳べた。

後期vz:.jないで人別米・穣料米などに見られる保韓政策に対して、初期vz:.:kいては払米による増収益が

企図せられた点が注意せられる。延宝3年より竹閏・矢名瀬・森拘及び大"版陀て上中下3段2月の相

場を調査して平均して勘定所経伺の上米払値段とした。

寛文~元職年間に山元で言己録に残るものは、銀山廻りで 102名、真弓外4タ村で11名に達する O 正

保 2年道半が金木・ 111戸の櫛引に昼夜計1，5∞人の樋引人夫を動員したといわれ、万治3年火災のため

樋引日傭2-3，α旧人が退散したと伝える。

鵠役運上と麗銀

元和7年御口屋入役諸色の御温上の忠めは竹村氏の山方の法を以て極められたというは、佐波の仕

法に倣ったものであろう o{:左度の運上諸役は、佐渡風土記所収の元和8年の条の1ク年諸番所御彼等

諸納覚にようて大体が知られるO 銀山!日記t宅配されたものには、入役・炭役・床役たどがある。元和8

年頃、毎月の入役、播腰口5，(配的匁、低馬口3，∞0匁あり、また作畑口ちの諸口の入役・炭役が毎月 5∞匁

--3∞匁あったという。入役は10分の l役で口屋番所で取立てたもの、諸国紘山に通有のもので、佐

渡でも五十里十分ーの名も見える O 炭役はとの場合は入役のーで、別l'C-炭寵役があったととと思われ

るo佐渡では戸地炭竃役露骨LFF需があり、また別K五十里炭講役が日れているo他の諸口の入
炭に対する炭役は入役中に含まれてゐり、五十里口の分だけは詩役二議韓併にた勺ていたのであ

ろう O 生野でも正保4年河島説左衛門ら 4人が炭役を請負って炭庫とよばれた。中瀬金山では寛永年

聞に酒肴講座があうた ζ とが見えるO その他板取役・ずり役.~市役などもあったに相違危い。 ζれら

の諾-役が元和7年以前より設定せられていたととは、諸国鉱山の事例より見て申すまでも危い。

元和8年頃より「生野品テ床役ヲ立テ銀吹事初り買吹之所作ヲスル者数多間来シテJとある O 銀吹
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と吹床の役がとの頃はじまったというのでは勿論たい。買吹業者が増加した点が注意に上るのであ

る。鉱石を買集める寅石は何れの銀山でも巴に存在していた O 寅石は吹床を経営するものが多く、そ

れで買吹とよばれたので、 「賞吹と有は山師掘たる石を寅吹もの事」と銀山旧記にもある。佐渡では

荷分によって処理された出鉱は、すべて買石の手に売却された。しかも買石はすべて貿吹であったの

で、院内定h.~'で寅石の貿鉱が出鉱の一部であり、しかも買石と分離し、経営せられた床が少くなか勺

たのと相違する。生野では元和8年頃より佐渡風に買吹が多くたったものであらう O

寛永9年摂津多国銀山から長兵衛・庄兵衛怒るものがきて「かたけ吹Jをはじめたという。かたけ

吹は「かたけ吹Jr南蛮吹Jr灰吹」を一連のものとする精錬法で、との3ク床を以て床1挺前に数え
「銅を主として銀をしぼり上る」ものであった。それ故に銀の外に産銅の事実が問題と主立って〈る O

1~世紀に入ると生野の産銅は、当時のわが閣銅鉱業上にかたりに重要注地位を占めているが、 17世紀

においては未だ産銀のみが記録に上っている。また18世紀の後期には鉛の産額が著増しているが、 17

世紀にゐいては他国鉛を精錬用として移入している事実が注意せられる O

生野の盛時に産銀高は左れ程に達したか、もとより確なととろは不明である。慶長5年頃に 17"月

連上高が3，300枚 (141、900匁〕、3，200枚或はぬO枚、1，000伎の諸問歩が凋けたというが、との運上高は

運上せりの結果であって実際の産銀高に対し定った率をもつものでた、い。元和8年荷分山とたり、 1

山 (1間歩)の出荷5--6∞0荷に達し、 1荷は銀20--30匁といえば、月産100-180貫位とたる O しか

もとのようえに四つ留奉行附の荷分山は24-5ク所、また四つ留奉行兼務の山20ク所ありといえば、そ

の全産額は巨大なものと友れその他に直入山も多かった O 寛永13年の運上銀1200貫を石JfI瀬兵衛ら

宰領の下に、極月初日江戸着御歳納したとあるが、 ζれは確実危史料に基く記事であろう。との運上

銀の大部介を間歩運上が占めたととは疑いたい。

灰吹銀引替即ち銀山の出銀をすべて通用の丁銀に引替えるととが、生野の場合は何時頃から行われ

たか。生野では後世まで一切の運上諸役が灰吹銀勘定となっていて、丁銀に換算公納せられたとと

は、本来灰吹銀がそのまま流通していたからである。 1616年イギリス平戸商館長リチヤ-F-コック

スが在府中にテオ・フロットとよぷイギリス人の子供に与えた Tagemon pla旬 1テールは但馬銀

であちう O

寛文2、3年の勘定尻は、銀山哀微のため運上諸没入高が諸経費に比して5，0∞匁不足し、また地方勘

定の米代の上銀友〈、奉行杉岡氏は丁銀 1割入常是包を以て大坂城納の許可を得たという O ζれによ

れば当時は上銀を以て運上諸役の公納が行われたらしい。上銀は灰吹銀をいう O 後に銅絞り銀が多く

友り灰吹銀の品位悪〈友り、とれをさらに灰吹して上銀とするようになったO 寛文8年京都銀摂件]y

七右衛門の幕府に書上げた「灰吹遺之国々より出申候灰吹了銀に吹立申覚Jによれば

但馬国

一、上灰吹百自に付此銅二十二匁五分丁銀合百二十二匁五分

一、中灰吹百自に付此銅二十回了銀合百二十匁

とある。しかし了銀行用を以て全薗的に一統されるよう陀なり、その後間も君主〈生野でも了銀通用.

従って灰吹銀引替制が実施せられ売ととと思bれる C
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銀山旧置によると、寛永13年以前は運上銀ほ京都銀鹿で了銀忙吹立て、との年は江戸御蔵入となり、

翌14年に品位は佐渡極めとし1割 7歩 5入と定め、 16年から大坂城納と怠ったという O 後iH:の灰吹銀

引替の記録には、慶長~元和1害IJ入即ち灰吹銀1，α)()匁に付鹿喪丁銀1，100匁の引替であったと配して

いる。即ち幕府は引替により 7歩5の利益を得たわけである

註 (1) 銀山廻り 7町に、次の町容があった。

口銀谷~低馬口(北国町〉鍛冶屋町下小路(宮町〉本町鮒頁所町鯉応町 日前町駅町二n口町出
町

究棟以、前の記録に、口銀谷に桜町・下町があり、また太田虎一氏引く辰3月7日口鮫毘年寄の角的亡、貫太夫

組下に泉町・舟橋町・柳町、津右衛門組下に山仕町・掘出町・寺町がある o (生野説;第1車r，. iT5:佐熊)

新町~坂

奥銀谷町~寺町庄野町

小野町~滑井瀬町河原町大野町

(2) 太田虎一民生町宮古館3輯文イt縮、木村発氏朝来紙巻3 に、在掛川金如何rI記守社主主外旧記・

社寺輯起・寺院閉粧慣により社寺の縁起泊:記されているoとれちの典拠はそむ性質j二、町創(f.J年代などに十

分な信用をおき難L、。校骨粗馬考附録第3に収めた大正7年現在の寺院について、日「創年代女ri己ゼ目ば次¥

め通りであるo

真雷 神宮寺 求念寺

南光院 寛永11 本谷庵

室生院 韓谷寺 O文膿 1

臨済 持操寺 A天lE4 西林寺 A膿畏6 01Jl事畏11

長源庵 真宗 教徳寺 A充穐頃移，転

曹澗 犬用寺 元亀噴移転 金蔵寺 元亀頃移転

情浄庵 唯念、寺 文勝年中移転

漆谷庵 宝暦1 西3i寺 鹿長・元和問

西光寺 C天lE1 A寛永6 徳円寺

浄土 称名寺 事保中移転 極楽寺

西福寺 C寛永12 L':，.元亀 2 西文寺

東恩寺 鹿長3 浄願寺 うぞ正1

来迎寺 A究lE8 ム鹿長年中 日連 本行寺 害F基日雄寛永12残

玉讃!境 文糠頃か 妙栓寺 ヲで正8

イ山遊寺 O文様2 A天文11 本瀕争 実正2

本来寺 L:;，慶長7 C光和4 C寺院関縮幌 正三者i::寺椋起

西岸寺 AラでlE年中 Oうぞ正1

以上の内、犬用寺は社寺絹記に永lE8年、金蔵寺は寺院閉詐取震に永久6年、教者空宇は者!王寺暢起に究億年中の

!;f基であると伝えるが、日目斑鏑山に伝えFうれたといち但康F金書F銅山開発由来 GIJ口ブ[町長蔵〉によれば、

神子矩村銀山は延徳3年より盛山主なり、 「其庶四拾余年也、尤間歩数九十戸.ヶ所有之、大分人多入Jl:繁昌

にして寺社な主多L、則犬用寺屋敷・金蔵寺やしき・教徳寺やしきあとと需め伝えCT:-場所たと干今申伝え

有J30年余め後に鉱山衰え 大F王寺など生町に移転したEいち r究:亀・突iE頃忙移転し十と寸芝、は、在宅秤度

事興会?伝えたものと思われる。

(3) 事保5年12月加窓口上書(一番〉

(4) rþ貯金LlIでは寛永10-17年の感~ll開に、大屋口庄四野坂め麓に街米商 5 ケ断書コ IJ ， ~回・3f'~lJ ・ 4、佐・西
下・建屋・石和・来弁庄、さ F に東f可庄新井・~訴.t:まマ加えても不Ji!.L、困?、1・1沼かもう!(:全買入れfてといち o

(5) 山口村山口7Lll!f氏藤寛永14年丑6月吉祥日 低鴨銀山入御買米方党
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(6) 寛永8年5月26日 播鹿屋弥三郎等鉛請取状(長棟鉱山史の研究)、寛永7年低馬銀山入用鉛の一部とし

て、 720貫を売渡しているO

(7) Diary of R. C. Vol. 1， P. 181 

(8) 加藩貨幣録 106頁

(9) 一二二番、官中秘策に「佐渡・但馬両国より出候百貫自に付銅二十貫目入丁銀吹立百二十貫目と納之御定也」

とあるo
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第二章 中期jの生野銀山

寛文のはbめ生野銀山は良鉱の枯渇と、浸水のため鉱業不振とたり、そ ζに大火災のため甚大たる打

撃をうけたが、寛文より正徳まで50余ク年を一軍を設けて考述しよう O との聞に古間歩の再興の外

に、新見立の山も多く、特に元職一宝永間の産銀高は前期の盛山期にには比すべ〈もたいが、享保以

後旧幕時代のどの年代の産額をも透かに礎駕した。またとの期には生野仙播但川、!の諾銅山の開発が進

み、就中生野銀山の産銅は著増して、その生産価格はたゐ銀には及ばないとしても、全国銅山中にあ

っても重要た地歩を占めるに至り、その他、鉛の産出も注目すべきものがあった。

生野奉行所が代官所に改められたのは、何時以か明白でたいが、元職一正徳間にあるようであ乙

との間に地役人の定員数たども縮減せられた。山の支配乃至経営の形態も後期に沿いて見られるもの

に、次第に整備しきたものと思われる o ~[Jち断山・白札山・痘入山・御所務山などは、もとより前期

よりその系譜を持勺ものであったが、 ζの期を通じて、一定した山の形態として明確化してきたもの

である O

第一節 諸坑の概況と産銀

寛文一元臓の稼山

吉川氏j哉の銀銅山覚書に収めた諸稼山のー記録は、主として寛文3一元繰8年聞に糠山の札(白札〉

を与えた年月日とその様山名左記してゐり、当時の覚書の体を具えたものと思われる O 寛文以前の札

にかかわるもの11山ほどあるが、 ζれはたまたまとの記録の中に寵:添えられたもので、寛文以前の稼

山がそれに止まらぬは明瞭であるO ととに列挙された多数の山が、相当の生産をあげたか左うかは、

各個について検討を要するが、不明なものが多い。むしろ大部分は繁栄の域に達せず¥終ったと見る

べきである O 稼山の大多数は、かつての稼山の廃棄されたいわゆる仕捨間歩の再興である O

白口筋

字升形・若林・蟹谷・三原・松尾等に在三)た稼山は、経宝3年3月1日小丸九右衛門山山主勘兵衛

より元職8年 9月23日升形上馬伴九郎助問歩の仕捨切山山主作左衛門まで、計23ク山で、その内元職年

間の札14を占める O しかも新見立山8は、いずれも元職年間の札である O 但、勘兵衛(新町如l奉で菊

屋を号す)の稼山は8あって、大切間歩えにど 1、2の白口筋以外のものを含んでいる O

大谷筋

宇乙伏谷・黒金山谷・登尾谷・ーノ;谷・城山平・桑坂平・銀谷などの鯨山は数十に達した。 山主相

沢町孫左衛門の不動滝水通し、能間歩・河戸・金木たど 9ク山は寛文以前の札を同人の稼山に書添え

たもので、とれらを暫く措き、寛文3年3月17日ねい山清兵衛仕捨山主相沢町佐助・兵右衛門より元

職8年 9月23日大谷登美口黒弐にて古間歩山主新町杢兵衛まで54ク山あり、その内元職年間の札は41、

同bく新見立は6ほどある。また山主孫左衛門(相沢町)の延宝6年7月札小日向たt.:'6山が含まれ

る。
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青草筋

元糠4、8、26 青草仏ょうたん間歩之平にて古間歩 新町 兵左衛門

7、3、6 青草酒塩善五兵衛長吉仕捨 小野 万 平

7、4、朔青草団亀清右衛門仕捨

竹原野筋

日出平・留山谷・保居ク谷・奥谷たどの諸稼山は、貞享4年 2月朔留山日代間歩山主奥銀谷嘉右衛

小野 叉 士
口

門・長兵衛より元職8年 7月26日日出横鉱山主小野町多兵衛まで28ク山あれいずれも古間歩であ

る。貞享4年分の札の5山を除〈残余は皆元禄の札である O

内山筋

唐戸谷・地蔵の段・打越たどにて 8ク山は皆元織の札で、新見立山が3山ある。

唐人谷・漆谷・薬師谷各筋

唐人谷に 1、漆谷10、薬師谷27、いずれも元織の札で古間歩・仕捨山である。但、唐人谷の山は、青

草唐人谷相沢町市郎兵衛仕捨とあり、唐人谷は青草筋にあるわけは友いかち誤記であろう。

その他諸稼山

字坂の上で3、葛籍で5、藤堂谷でし蛇間歩附近で3、三味谷でし新町附近で7、小野町附近で

2、宇古城山で3、計25ク山あり、その間16は元繰札で新見立山は2である O

銀山旧記により天和までの状況を見ょう o寛文5年竹原野奥野谷道雲山暴言語需所町、金床の内久

右衛門所に産銀あり、壊滅に瀕した生野に、多少生気を与えた。奉行杉田直昌は稼山貸銀を計画し、

申請51ナ山の内で14ク山を選び、幕府の許可を得て銀105，500匁を計上したが、実施するに至ちなかっ

た。大切四つ留は前に加奉7人が請けていたが、普請が捗らぬから、その内の九挺は立穴までを限っ

て孫左衛門に渡し、孫左衛門は金木方面から稼いだ。との孫左衛門は前述したように延宝6年以後でも

6ク山の札をうけていて、「先年孫左衛門と申銀山第一之山師Jと後世にも伝えられた山師であった。

寛文6年に至り、加奉7人は大切四つ留を返上し捨り山とたり、翌年京の松尾六郎兵衛・中沢八左衛

門が菊屋勘兵衛請人とたって札をうけ、八左衛門は多少の資金を調達して樋引を行い、新町茂右衛門

の内切所にて鉱を出した O 寛文8年松波勝久奉行とたり、大切を取上げ勘兵衛に渡し、勘兵衛は大坂

今橋の美濃屋九郎兵衛を銀主として普請した。鈎坪十三挺(番〕まで普請してA自坪より七左衛門所の

廊下に抜くとともに、十三挺より助左衛門所に抜いた。助右衛門所は承応3年に河瀬助右衛門が内切稼

ぎで大数を掘った場所であるo助右衛門所40長官名品ぷ尽 を二つ穴とし、所々に樋を入れ、助

右衛門の往時掘りあてた場所より良鉱を切出した。ととろが僅か 1日で大水出で助右衛門所はじめ諸

所が浸水した。とれは九挺の廊下と金木の清兵衛所及び清兵衛所と金床の久左衛門所が抜合った結

果、城山惣平の水が九挺の廊下に流れとみ、大切普請に際し用意していた 2挺並びの樋引を以ては到

底及ばたかうた。従来は城山平の水は金床のハラ屋所より温鈍所に落し、金木の上拾五番所に流し

て、金香瀬より不動滝に排水したのであるという。

寛文8年6月葛畑の新町久太夫山に鉱出て極く高品位の銀鉱であり、分ーの1荷灰吹2貫に売買し

たという O 分ーとは山主の取前に対して所定の歩割を以てする公納鎚である O 銀銅山覚書の諸稼山
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に、寛文3年の白札の民縞畑本間歩山主新町久太夫とあるものがとれであるo

寛文9年 5月、小島与問左衛門が蟹谷山で上鉱;切出して 2ク年盛山であった。その7k抜を相沢町角

兵衛が白口より切り、夜後は室長子十郎兵衛が継続して切抜き、 400貫の鋲を掘ったという O 延宝8年

再び大佐に当り四つ留恭行が附けられたO 元職4年に十郎兵衛はさらに、前に仕捨てられた同水抜

授をすの白札をうけているo

寛文11年奥谷梓木平の蝿兵衛~lJ、同所四郎山、翌年同所玄知山にた鉱が !Hた O 延宝 7 年酒井定元赴

任の頃は、山勢振わず、松木の小野町カ口事?を右・衛門UI、有林の助兵衛山に少分の出鉱あるのみで、翌

年城山平や保居谷の詰所に焼石鎚知2を掘出したo
天和3年生野似??早辺地ムjjZ十両より資銀を集め、百性の名代として山口調衛門・カ時市右衛門
に山元の捌きを命ヒて、稼山として 2山を選定したo1は悶崎町のふとの三郎兵衛山であgoその上方
に四郎兵衛山があり、その71¥抜として往時新町の加卒九左衛門が普谷寺・の上部から80尋切づた間歩が

あるので、とれを切継ぎ三郎兵衛山の下方まで進み稼がうとするのである o 11土保原谷の仕拾山で、

八長日給ほど侭く 18問の距離かち水抜を切り排水しようとしたo 8月これを抜き、そのは口で多

景の銀鉱を制うた O 銀山旧記にとの計曲iはミj:問自らの献策にょうたことを記している O 普谷寺上方の

山は字坂の上方にあるから坂の上とよび、保居谷のそれは但播 21↑|の出金t~ を資としたから両国山と名

付けたという O

以上は銀山旧記によったが、銀山秘録に収めた尚札山の記録に、 f土!札交付の年と山主を記してい

るO 正徳までの分は次の如くである O

1 若林1m歩井牌出水抜共
2 ，I.U銀山南林i日lt!主

3升形水抜11JJ歩

延宝7より山師勘兵問

貞享2より グ

天和3より ぷ'

4薬師谷本iJiりか井ド2ケ所水抜 元職10より 友右件j門

5奥乙伏二正人山井畑出京屋IUl歩土丸水抜間歩 貞享4より P 

6奥之谷谷川水按九郎三郎仕捨1l11tJ;よ非f:開出目代n打歩 正徳5より 次郎兵問

ζの内1，3，5は銀銅山覚書:の諸穣山の記録にあり、ただ山師友右衛門が小野町加卒彦右衛門となって

いる。友右衛門・彦右衛門はともに大野氏であるoR[Jち右の白杭山は宝暦141}ミ当時に白本[山として登録

されたものにつき記録したので、前記6ナ山は記年のときより同ーの山師の家に代々受継がれてきた

ものであるo 字保15年代官中島正博の触書によると、従来白杭は時々に古将えられたが、以後は3年

切に書替えるとととした。それは白木[を受けても普請しないものがあったためであるO しかも 3年毎

の告:替を必しも励行されたわけでた〈、宝暦14年 3月に多数の白木[山が一律にあらためて喜二替を出願

しているO

自札山と御所務山

内札山は稼山許可の白木[を与えられた山で、本来は公納分はたい。中保151.1三にいたり、 ζの年白木L
みな」

を与えた山より、次年以後 3 ク年間に実無鍵の問方に町、ヒ少分の又力n~艮を }ücYz:てるとととした。実無

鎚は自然銀乃至微粒欄密た輝銀鉱をいづた。との頃には山師が稼山を出願したとき、他の稼山に支障

たきかを調べて当座に役所の帳捕に主要EJLし、稼ぎについて前途の見込あるを締めてから白札を与えら

-17 -



れた。元文2年10月の御運上蔵役より銀山町役人に宛てた廻状に「白札申請相稼候山之外断相立稼侯

分不稼之者も有之由」とあり、断山稼ぎの者を御運上蔵に召出し、不稼のものの山を没収する乙とを

触れしめた。断山とは前述の当座の帳簿登録の山で、後には5匁ほ左の運上を徴収した。

寛文以来の白木L山は多数あづたが、稼山として長年継続し、相当の出銀あったと思われる山は少な

い。銀山旧記を見ても人命~!くを切出した山も極めて短期間である。延宝 8 年に十郎兵衛山に四つ留奉行

を附けたとあり荷分分一公納の直山と見られるO 御所務山の名は後世の記録にはかなり湖って記され

るが、何時正から起ったか明かでない。 しかしこの時期にあるととは疑いない。元文2年の地役人

の書上に、白札山にま了いて肢に当れば山師より見石を役所に持参し、役所の吟味の結果四つ留役人を

勺けるほどでなければ、 1ナ月10匁程度運上の直入山とし、間鎚の状況により手上銀を命じ、 10-30

匁ほどの増運上とするとあるO また出鎚状況を知る資料として、試鎚という名目で出鎚50荷につき1

荷の害IJで、口屋にて取立て、買吹に対し入本[を以て払下げて直段の高下を以て計る方法が行われてゐ

り、亨保 6 年以前は試鎚は役所経営の問吹I~~にて精練せしめ出鎚の状況を判断した。直入山でも白木[

山でも鉱筋甚だ良〈なり、[J可つ官役人を附けるとととたれば御所務山とたるわけであるO その詳細は

享保以後の事実について述べるとととするが、断山・白札山・直入山の稼山の形態が出来上るのも、

御所務山と同じくとの期であるO

享保13年3月のf司書によると、元禄15年頃から問鎚高及び売付値段の高下により、 7----8分の 1乃

至14--15分の 1を運上せしめたという。克付値段とは、内切下財の筈|市iの荷を毎日買吹が買取る直段

であり、間歩口に詰める口留役人がそれを記録しゐくのであるO との運上の分ーはもとより山主割前

に対するものであるO また右のltiJ書に、元球15年以前の古法として、内切下財の割前は出荷の 2分の

ハ.1荷 2三1.
1或は3分の 1でその売付値伝入の相場や山主方の諸経費を勘案し、銀高の内10分の 1ほどを運上し

たという O 山主割合の10元禄以前といっても、内切の割分や10分の 1運上の程度から見て、寛永以前
分の 1の意味

の盛山期の法では勿論たくて、寛文以後の法であろう O

諸山年暦覚と題するき己録に一番御所務山公納代銀として乙伏山以下5山の公納高を記したものがあ
口 所牧

り、との期の分は次の通りであるO

乙伏山 銀 485，520匁 寛文10.......貞享3 17ヶ年会制代銀

薬師谷山 436，176 延宗4--元i緑14 26ヶ年グ

小向日山 285，600 正徳2--享保6 10ヶ年グ

若林山は延宝7年に荊屋勘兵衛白札をうけ、宝永2年末より盛山とたり御所務山と友った。明和4

年頃の記録と思われる「生町銀山初り」によれば、開]兵衛山主として白札をうけ、山師八左衛門・神子

畑六郎兵.衡とともに稼士、、、 7K抜間歩にま了いて後にに当り、中の小尾もその頃栄えて、宝水 2年より

四つ留役人 2人結めるとととたったという O 詰山花i三官、党の「若林山薄身樋引賃銭芥普請方入用Jの記

事の部に書入れた朱主?に

外銀五百五十二貫目 此金九千二百両

是ハ御所務山以前延宝七未年t宝永二同年迄二十六ク年御運上銀

とあり、宝永 2年より文政2年ーまでの公納鎚代銀を、銀3，030，941匁962此金50，515両余と計上してい
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る。升形平水抜も天和 3 年 9 月勘兵衛白札をうけているが、諸~11年暦蛍;に宝暦元年より同 4 年までの

御所務山公納鎚代銀を銀8，762匁759(金146両永46文)と記し、その部分の下げ本[に

銀八百四十入賞七百七十目余此金一万四千百四十六両余

走ハ天和三亥年より元糠十五午年超itク年宝暦元未年J向成年主主御所務山被仰付社i納候公納代銀品

御座イ民処、元減十五守二年迄廿ナ年分之儀委細帳面等モ無御属候へ共、先年山師より運上銀高書物品

御鹿倹

とある。

灰吹銀引替と産銀高

一二二番記録の中に灰吹銀引替につき次の如〈見えるO

元膿年中 )死吹銀1，000匁に付 慶長銀 1，000匁

元牒11--宝永3

宝永4--正徳5

lE~恵 6"""事保 7

// 

グ

// 

元雄銀、二つ宝、立つ宝 1，100匁

四つ主 1，150匁

慶長銀 1，000匁

正徳6-亭保7年の新銀目替灰吹銀と間ーは亨保8年よりは新銀8歩416入とたり、 7年以前の分に
畳にで引替ろ

対しでも同様に補償せられ、即ち1，∞0匁付に付84匁16を一度に買吹に交付せられた。生野灰吹銀の品

DJ:は使長銀に対し 1告1)9分半入と定められていたから、元椋10年までは 1警!J入引替で9分半の徳用と

なり、鋭部門勾室長21元牒11-宝永3年同線銀たどに対し4答117歩入とされて同じく日1]入
引替で 3~号1]7分の徳用となり、宝永4-正徳5年は4つ宝に対し8割 2分28入とされて 1骨)5分入引

替で6割 7分の徳用と計算せられた。

賀吹の手で精錬せられた灰吹銀を、すべて丁銀に引替えるようにたったのは、寛交を距る速くない

頃であろうと推測されるo r銀山灰吹銀京都銀座r渡方並ニ比1欠銀歩入之諦J (一二二番所収)と題
した記録に、天和3年より13少年は京都銀座に登せて丁銀に吹立させて大坂城納とし、元繰9年より17

ク年は銀座に灰吹のまま渡し、正徳3年より常是改とし灰吹銀のまま大坂城納とし、翌年より灰吹銀を

京都銀度比渡したとあるO 天和3年にはゐそくも引替市jが実施せられたととは日月かであるが、イ旦播州

銀銅山諸運上井に但州、|阿部村々小物成が灰吹銀納の計算で勘定肢に仕組まれる形式は宝暦3年まで存

続しているO とれはか勺て灰吹銀が流通した名残であろう O

灰吹銀引替に勺持保頃の手続は、六斎日A:2:;;・に銀山町中の買吹が灰吹銀を役所に持参し
灰吹銀の善悪を改められた後に人別に帳簿に記し、定めの引替率で丁銀に換えた。な主主その他に、山

師買吹、米屋直掛の者が穣料米代銀を持参し、とれも銀納札を人別に記し役所に提出した。との代銀

は樹、尾で銀の善悪を改め掛屋封印のまま持参するので灰吹銀であった。山師買吹は山主で貿吹を営む

ものであり、一般に貿吹は山稼行にも深い関係を持っていた。医掛は米屋が御蔵より人別米を受取り

ゐき、各人が米屋より米を引取るので、とれらの問題は後に述べるが、主な米陸Ve'士山主や買吹が多か

ったととを注意しなければならぬ。

両替灰吹銀lttVe石代銀はともに御蔵の銀箱に納め手代立会封印し、正月初日手代立会の下に 5∞目

包 aiE を以て樹原:が包特し御運上蔵に封印納置してゐき、 1 州3 度比京者]~銀座に登したのであ
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る。入目は正徳5年より1，000匁につき 2匁としたが、両替の際は別に 2分を欠立の補足分としてと

ったようでなるO 正徳5年以前には入目 2匁8分とし3匁取立てたちしい。

灰吹銀引替上納の制度が定められて、はじめて灰吹銀産高が記録せられ得るととになるが、一二二番

に「年々灰吹銀上納高Jとして天和3年よりの介が記されている点は、極めて注意すべきととで、と

れは依拠した帳簿があづたものと想像せられるO

表 1 天和3--正徳5灰吹銀引替上納高
匁

天和3 灰吹銀 356，571.9 元禄13 711，399.35 

貞享1 736，420.61 14 1，087，793.67 

2 480，582.8 15 704，793.67 

3 407.661. 52 16 702，598.65 

4 474.981.51 宝永1 265.957 

元蔵 1 536，406.16 2 620，343.37 

2 473，819.62 3 961，123 

3 658，940.83 4 1.004，663 

4 664.398.31 5 1，004，633.76 

5 761，278.91 6 1，023，781.54 

6 584.654.35 7 860.809.1 

7 662，351. 72 正徳1 622，697.56 

8 731，835.72 2 300，000 

9 920，967.7 3 450.000 

10 800，841. 77 4 500，449.49 

11 675，729.05 5 303，597.98 

12 723.625.9 

正徳3年 7月、相沢・小野・奥銀谷・新町の加奉並に銀場:世代両名より、大谷惣水抜間歩・保居谷

両国山水抜・登尾新見立・薬師谷間歩水抜・内山唐戸谷新見立・大切間歩普請切山の 5ナ山の経費とし

て、銀482貫余(金6，000両)8ク年の拝借金の計画をたて、代表者8人が出府し勘定所に願出た。

勘定所より新任代官清野与右衛門に上申すべきを諭し、結局3.000両の拝借を許された。 ζの元金を

大坂徳寄町橋通金屋角右衛門に手交し、年々の利子を以て山入用に充当したが、到底不足し、やがて

金屋は事を以て欠所とたり、危く拝借金は幕府に上納するととを得たという O 正徳に入り産銀減じた

状況より見て、銀山復興の対策として、計画せられたものであろう O

註 (1) 朝来古巻1に享保19年代官所の称始ることを記しているo太田虎一氏は事保元年代官所に改称のことを

主張している。太田氏の遊拠とする事保18年7月の代官岡田庄太夫の伺書(銀証26)に「去;L-巳午未平岡四

郎左衛門・清野与右衛門・御代官所之節Jとあり、平岡・清野2氏の在職した正徳3--5を代官所と記してい

て、事保元年改称したことにならぬ。石見の奉行が代官に改められたのは、柘植伝兵衛の時代(延宝3一天

和2)であるという o(石見銀山旧記〉酒井定元の代(延宝5一元禄5)は家老の補佐であり、秋山長利の

代(元職5一同15)は元帥手代が現われるo代官所となったのはこの頃であるまいか。

(2) 鹿安2年87入、元雄5年87人(竹田町上下口留番所廃止に伴い4人減入 享保6年頃73人(元膿16年黒川

口・魚滝口廃止、正徳3年中瀬大屋口躍止)

(3) 天明2年寅6月内田鎖五郎生野銀山廻小野町之内字上三昧ニ而掘出候灰吹銀之儀ュ付伺書(銀証 6) 

(4) 銀銅山覚書諸稼山に

元織れれ 26 坂之と惣水抜 山主新町勘兵衛
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問所四郎兵衛山 間

同所三郎兵衛山 間

とあるものこれであるo

(5) 太盛山年代記は天和以前は全く鎖山旧記に依って諸山を記している。

(6) 御預所平岡彦兵衛・長谷川庄五郎生野銀山偶溜上極之伺聾(銀覚〉

(7)延宝九 2、12 若林山総水抜 新町加事勘兵衛

7、11、5 中小麗 p 

天和2、4、1 本間歩 グ (銀銅覚)

延宝7 若林間歩井煙出水抜共 山師勘兵衛(銀秘両札山)

(8) 宝暦3年商12月 岩佐郷蔵 侶州、i掃討十|銀銅鉛山諸運上井小牧成御運上類増歩之儲ニ付伺審(銀証22)

(切能美吾助氏蔵灰吹銀御引替銀の事所収正徳5年来12月 橋野与右衛門覚

(則元文2年地役人審上〈銀畳)

ω銀山旧記に天和以後の事項を寄添えたものが流布せられている O能英氏踊銀山記によるo

第二節 銅鉛の産出

近世銅錨業の発展

16、7世紀のわが国の資金属鉱業隆昌期にゐける銅鉱業が、かたり発達していたととは、 16世紀以

来の外国貿易にゐいて銅の占めた地位より見ても明かであるO しかし銅鉱業の勃興は寛文←元械の17

世紀後半期にあうて、あたかも賞金属鉱業の諜退と交替しているO

ζの時期に著名な貴金属山が銅山として更生したものが少くない。尾去沢銅山は、同鉱区内の西道

・白根た!:の金山が衰亡して、寛文年間に田部・元山・赤沢坑などに銅鉱が発見せられ銅山として復

興したのである。阿仁銅山はもと金銀山であって、寛文12年北国屋台左衛門の千代高岡八右衛門が小

沢の銅鉱を発見し、ついでま草・二の叉・真木沢・三枚・ーの叉などいわゆる阿仁6ナ山が開かれ

た。足尾銅山は鹿長15年の発見と伝えられるが、最盛期は貞平年間であうた。別子銅山は元職3年の

発見で、翌年住友氏が請けて経営し大銅山とたった。

銅鉱業の急速た発展は、銅が外国貿易にゐいて極めて重要た輸問物の地位を占めてきたととと関連

するO 銅は早<15世紀以来中国その他に輸出せられ、 16世紀に入りわが対外貿易が世界的に拡大せら

れてからも、益λ重要となっていたが、輸出の主体は銀であり、銀に比すれば殆どいうに足りたかっ

た。

寛永15年幕府は大坂の泉麗理兵衛ら 2 、 3 人の銅商を選び、長崎~-ÌS'いて中国・オランダとの銅貿

易を許可したが、精銅に吹く4ことは大坂に限ったから、銅商中にて大坂に吹所を持たぬものは小吹麗

から輸出用の特銅を質取り畏崎に送った。寛文8年幕府は長崎貿易輸出入品中に禁制品を設け銅もそ

のーであって、 ζの頃輸出銅高は1ク年170万斤内外といわれた。廷宝2年江戸の人阿形宗智・河村

瑞賢ち 9名は出願して、毎年足尾銅10万貫を金1万両に払下をうけ精錬して唐蘭人に売却し、その損

金 3，∞0両を負担する代償として、全輸出銅を 9名の手より外人民兜渡し代銅高1害rJの口銭を収得せ
んとした。銅商仲間は畏崎;奉行牛込軍窓に訴状を呈し、銅商仲間と公私の銅山並に吹屋との関係を述

べ、宗智ち出願の如<1到の口銭を出せば、その他の諸掛物を併せ荒銅の貿入価格を現在より 1曹15、



6分も低下せざるを得ず、銅山の存続不可能なるを陳情した。幕府は宗智等の出酵を却下し足尾荒銅

の貿入を銅商仲間に命じ、 3年4月仲間は長崎下高3万斤に勺き荒銅500貫の割合で買入れたo ~Dち

長崎下高300万斤で、泉屋吉左衛門・同平八・同興九郎の下高112万斤に対する買入高18，666貫余を革ー

頭に、当時の仲間11名に割当てたのである Oしかるに宗苔らは幸容に銅吹毘・銅山師と結び多額の荒銅を

買収し長崎氏送って売崩を試み、また新に大坂に吹屋を設けた西国・北国の銅山師は長崎商売の許可

を請けんとして、銅価下落し錦仲間は前に払下をうけた足尾銅5万貫に勺き 2，000両余の損耗を被イコ

アと。同4年3月長崎;奉行に新規交易銅商売の停止を請い、足尾銅の輸出は唐蘭ともに売口 5分の 1に

定めんととを出願してその目的を達したもののようであるO

元禄初年頃大坂の小吹屋11名が鋳型を異にする真吹銅・丁銅・中椋銅を製して』長崎に輸送し、とと

に銀分を絞らぬ真吹銅の長崎下高が滋増して椋銅の販路は縮少した。即ち梓銅の輸出高は貞享より元

職初年に:互り 1ク年5"""600万斤であったものが、元誠4年には 386万斤余に減七、売残の特銅代

79，000両余、その利子金12，000両余は銅商仲間の損失となうたから、仲間より外国向鋳形違銅の製造

輸送を禁止せんことを大坂町奉行に願出で聴許せられ、その後真吹銅鋳造を出願した者も担否せられ

たo幕府は銀及び金の海外流出を制限するため、貿易暗号む躍貫を定め、元禄8特Ij限額以外に代

物替を許し、同10年銀2，000貫の代物替を認めた。 ζ とに.:0いて貿易銅の歳額8，902，030斤に定勺た

が、大坂銅商仲間諸国商人の輸送額は常に不足し、同14年銀座をして銅虚の事を兼ねしめ銅を購入し

て長崎に輸送せしめた。

当時重要銅山は直句戸るもの多く、別子をはじめ備中古悶・伊予足谷・出羽最上献などはそ

れで請山経営であづた。長崎廻銅が年々不足するため、直'PJ'i銅山に対し幕府は増産のため保護奨励を

加え、例えば元禄15年1月勘定奉行荻原虫秀より住友氏に対し「長崎御用釘j笹p不足ニ付別子銅山上自産

の儀可申上Jと達し、その申請に依って多大の保護を与ーえているO

幕府は銀座に所定額の長崎廻銅を替促ずるも銀~は近竿諸国銅山の産額減少を理由に却って銅価の

増額を出願する状態で、正徳元年漸く 450万斤の輸送を諾し、翌2年2月までに辛うじて 300万斤を

積下したのみであった。よって幕府は大坂銅吹屋をして旧の如く長崎廻銅を掌らしめんとしたが、銅

商は ζれを辞退し、幕府が官銀を以て姐銅額の不足を補償し銅代銀下渡をも保証し懇命するととろが

あった。即ち大小吹屋17軒を以て仲間を組識し会所を大坂及び長崎に置き、千丸害!j法を以て各人の負

担率を定め 503万斤の廻鋼を引請けた。しかし500万斤の廻鋼は事実上困難であり、年々不足のため

交易充分ならず、私服抜荷などの弊害をも促進した。正徳5年に長崎廻銅の 1年の定数を400--450万

斤とし、唐船30;披銀高計6，000貫その内鋼300万斤、蘭括2般計3，033噴その内銅 150万斤を渡すを

定め、銅高は450万斤を標準としたから廻鋼高不足すれば、乙の割合により唐蘭船の割合を定めること

とした。また幕府は享保元年以来諸国の山元より銅を買上げ大坂で棒鋼に吹立て長崎に輸送するとと

とし、幕府買上の御用鏑は直領山のみでたく、私領の重要銅山にも割賦せられた。

生野領銅鏡業の発達

播但21'f、i生野領に主主いては、中fU:以来の銅山として知られた明延をはじめ、近世初期以後に開発せ

られたと思われる銅山が多い。

ワム9
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明延では慶長頃に銀山が開かれ銀鉱業を主としたらしいが、天和2年には謂鹿を止め役人をつけ口

屋で出銅の10分の 1の運上を取立てたζ とが見えるから、との頃には銅鉱業に中心が移ったようであ

る。播州多可郡に3まいて元職以前に開坑されたと思われる次の銅山がある。

観音寺村・轟都村樺坂・寺谷

多田村 小畑・亀井谷・年多・久留寿

多田村・仲間村 勝浦谷

牧野新町 妙見山・金掘

右の内、妙見山・樺坂・寺谷は元和6年江戸忠、八という山師が稼ぎ、 16、7ク年盛り、寛文3年より

大坂十時源兵衛が謂けた。同8年多可郡は生野支配とたり延宝元一向5年までかなり栄えたが、その

後休坑とたった。元腺初年頃と思われるが、大坂の者寺谷を 5ク年銀50枚を以て請康を鯨勺たが却下

された。元職4年江戸より山師岩城麗長左衛門来って検分した際、同地方の庄屋3人は山師稼は悪水

排除に無頓着であるとて、寺谷を5ク年銀100枚の運上に出願したが、その結果は不明である。明和

4年の記録に、棒坂は元職11年まで丹波の井山伝右衛門、 ζの年より大坂の泉屋古左衛門、づいで観

音寺村仁右衛門が稼ぎ、小畑は元職15年大坂岡田屋七郎兵衛、久留寿は宝水元年大坂大和屋、金掘は

宝永6年牧野屋勺いで泉屋古左衛門、観音寺村仁右衛門がそれぞれ数行したとある。

生野銀山に沿いては寛永年聞に「カタゲ吹Jが行われたととは、銅もiJ'F精練せちれたととを推測せ

しめるO 後述するように、生野では播但州諸銅山と異って、銅より銀を絞勺たのであるO 南蛍吹の工

程も併せて巴に17世紀中に ζの地で行われたかどうかは、たゐ検討を心要とするが、ともかく荒銅の

産出は平くよりあうたに相違たい。元職5年の「御公儀御銅山覚書Jには、閉廷とともに生野が挙げ

られているO しかし生野においては、当時は産銀が中心で、銅はほとんど問題とたらたかったのであ

るO 宝永5年の代官の勘定所宛の{司書に、生野・明延・小畑・亀井谷・樺収・金拠・妙見山の 7ク所

は元職15年より稼山を許し、相応の運上を取立て、翌年比口銀にづいては当分山主前入用多く出銅少

きため、 1分5鹿--2分を間歩に応じて取立てるととを勘定所に経伺したが、宝;永2年より出銅増

加し運上高も多くなり、 3、4年と著増したから口銀も 2分--3分5厘を取立るととを申請してい

£しかるに元職16年比生野銀山では出銅聞に付溝上銀2匁俗、口銀1匁と定めたととを伝え、事

保4、5年頃新銀半減の積りを以て取立てることにしたとする記録がある。卒保初年比出銅10貫に付

運上銀2匁42、口銀1匁であったととは確実であろうが、元織の定めとするのは誤聞であらうO 元文

2年の地役人の害上によると、出銅は掛麗で員数を改め、銅主の番付に奥印して役所に提出し、役所よ

り押切印立立に銅1丸 6，8ω匁毎比大印とよばれた適切手1枚を交付し口留番所の通過証とし、大坂に

登せて売払った。運上は掛犀方で取立てて、 1ク年分を一度に上納した。

亭保以前にゐける生野領銅山の関係資料は少たいのであるが、一二二番の中に「生野銀山年々銅鉛自

白出来高」と題した正徳3--亭保4年の銅・留糟・白目の出来高、寛保元~経亭元年の出銅高、延享

2--天明4年の銅鉛並に自目の出来高を記した記録があるO

表E 正徳3""'"亭保4 銅留糟白目出来高

正徳3 104，753貰700匁 正徳4 100，606貫800匁
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正徳5 108，895.200 享保3 52，917.600 

事保 1 94， 166.400 4 37，128.000 

2 48，773.800 

留糟は灰吹床で銀を分離した後に残る密陀僧で、 ζれより鉛を製して売却した。延事以後の鉛の産

高を見るに、その浮動甚しいが銅高に対して最高は 2分の 1程度で、 1割以下の年が多く、白目の高

は問題と友らねから、前掲の出来高の大部分は銅である。それ故に生野の産銅高は正徳年聞に60万斤

にも達したようであるO 産銅の増加は、前掲の宝永5年の伺書に見ゆる如く、宝永 2年頃より著しか

ったので、とれには生野のいわゆる鈎高額私号室蹴を多〈出した若林・千珠山の開発、とくに若林

山の発達に関連するものと恩われる。

享保6年の諸国銅山御用銅割賦額によると、明延銅山 285，側斤とあ之明延の附紀向ける崖

銅状況は後に述べるが、生野に比較しては微々たるもので問題外であるO ととに明延とあるは、事実

は生野の産銅が大〈部分を占めたととは疑問の余地がたい。即ち享保4年生野の銅留糟白目問来高23万

余斤の大部分は銅であったととをも対照すべきである。

註 (1) 住友家の元時5年の「御公儀印銅山覚書Jに

下野国足尾山 備中国吉岡山 但馬国生野山 下野国栗山 伊予国足谷山 伊勢同治田山

括津国多田銀山 出羽国最上山 播磨国富士野山 佐渡国金山 但馬国明延山

の11をあげ、吉岡・足谷・最上・富士野の4ケ山は泉屋古左衛門の請所とある。(別子関坑二百五十年史

話 51頁)足尾は日光座梓院領であったが、御用銅山となり代官支配となり、請山で、あったo

(2) 銅吹屋の辞退理由は、当年銅産高610万斤、内150万斤銀座より長崎輸送、 100万斤中川氏より長崎運送、

40万斤銀座入用、 40万斤銭座入用、120万斤諸国細工向入用、 150万斤銅吹屋の長崎御用銅買入額と予定し、銀

座の150万斤中50万斤は前年度分であるから正味の廻銅計350万斤となる、樟銅100斤代銀140匁で大坂表にて

買取り、長崎表売口引合105匁とすれば、 35匁の損耗となり、銀座・中川・銅吹底で銅買入を競えば相場:益

々騰貴して損耗大となり35匁の補償あるも堪えがたし、といろにあった。

(3) 但州養父郡明延銅山之事(銀覚)中瀬・神子畑・阿瀬・撒・田畑・万場の金銀山のr記録とともに元藤5年

の作らしい。

(4) 播州多可郡銅山之事(銀覚〉これも元帳5年の記録であるo

(5) 銀覚及び能美氏蔵銀山名山覚書所収

(6) 吉川氏蔵銀山大盛山記所収室永5年子正月 平岡四郎左衛門覚

(7)享保13年申3月 長谷川庄五郎・平岡彦兵衛但州生野銀山御運上極之伺書(銀覚)

(8) 享保6年諸国銅山御用銅割賦額、 0は私領(大阪市史第一 791頁〉

15，000斤 括州銅山 30，000斤 O熊沢銅山

850，000 別子// 450，000 。尾去沢グ

500，000 立川// 1400，000 0秋田グ

285，000 明延グ 70，000 猿坂グ

67，670 多国// 250，000 永右民グ

5，000 飛騨グ 40，000 0大野グ

3.000 石州//
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第三章 後期の生野銀山

第一節 銀山支配の機構

生野領

生野領は天保9年の調査で但馬・美作両国で

高 74.183石954

重良 2.029.707匁77

牙く 29文5

灰吹銀 320貫

米 4.535石10995

とあり、また幕末の調査では、但馬・播腰・美作で8万石とたっている。宝暦元年の但馬の御領は

52，499石296で、とれは天保2年の記録でも変らず、とれには久美浜代官の支配分を含むから生野領

のみではない。播膳については、寛文年中に多可郡が生野支配に入り、安永・寛政年聞に多可・神西

2郡が大坂並に他の陣屋に移管せられたとともあった。しかし銀山の飯米及び扶持米などの関係で、

問題とたるのは但馬と播鵬2郡の物成米であって詳しくは後に述ぺる。

代官所の組織

元職頃より奉行を代官R.改めたらしいととは前述したが、正徳3ー亭保3年の代官清野与右衛門よ

り幕末の横田新之政まで代官28人であるO その聞に 2人より成る御使御検見所、 1人--3人より成る

御預り所が代行したととも前後9回ほどあったo代官・完結千代詩の下に、地役人によって鉱山

方並に地方の諸務が分掌せられた。

享保6年比御勘定役・山使役・鋪廻役・御問吹屋及び7カ所長ZAP忠平延長・石淵の口麗役を罷
めて、 83人の地役人が73人に減員せられた O さらに同17年に安彦茂左衛門たるもの扶持方召上げら

れ、ついで堀口佐野衛門たるもの召放たれた。延事元年勘定奉行神尾春美の巡視の際に、さらに人員

整理を命じたから、 71人中より17人を減員するととにたった。( )内は延亭元年以前。

御運上蔵役 5 ( 6 ) 口白口役 2 (2) 

口餌敵役 3 (4 ) 竹原野口役 2 (2) 

奥街}蔵役 3 ( 4) 作畑口役 2 (2 ) 

見廻役 25 (12) 銀山御林見廻侵 2 ( 2) 

低馬口役 3 (4) 御運上積御米蔵総門番 1 (1) 

播磨口役 3 (4 ) 鎚改朱印役 1 ( 1 ) 

小野口役 2 ( 2) 計 54 (46) 

見姐役は、 13人の増加とたっているが、勤務方の改革のためである。 13人は御運上蔵役1名以下6

名の減員分と、廃止とたった御普請役2人計8名を以て補充し、また非番地役人より 5名を採用し

た。非番方は銀山盛興のとき四つ留役・口留番所えにどの増員に備えた議備員で、当時右の5名の外に

15名あった。地役人は世襲的で無役であっても給米7石2斗を扶持せられたが、 ζの時15名は召放た

れたのであるO 地方手伝の地役人は4人あうたが、同時に手伝勤務を廃したという O 宝麿4年比五つ
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て代官より代官入用分より 3人扶持づっを給して 3人の地方手伝を抱えたき旨を申請したが、勘定所

より別途に召抱えず、山方御用すきに繰合わせ地方に使用し、二重役の分には代官入用中より手当あ

るべきであるが、とれは指示する限りでないとした。

延享2年に内山口役1人、市川口役1人が再興せられて、寛延2年に御林見廻役2人が廃止された

から、総人員は変動がなかった。

御運上蔵役

御運上蔵に毎日詰めて 2人づ、つ宿直するo(1)諸運上の取立 (2)毎月六斎日の灰吹銀両替 (3)銀山渡

米帳面の仕立仏)鎚御払入本[の吟味 (5)御所務山荷分の立会を任務とした。延享2年には、さらに見

廻役とともに毎日買吹屋を巡見し吹銀銅を六斎日にl候面と突合わせて改め、また指イ旦州、l鉱山の吟味に

巡視することとなづた。

口奥御蔵役

口奥の両御蔵に納める領村よりの貢納米大立を手代と立会の上で改め、また六万f日の銀山払米渡を

勤めた。

見廻役

享保以前に山使役・鋪廻役とよばれたものに当り、 (1)御所務山 1カ所につき 2人づっ交替で詰め、

(2)1主主尋の山御運上山・実無稼の場所」を巡検した。狂享2年増員し、従来の勤務方の外に、 (3)毎日寅

吹屋床の改め 私)播州久留寿・金掘・樺坂3銅山の山留役人・掘場役人を勤めるとととなった。究，伍

2年頃の勤務内訳人数は吹の通りであるO

(1)御所務3カ所で2人づっ詰計6入、 1カ月交替、隔日に 1人が詰めるo(2)諾LlI見廻役4人で、と

れは稼山・直入山の状況を改めて、見石を持参する。との勤務役を直入役とよび、もとは御運上蔵役

の掛りであったが、見廻後の掛りに替えられたのであるo(3)吹床見廻役4人。任)他山田役5人O これ

は寛恕 2年播州3銅山の日銅減少したから 2人に減じ、イ日州の 6銀銅山明延・今木谷・阿瀬木戸持・の
一 阿瀬入 l枚・阿開平和・霜山

日役を 3人とした。(司銅鉛津田荷物改立会 2人O 吹床見砲は灰吹銀並に間銅鉛の問、目を吟味し帳簿に

記入し、 1カ月毎に吹高を役所・御運上蔵に報告するのであるが、錦鉛の移間にあたり、別に 2人が

口屋に出張り代官切手印形を以て荷・貫目を改めた。従って25人の内残飴の 4人は役所に出勤諸用向

を便宜に勤務したわけで、前述の宝暦4年地方手伝については勘定所の指示もあり、宝暦10年頃には

「銀山付地方掛り仲間3人相勤Jと見えている:また寛政頃は灰床見姐は3人、他山田役は阿瀬銀山

2カ月交替1人、樺坂銅山 1カ月交替1人と計2人とたっているO

御林見廻役

者~~林というのは古城山の公林で、とれは寛延 2 年廃止とたった。

延享2年減員に加えて、さらに減員を命ぜちれたから、寛延2年給米1害IJ宛の減目IJ計207俵 5斗

riを計画し、次年より実施を経伺したが、とれは中止とたったo給米高は次の如くなるo
御)逗上競役

口奥御蔵役

見廻役

1人に付 50俵

40 

30 

計 87石5

84 

225 
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口屋役

御林見廻役

30 

却.2斗

189 

14.4 

寛延 2年以後の給米は、御林見廻役廃止と口軍役2名の増加を合めて合計587石6斗となる。その他

に惣門番、鎚改朱印役は 2人扶持であった。

見廻役の中、直入役は宝暦2年30俵の外に 1人につき 2人扶持を与え、その後3人扶持に加増せら

れた。 ζれは銀山内だけで悲し他山にまで出廻り入用がかさUからである。給米扶持は、 11、2、

5、7の各月に分与せられた。また惣門番には扶持米の外に給銀年額215匁、鎚改朱印役には50匁が

給せられた。

以上の附役人の外に、御運上蔵銀番3人拍威主、口御蔵番1人35君、奥御蔵番1人26警の;J，:o者が
あり、銀番給は前年度に生野飯村々より害IJ賦取立てて月々に支給し、御蔵番は2、7の月に分給せら

れた。給米・扶持米は播丹!神間・多可2郡の物成米を以てあてたので、寛政6年2郡が生野支配を離れ

たときも、 607石3斗の物成はとくに生野御蔵詩と友った。

運上諸役

間歩関係の貫納の外に、鉱業・営業・物品えにどに関する諸税に、次の如きものがあるが、とれらの

税は、前期には税額も多〈種類も一層多様であったかと思われるが、資料乏しくあまり明かで友い。

床役

草保初年に買吹人40人、床数57挺あり、床役1挺分1カ月につき上銀13匁2分で、事保元-5年の

平均月額は170匁飴であった。とれは1カ月に 3--4日のま薬業では免問とたり、 14--5日程度は半挺

分、 30日程度が1挺分として取立てちれ、実際に充課した床数は月比11--12挺分とたっていたからで

ある。しかし 1 カ月 ~5--7 日操業のものものも運上銀多〈迷惑したというから、 5 日を越えれば半

挺分を課せられたようであるO また夜吹は床改役人の都合から喰止したから、精錬に支障を与えた。

事保5年11月新民買吹希望の者を出願せしめ一定数の買吹人床数を定めた上、待挺比低額の運上を課

すとととした。即ち貿吹44入、床66挺、毎挺1カ月tLっき上銀3匁3介、運上銀計217匁 8-停と定め

た。新規に床を出願するものは、仲間入銀1挺前に銀3枚を納めしめ、?とた隠床吹は仲間にて吟味し

訴えるとととしその過料銀3枚は、惣寅吹床数民応bて配令するとととした。元文2年頃床数77.挺、

宝暦3年75挺あうた。元来灰吹銀が通用した時代は灰吹銀を以て運上を納めたが、丁銀通用とたって

も「前々引付を以仕来j灰吹銀樹めであった。しかし実際には丁銀を以て納めるわけで、 ζ の場合

「灰吹御質上増歩J即ち灰吹銀引替率によって増歩するととを原則とした。党文先年よりは文字銀

0，33416増、宝暦3年11月より 0，5増とたるわけであったが、宝!膏3年12月代官より但播州銀銅鉛山

諸運上井小物成御運上の増さ訟につき山不況のため11月までの増歩0，33416~措置くととを経伺してい

る。床役の運上は所定の如くであるが、 3分の2までは休床の状態で、 1カ月 1挺に勺き了銀4匁403

に措置かれた。たおとの年より運上小物成に灰吹名目を止め、了銀を以て勘定に組むとととたったo

iJc鉢要物役

業者は主に女で、諸問歩内の「と|まれ石」、から山とよばれた下財の掘捨てた鉱石、 JII筋に流れた

鉱砂な，!:を拾策め汰りわけで、買吹院時り渡世とする。札をうけ 1カ月につき灰吹銀5分5厘、了銀

明
訓



で0，3416増歩の7分3犀4毛を運上した。元文2年頃61人、宝暦3年70人内5人は組頭で運上の集金

に当って役銀を免ぜられた。宝暦3年灰吹名目を改めた ζ とは同様であるO

諸口屋入役

鉱山内に入る商品に対し、口屋で課税するととは古くから諸国で広く行われ、運上諸役中で最も重

要たものであった。

口屋役人が課税に当り、役銀並に取立方商品の記帳を御運上蔵に提出し、御運上蔵役が役銀辻一紙

目録に記して毎月役所に差出し代官の菓書を得るO 延享2年7月より役人取立を止め請負とし、宝暦

4年より再び役人取立となった。宝暦3年までは灰吹勘定とたっているが、この年の諸口屋入荷物御

運上灰吹銀13，823匁899(丁銀 18， 455匁31) となっているO 諸運上総額に対し、入役は 1~2 害IJ 、大

体1割半を占めていたようであ2;宝暦4年役人取立に改めたとき、間種の商品に対して課税額を
明細に規定し怠薬種並に吹屋で使用する留木・棚木は従来通り免税であったo

棒役

銀山内で味噌・酒を振売する者は棒本[をうけ、 1カ月灰吹銀1匁65(丁銀2匁2鈴)を納めた。宝

暦以前には 8~9人であったが、 2~3人に減じて宝暦 4 年免税とたうた。同 7 年に至り勘定所より

従前通り取立を指示しているO

小間物座役(濃物座役)

播州神西郡森垣・真弓・栃原・川尻の銀山外郊4カ村の小間物鹿の役で、森垣村商人が請負うて 1

カ年分を上納してゐり、灰吹銀11匁(丁銀14匁676)であった。銀山不況のため真弓村たど 3ナ村の

小間物屋はやめて、森垣村商人が所定額を負担した。寛政7年神西・多可郡が最寄替となり生野支配

を離れてからも、従来通り銀山運上中に組入れられた。

酒運上

播升iの真弓・栃原・森垣・川尻、但什!の円山・岩屋谷・津村子の酒屋は、造酒並に販売にういて銀

山の内外井に当該村のそれを独占し、他処の酒屋の売込を禁じていた。播州4ク村の酒役は森垣・真

弓の酒屋が請負い、但丹13ク村は古くは岩屋谷の仁右衛門たるものの請座であったというが、享保一元

文頃は岩屋谷の酒屋次郎右衛門と 3ク村が割賦出銀していた。延享 2年銀山附諸運上の中で増加可能

分の吟味を命ぜられたので、 5割増1[11ち播州4ク村灰吹銀309匁375、但州3ク村同148匁5に改定せら

れた。また享保18年より銀山但馬口の泉屋大蔵が酒屋を許可せられ運上を納めた。酒造高は明かでな

いが、天明7年3分の l酒造となり、寛政5年酒屋買請米高を3分の lに減じたとき、残米42石あれ

内播州米8石4斗、但丹i米33石6斗であった。買請米については後述するが、蔵詰米を払下げる手薮

を省き、酒屋らが直接に蔵入米を村より買入れ代銀を上納する制度であるO 播州米の酒屋買請は、買

請全部の 2割ほどであったが、寛政12年頃には地直段が買請直段より下直であったから、酒屋より買

請御免を出願してとれを中止しているO

油運上

銀山の山方井に町方に燈用した泊の量は大きた高に達したが、口屋役所で銀山に入る油1斗につき

灰吹銀1匁1分(丁銀1匁468)の運上を取立てた。との外に小役油と称して、播磨口・但馬口で1
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斗 8升入1荷につき油1合8勺を課徴:した。との両口監は往来も繁〈、番所口門計4ク所の夜中燈用

に小役油を以て充用したのであるO 宝!替6年に二重の運上となるというま担由から運上銀を免じたが、

同7年代官より 6年度の実績に照し小役lalの免除運上銀の復活により番所口門燈用分は油代を支給す

る方が得策であると申告した。しかるに勘定所よりは古住通りに運上銀・小役油の取立を命じ、小役

泊の燈用残分あれば入札払下げしめ♂

以上の外に銀銅山に宵接関係する諸問については別に述べるとととし、また物成にづいての掛りも

後段に譲るが、銀山附として竹同町陀入荷する穀物税があるO 古くは竹同町の上下の口留番所で取立

てたが、 5i:椋5年君子所を廃止し、竹同町にて穀物入役1ク年分以吹銀440匁を請負上納するととと

し、 ilE享 2年に 2 曽528匁となりた。

諸運上銀に対し登り掛とよんで、ア銀 1 貫に付 3 t&づっの附}JnH~ を取立てた。とれは六斎日の掛屋

の灰吹銀関賃件私里民俗語品2322需で、灰吹銀上納の節の引役人入費の補足、御運上蔵の
炭-・茶・蝋燭などの諸入用、口居の事罫慌た，!:'雑用に充当せられた。登り掛は物成の銀納分にも附加せら

れたが、享保16年、以上の諸入費の残りは従来代官の収入となったのを敬めて、村方に害11戻すととと

したという O 寛えA元年比物成銀車内分の登り掛を止め、物成関係では山由!I洞曜の買講米大立代銀にのみ

取立てるとととし、 3匁を5匁に増徹した。宝暦4年代官より申請して、本来登り掛は灰吹銀納K対

して附加せちれたものである由縁を述べて日月年より廃止を求め、 fιK致り控|、により弁用し仕入費の下

附を願って認許せちれアオミ、同8年より再び課徴した。

註 (1) 吹塵録 25 

(2) 校rfn但馬考制度第1、天保2歳白馬郡宇調村名附

(3) 延事2年丑6月 堀江滑次郎 {UHI生野銀山役人語人別申 i二候寄付(飯山F:30)

(4) 饗暦4年成7月 岩佐型r~蛾担'JH生野銀山取計方之儀ェ付伺苦(釘{ITIE23) 

(5) 究延2年巳7月 小野左太宍{日州生野銀附山役人鰍合米i戚井人i!c;xニ付伺市(銀証20)

(6) 明和4年6月 諸山吟味仕方骨:者〈銀秘)

(7)寛延2年日八月 小野左太夫但丹、|嬬川録銅山地役人出役伺書(銀証8) 

(8) 賀暦10年見廻役勤方覧(銀秘)

(9) 寛政3年1月 見廻役勤番(一番)

(1防寛政6年貨8月 稲垣藤四郎生野銀山附村々最寄替被仰付{民ニ付引附取計方伺審(銀証28)

(ゆ事保5年子12月 飯探孫次郎但チH生野銀山賀吹床載街理上銀取立之儲伺苦(銀証4) 
。司費暦3年四12月 岩佐郷賊但小1'1摺HH~良銅山諸樹躍上井小物成御運 E:類増忠之儀ニ付伺曹(銀証22)

仰事保20年b生野銀山諸運上--_..番)

事保20一天明7 銀山諸運上額

事保20 灰吹銀 50.548匁35

元文 1 57.130.044 

2 68.653.617 

3 90.706.547 

4 79.836.413 

5 86，870.185 

寛保 1 66.586.934 

2 47，616.115 
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3 51，CGC-627 

延事 1 42，934.815 諸口屋請負週土

2 54，582.68 外灰吹銀 14，971 

3 44，563.743 9，707.07 

4 41，683.775 11， 309.1 

寛延 1 56，102.575' 11，448.4 

2 58，298.787 13，717.2 

3 58，987.429 13，792.2 

4 70，654.277 13，828.926 

賓暦 2 59，343.465 6，916.45 

3 39，C06.213 12，303.534 

是ヨリ丁銀立ニuV:;1-- 是ヨリ役人取ftニf1'<.11--

4 97，224.462 内 15，146.34 

5 119，241. 869 18，427.466 

6 94，444.088 14，576.627 

7 97，678.364 14，009.967 

8 100，267.238 15，080.777 

9 107，787.059 1G，666.444 

10 86，353.591 15，534.908 

11 86，415.651 15，608.32 

12 92，973.84 16，788.132 

13 93，584.611 15，537.14 

明和 1 103，629.228 16，839.019 

2 106，700.036 15，627.283 

3 126，215.359 15，571. 267 

4 119，130.624 16，333.93 

5 103，G49.87 14，304.249 

6 97，693.848 13，038.951 

7 107，459.556 14，235.366 

8 102，917.752 13， u24.159 

9 107，303.745 13，C28.975 

安永 2 90，593.771 13，774.327 

3 81， 488. 635 12， 2C2. 487 

4 87，C53.426 13，408.C99 

5 85，441. 3 11， i'21. 152 

6 84，173.352 11， 728. 882 

7 88，392.273 12，033.002 

8 86，069.463 11，504.11 

9 81，628.514 11，114.319 

天日n1 73，888.186 11，C52.483 

2 69，868.847 10，031.028 

3 75，585.389 9，620.427 

4 88，019.537 10，055.338 

5 77，722.284 

6 74，422.376 • - 30ー



7 72，973.367 

。必費磨子4成年正月 生野諸口慶入役御運上官(銀税、)

費暦4 入役運上定

肴物 大綱 1枚ュ付 0.136忽 諸入役 鉄

7k 物

中鯛 // 0.067 煙車

小伽l // 

平日 グ

良型 1本

鰹節 10 

小f再 1 

椎子 // 

問1 1俵

東日申書 10刺

酒 1斗

害j由 グ

酪: 点'

0.054 

0.067 

0.2 

0.067 

0.107 

0.087 

0.067 

0.047 

0.734 

0.467 

0.374 

私板

木綿

柿木綿

晒

女帯

男持

小奉書

杉原

鍛冶炭

小豆

大変

味噌 // 0.244 哩沙' 0.244 

l駄 ニ付 1.321 

1斤 0.043 

1間i 0.144 

1反 0.227 

ぷ' 0.227 

// 0.334 

1筋 0.034 

グ 0.027 

1束 0.587 

グ 0.187 

]荷 0.06 

1斗 0.147 

グ 0.067 

// 0.067 

泊 // 1.47 薪 20貫目 0・013

的費暦7年正8月 淵藤新入郎但汁l生野銀山取斗計之儲ニ付伺書(銀証23)

間)延事2年正9月 堀江清次郎但川、|生野銀山附御運上之内正年b割増伺書銀証18)

(17) J:L政 12年中 9月 布施孫三郎但州生野銀山御子首賀請米渡方之儀ニ付伺書(銀証41)

(18/ 賢暦7年吐8月 務藤新八日f) 但川、l生野鉱山取斗計之儀ニ付伺苦(銀証23之内)

置永6年雨口嵐入高 470荷 小役油 846合 連上銀取立 1.240匁余(丁銀〉

繭口屋油 844.8合 (384日 1夜ニ付2.2合)

代 360匁 (同年油平均 l升ニ付4.277匁〉

差引 利他 880匁余

(19) 宝暦4年度の登り掛は次のj品りであるO

銀 20，70i1.余 内 530)込 山師酒屋寅精米

1，540匁余銀山懸米代井緒運上

宝暦5年より銀番給750匁を山師酒屋民請米にF付加して取立てたが、登り掛復興に当ってこれを免除した。

ー・ ノ山内・

珂ゴ --D!1 稼山の諸形態、と鉱業の工程

崎山・白札山

生野銀山・ J浴但州銀銅山内の仕拾間歩或は新規の見立山の稼ぎを希望する者あれば、銀山 J明延た

どは直入j支出張吟味し、その他は当該鉱山または最寄鉱山に交替詩の見廻役に出願して田畑及び近所

の稼山に支障たきや否やの吟味をうけるO 偶l1.i!ii上f哉はさらに検討を遂げて支障なきを認めた上に、願

書に奥書:掠印し役所~L.:f:是出するO かくて稼山を許可せられたものを断山という O 冗文 2 年の地役人の

害上に「当分帳商品記世相稼せ申候」とあるが、明和4年6月の「諸rlJ佐平成仕方覚書Jによると、正

一12月、 8ー翌年7月と各1ク年毎に切梓え、銀5匁を断山御JA上として車iゅうるとととたっている。

元文2年10月御運上蔵より断山稼ぎのもののIE明を命じ不稼ぎのもの出頭せざる者の山は帳面を消し

希望者に渡すことを達しており、同 5年5月にも奥山神に出頭を命じほぼ同様の趣意を達しているO
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とれによると元文頃には断山に明確な期限は未だたかったらし〈、後に 1ク年切替制となり稼継続を

希望する山主は切替出願したわけで、しからざるものは上げ山とたり、御運上蔵より廻状差出し新規

の希望者に交渡するようになうた。

白木[山は本来は白木[椋rl!のをうけた山の音であったが、断山の形態ができてからはとれと区別せら免キL ~../ V.，I 1"--............. "-" ，"e:z， 

れ、相当の稼ぎの規模乃至計画が予想せられた上で、許可せられた山であるO

明和4年の「諸山吟味仕方覚書」に

白木[相願{民義ハ末々出方可有之旨、山師見込有之イ民へハ蛍好日無之候テモ白札願出イ民ニ付信Jf!X=テ御

運上蔵立合、見分吟味仕リ差障リ無之候へハ、rJJ師願書ュ連印仕リ差上来リイ度

とあるO 従って白木[山は断山の如〈に 1ヶ年の切替を規定したい。卒保15年に従来白札山の切替はし

ばしばあったが、以後は3年切としているが、しかも白木[山には山主が代々請けたものが多い。

中島内蔵助代官の時白札を請けた山に対し、享保16'"'-18年実無鎚の間高に応じ冥カ日銀上納を命じ、

3ナ年経過後もそれを存続した。しかるに岡田湾兵衛代官と友り、享保16年以後の白木[山には冥カ日銀

た〈、また中島時代に冥カ日銀を納めた山も白札返上した山は、その後白札山とたっても免ぜられた。

元文3年に至って、との不公平を友くし白札山一統に究対1銀を命七た。宝暦14年の例では白札山49ク

所冥加銀999匁、内銀山内は28ク所其力日銀333匁とお:っているO

直入山

断山・白札山に老いて鎧:に切当ったとき山元よりの注進により、見廻役(後に直入役)が検分し

て、状況により御所務山ともたれその程度に及ばたい場合は、はじめは1ク月銀10匁ほどの直入選

上を命ずる。試鑓と称して日鎚高50荷につき 1荷の筈IJで口屋番所に取寄せ御問吹屋で吹いて銀垂の程

度により直上運上を手上げした。享保6年御問吹犀を廃止し、試鎚を買吹に入札払下げてその直段に

よって手上げするとととした。即ち落札直段により惣鎚数の銀高を推定し、 179匁までは手上げなく、

180匁より銀10匁を手上げし、 280匁の時は20匁を千上げしたという O また鎚の品位良くとも掘場数少

〈出鑓高も小量で試鎚をとる必要たければ、山況の大体より判断して10--60匁位の直入運上とすると

ともあうた。 1ク年程度直入山が続けば、断山としての5匁の問歩役銀を免じたが、直入運上の小額

の場合は必ずしもとの限りでなかった。

直入運曹との仕組法に宝暦5年頃かち荷分分一連上が採用せちれたととは大き左変革であった。断山

・白札山・直入山より口屋番所を通過した 1ナ月仔鑓高設を役所目出し、買吹が各自に買取った鑓

高を山えについて書づけて直入後に提出し、直入役が検分した際の問鎚高を基準に 1ナ月分間鑓高を

山々について推算し、この三つを突合わせて出鎚高を決定するO また買吹の買取直段を以て右の問鑓

高と併考し、通常「は出鑓を 3分し、その 1の鎚の10分の 1を運上としたo UJ況よき場合は、 2外して

その 1の10分の 1を取立てたときもある。

直入役検分に銀山内では、月に 2度、出リ、f'!の川ーと7月山、イ日州の日月経銅山たどは見廻役が毎月間張し

て 3 、 4 日:逗留して行われた。 r諸山口今~tiミ仕方覚書~J に「前々ハ山方模様=より見付御運上にて候へ

共J宝暦5年正月岩佐郷版代官の時に分一運上に改まったと記しているO

分一運上の仕組法の 1例として明和8年6月の太感の太右衛門山の場合を挙げるO

- 32-



812荷 1荷=1斗8升小吹1荷土6升

小只 2，436荷分

270荷7 出館高の3分の l

2，604匁 1荷に付 91，l.621 

この仕出(計算の基礎)

e月分w鑓高

~lU:分(刺と L、ろ〉

270荷7の代銀

111石 庶入役2度の検分、 1日平均3・7石 6月は30日

57.99 

269.5 

計438.49

146.16 合計鍵高を3分す

812荷 1有jに付 1斗8升

9え[621 民吹買収269石5 代銀14，405匁より計出

みい 1，

I百入役推定皆石

山師より書出皆石

G n [11頁t.rjz民取分

階'J:EI+I鍵高

146.16の荷数

1荷平均l自:段

御所務山、御所務山格(井〕

白木[山・ i再入山・断山で位筋よ〈内切所も増加し盛山の見込たてば、御所務山となり、問。留役人

が詰めて、 1ナ月比 2tLtl:H~連高書付を役所に提出するとととな、る。明和 4 年の「諸山吟味仕方覚書J

に、ifI入UJ・白木[山・断山の内、山況よければ直入役ら詰切って 1昼夜検分し、必要あれば5......10日

昼夜詰めて間鎚高を検討し、見込たてば御所務山或は御所務山格とするとあるO 定暦頃より筏ば伺「所

務山として相当期間存続した山は 2、3vr.過ぎず、御所務山格とたったものは少くない。

御所務山格放に御所務山指定の場合の手続を安永4年の久林山、天明 8年の若松鵡兵衛・久右衛門山

陀ついて見ょう O

久林宇兵衛山は3月頃よりL1J況よ〈、直入役らは7月25日-f!毎日の5ナ日間同鍵を検分しまた鋪内

を附したo 5 ナ日の採鉱長14石 9-"[ 、 1 日平均 2石 9 斗 8 チf'l~:jち附吋え 1 、 1 ク月 =0日として

出鎚高425荷7代銀3，808匁738M557とたるo ζのu峨;高司枇を引川勿如刻Ij拠j
所務山の例であて勺コた二つ分の法に従い、f惣惣出鎚高の2分の 1の山了主}恥:分について、以上は示されているO

令?記界尻』?下、帥鎚f認jう男免コ?が、計51荷084、代金艮仰匁似9となるo<<IH内の附:については掘場39
抗前あれ前年12月水抜も普請し樋引入用は不要であり、直入役らより「三十九挺前共鉱台丈夫品相

見井下之場所$-=r:-不時ニユ宜敷告白石モ!日来仕倹「につき山色1ll杭の見込も才〉り御所務山同様に四ィコ留役

人を付して然るべき意見を述べているO 現桧1繭兵衛・久右衛門山は7月よりG白石出方よろしし 8月

16-20 日 5 ク日問、手代並に銀山役人;hlfめて出鎚を検分し~I!J内を J吟~q.~ し、;}J:I\ :I-~b40挺余、日1鎚高 1 ク月

548荷と推定せちれ、 1荷にづき直段16匁 9分と計算せられ、代'(rより 「間歩・入口四つ留江銀山役人

相訪させ御所務山仰付可然存候Jと勘定所にお!った。

御所務山にま了ける公納の歩合は、山の状況により善があり、古〈はその平の高いものが多かて)売。

元文2年の地役人の書-上では「鈍の浅深による入費の多少、日蝕i旬、鎚I丹:段Jなどを考ぼした上で、

適当の分一運上を定めるとある。山神鎚は古来山主取前の50分の 1である。経卒・宝暦年間の実際を

御所務山の千珠・若林2山について見るに、四つ留役人として見恕!役2人がl塙日に交替で詰め、出鎚

は2分或は3分し、聞によりその 1を内切下財分とし、残りを版画に配載し銀場内の内切名前をつけ
Tニて

た楯に入れるのでとれが山主分である。内切下財の介は 1人目Ijvr.口堅番所通切手を発行し番所で改め

q
u
 



をうけ買吹に売るのであるO 山主分は1月に 2度定日に荷分を行うので、E![Jち関内の鎚を夙に入れ荷

数を積り雲?.24Jifb交10分の 1を公納とし、 50分の lを山神鎚とし、 1月に 2度百吹に入札
払下げた。荷分のとき御問吹屋伎と称、し問吹鎚を上中下にういて 2升づ‘勺取立てた。これを御問吹屋

で吹き公納鎚入札払下のとき買吹入本l直段と対照する資料とした。しかるに事保6年以来は問吹役が

廃止とたり問吹は行われず、単にj亙上として四つ留役人が荷分毎に取立て山主に預置き、役所で買吹

陀入札払下げるようになった。

荷分の際は当番見廻の外に、千代1人、御運と蔵役1人、1M入役1人、非番見廻役、鎚封印役、銀

番が出張し、荷数改めて封印し払下まで山主に預け手形をとった。宝暦4年以後は当番見廻役・非番

見廻役・銀封印役だけとした。荷分の歩合即ち公納の分ーは古くは7分の 1--25分の 1といわれた

が、千珠・若林では延享2年まで 12 I民に 1肌の割で公納したが、改めて 10肌に 1川をとィコた。宝

暦6年からはー率に 10分の lと定った。

御所務山格の明和8年6月の福寿山の運上仕組方を例示しよう O

石銀 36荷69 1日平均1荷223.30日分 6月分山三1:前

皆石 96荷69 1日平均3荷223.30日分 6月分山-i前

石銀代 886匁064 1荷に付平均24匁15

皆石代 335匁78 1荷に付平均3匁472

右の仕組法

直入役9月中に 7目、 23日の両度検分のとき内切稼の採掘拡を 2分し、一つ分を刻鎚とし有数を改

めて、 ζれを平均して 1日分の荷数を計り、 30日分の刻鎚高を求めた。

石銀 7日 1荷167 1荷に付 25匁3

23日 1荷278 25匁3

皆石 7日 3荷167 3匁6

25日 3荷278 3匁6

石銀代 24匁15 1荷につき 25匁3(内切直段)23匁(買吹il't段)平均

皆石代 3匁472 3匁6(r:fg切l直段)3Il.343 (日吹庇段〉平均

買吹直段は石銀は買吹が内切稼人より買入れた石銀75貫代銀 ~i45 匁より計回した。石銀 1 荷平均 5

貫主望日i芯ぬ，官24r53訂Tf;とし、 買臥入高印1日附5荷枇を以収て 3泌4必5匁枕をl除険し7た川川三刈刈4もい〕〆山υの吋〉
また皆石は頁吹の買入高31干石正5ぐ寸斗;ト'で1荷 1三斗斗ト舟8升入たる故1751荷i苛苦と庁な、りh、この 1荷代をj計計l'‘f什州!打問i日1するO

石銀 15荷代 362匁25 1荷に付平均 24匁15

皆石 175荷代 607匁6 平均 3匁472

以上の山主前と内切稼人分の代銀を平均して公納・山神銀はその 1矧2分となるO

石銀 624匁157 運上山神銀 56匁598

皆石 471匁654 計 131匁497

ζれに 1匁 503を見込銀として追加し、 133匁を公納したのであるO

直入山・御所務山の相違は、いうまでもなく稼山の良否の差に基くが、それに応じて公示内の強化が

あり、公納法及び統制手段に区別があるO 御所務山に主主いては四つ留役人が交替を以て昼夜詰切る。

掘場は内切所から多く構成せられるから、日々山主前と内切稼人前に分けられ、毎月 2 回諸役人}l~会
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の上山主前荷数に基き荷分が行われた。御所務山格でも四つ留役人が詰めるので、 ζの点が直入山と

重要な相違であるo lJl.Jう留役人の勤務により御所務山同様に昼夜穣業する。当時昼夜2時 (4時間)

毎に6交替とたってゐり、その内夜番が3度で直入山はとれが許されない。御所務山は山主前の出鎚

について一定の荷分による公納であるが、御所務山格11:.-I3'いては同様な荷分の率を基とし運上銀を以

でした。との場合I在入伎が毎月 2肢の検分による出鎚高より推算した 1ク月の身IJ鎚と、内切稼人より

の買吹買入高の報とを以て、!日鎚高を計X1tするO 当時御所務山では山主前と内切稼人分はご勺害Ijが

行われてむり、以上の御所務山;格の計算には「此所務山弁品申付、ーィコ分右稼人へ遣し残ーづ分刻鎚

とH目、山昨ji取分荷欣十1i改Jというまn<二つの原則を基本として行心れているO また 1荷直段を貿吹

内切の両面より導出し、山主前 1ク月の鎚イセ銀を計算して運上銀を定める。かように御所務0J格運上

銀には、多くの部分的事実より推算したもので、恐ちく実際には相当しないものが多かったと思われ

るが、その計算の基礎的方針は御所務山の公納法によって貫いているO 直入UIは試鎚によって手上を

行ィコたが、宝暦t誌かtコは御所帯ーrlJ格と同じ原則に立つii上法を採るようにたったo{，i;[l所務山格在るも

のが多〈指定せられるに王ったのもこの与をか九である。直入山では道上銀の基礎たるタiJ鎚が日鎚の 3

分の 1とな勺ているだ、け権〈なる。1lr入山に必いても多少の内切所があうたであろうが、内切稼が一

般に支配的であったとは思われない。実際に出鎚の 3分の 2が内切稼人分とされたわけではない。二

勺'i1fIJにすることが御所務山格にする所以であり、三つ雪rJ11:.しー勺を運上の基本とするととが直入山な

のである。しかし宵入山が10匁乃一五60匁の入逝上より、かような公布Jj訟に進んだととは公納の強化

であるととはよ託いない。

見石・焼石鎚温上

見石は四つ留役人より随時に役所に差lHし、御所務山(御所務山格〕の山況判断の資料とする。断

山・白杭UJ・直入rl1においてはず「討に切当て或は此が良好とな勺た|療に山主から提示するo 7， 12の

岡月に役所にま了いて買吹に入札払下げた。t¥:銀は役所入用に充用したが、事保16年頃より運上の中に

組入れた。延享21;f.tC払下、余りに下置のときは町役人附の下に精錬せしめ、銀は御運上)故に納め、

銅は大j耳目段で払-Fげた。

焼イJLEJ:土方解{Iで銀加の吹分のとき牒熔剤として使用した。焼石上J士、御運上「讃役・見担各 1人

焼 fi泌を検分して荷殺を改め封印して口居通りの千形を与え、 30荷に勺き 1荷の運上と50荷につき 1

相jの山神鎚を取立てた。五n~平 2 年以後は運上は20荷につき 1 荷lて改められた。焼石は役所に.:t;-いて買

吹に入本UL下げられた。

賀吹と精錬

xIJ~Ti (士すぺて貿吹が買入れ精鈍した。生野銀山では鎚(鉱石)を、砕石(然無)・石銀・空白石の 3

種にた日fjしている。 刊行は「銀にばかりなる fîJ とあり、自然銀乃微l:í~'，和j容の輝銀鉱であるO 石銀

は「鉛に戊り銀も少々ある 6J と:わり Jj鉛~ìJ~ を指すO 灼 l士一枚にお太子;をよぷが、生野ではと〈に「鋼

をとる了:一I:をいい、・斑銅鉱・蹴銅釦;類であるO

買吹と床の散は享保初年比40人・ 57挺、問 51年頃44人・ 67舵といわれるが、とれら床がすべて操業

したわけでな〈休床も多かった。元文2平77促、その後も増減があり、常肝はヒめの不況のときは3
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分の2は休床であィコたという O

後期に老いて広〈行われるに至った重要な吹方は鈎:石の精錬即ち銀銅吹分を合む「かたげ吹Jであ

るO 近世初期に沿いては、元錨大谷筋をはじめとして、比較的表層浅部の高品位の銀鉱を多量に掘り

鉱業の中心は専ら産銀に集中したのであるが、 17世紀中頃より産銀の減退に応七、産銅の途が開か

れ、銅に対する時代の要求の強化と、若林・千珠などを含む現在の千珠舗なEの採鉱の発展とが相1突

って飴石の採掘精錬が重要なものとなったのであるO

例えば後期の重要鉱山若林山で、明和5--7年の出鎚高は鈎石38，254荷で、平均1升について灰吹銀

5分、銅70匁と計算せられているO

かたげ吹は、かたけ=吹・なんぼ(南蛮)吹・灰吹の3工程を 1連とする吹方で、運上銀の塾準とな

る床1抵という場合に、との 3床を合せていう O 銀銅山覚書の「吹屋之次第」に「かたげ吹・なんぼ

吹・灰吹此3ナ所床ー挺前也Jと記し、また「生野銀山吹方入用Jvc:床1挺前の入用を内訳して以上

の 3床を含めているO かたげ吹の床は大床とよぶ。鈎石を砕いた粉鎚6斗 4、5升を 3田に分けて、

大床間i交2，3寸に炭火を入れた上に置き炭を入れつぎ鞭2挺で吹き、熔解をまち、吹大工は火を
除いて上層に出来る鋸を捨去るので、との工程を素吹というO 鍍性った熔解湯引の上に炭火を

かけ、上に「エヤシJを置き周囲に蓋を建て椴 1挺で吹きトプ鍍のを取除雪、 ハカ'シ即ち合銀の銅
こ 1ヒ

鉱湯舗を残すので、との-工程を真吹という O 素nには媒熔剤として焼石や真吹の鍍を加えるO 以

上の大床の工程がかたげ吹である。大床に;たいて合銀銅に石銀1貫目・留糟2貫目を加えて炭火の上に

置き、鞭1挺で吹いて「合カネJをつくり、とれを南蛮床にゐいて師、1挺で吹けば銀鉛ーに成り床前

の灰吹査に垂落ちて、銅は残るO 灰吹床は灰を以て鉢形の炉を造り、合銀鉛を吹立てるのである。鉛

は灰中に吸収せられ、銀分の灰上に残るを「カプリ」とよび銀湯色になるを合図にi慨を止め水打かけ

て冷却せしめ取上げ、とれを灰吹銀という O しかし、かたげ吹による灰吹銀は銅より絞ったもの、で、

往時に比して品位悪く、銀座よりは8歩 416の翠準が示されていて、さらに上銀に吹くととが行われ

た。 8歩 416は灰吹銀1貫目にづき慶長銀1，084匁16で引替えるととろより目ている。上銀吹立は4

升入ほどの鍋の中に炉を造り灰吹銀を小慨を以て吹〈のであるO 智糟は犬床で熔解し鉛としたので、

宙開糟14貫より鉛8，400匁を採ったとい坑

文政頃の床数覚によると、買吹22人で、床数は大床69、南蛮床28、灰吹床おとなりているO 以上の

外に「買吹名前無之大床・南蛮床・灰吹床持分」があり、大床10、南蛮床7、灰吹床7があるO これ

らは多くは元の買吹居宅に備置せちれており、買吹が借用しているものも数挺あるo22人の買吹の中

には山主の整担人、 rLr主の家検視枚、同時に山主でもある加苓の子弟であるととを明記したものも少

くない。宝暦11年に栄林本間歩の尚札を請けた善四郎、大谷新林間歩の白札を請けた作右衛門は、い

ずれも買吹であるO 延享~文政頃の 2種の記録によると、買吹は小野組・竹原野市1・奥組・口組・坂組

た ~'9 '"'-11の組をつくり、 Iflには当時の有力山主の大野万平の組もあっJJ;
近字以前は買吹が毎月六〕汗日に灰吹銀を御運上f誌に持参して両替した。延亭 2 年かちは御Jj~上蔵役

1人、見廻役2人が毎朝買吹屋を巡回し、当日吹立予定の鎚の升目を改めて登録し、夕刻l灰吹出来の

際に巡回して人別に灰吹銀高を登記し、六斎日の引替時比突合わせるとととした。その後に奥山神社境
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内に吹方御用取調所が設置せられて、見廻役3人が詰め吹床休床の分を帳商に仕組み、吹屋の灰吹銀・

銅・鉛・合かねなどを改め貫目を登記して翌日役所に注進し、また灰吹銀は貿吹人別に改めて役印を

以て封印し材、上銀吹立の六斎日18f去の5に引合わせて封切り渡すとととした。見廻役3人は新
町・奥銀谷町の買吹屋を担当し、~r]R.猪野々町は役所詰の内より問張した。寛延 2 年の書類には吹床見

廻4人となっているから、吹床改めが前述の仕組にえにつたのは、組事2年後間もない頃で、あったと見

える。

上銀は賀吹各自が御用取調所に持参し直入役1人が立会い品位を改め、低惑のものは吹直を命じ

た。買吹の内の掛番1人・上銀掛目改め直入役・見廻役見届の上で人別帳に登記し、翌日役所と御運

上蔵に提出するO 同時に買吹惣代は上銀をすべて御連上蔵に持参し、再び掛改の上で了銀に引替えら

れ、惣代より人別に警Ij与えたのである。

話 (1) 元文2巳年10月6目、元文5年申5月15日御運上連(古川氏蔵銀山大盛山記〉いずれも銀山内各町役人

に宛てているO

(2) 亭保15年戊5月 中島内蔵助連(銀山大峰山記).白札山番替の 1例

奉願白札之事

一、千珠山杉間歩銅開審大若間歩中鋪五ケ所共、正徳三巴年b白札頂戴仕相稼申候施、此度御曹替御白札被

下置候様奉願上(民、以上

費暦十四年申立月 山師友右衛門

御運上蔵i庄入役人中

右之術}白書吟味仕候脂弥相障義無御庖(民間被仰付可然奉存{段、以上

申?二円 直入役五人

術運上蔵 :五人

生野御役所

表曹之願山前々b相磁候場所相違無之ニ付、古例之通リ白札柑渡(度、所ハ本文有之也

申立月 (代官〉平岡彦兵衛印

(3) 元文2巴年地役人覚(銀覚)、生野銀山間歩直入街溜上取立様古来之棋(ーコヶ二番〉

他) 御所務山格井I宜入山諸山街瞳と仕組方(一番)

(5) 米8月 I在入役街1運上蔵役久林山御所務山格仰付度伺雷、天間8申年稲垣藤四郎・若松弥兵衛・久右

衛門御直務山伺寵(一番〉

(6) 挺は了ともかき、 1了間とは行地6尺をいち o高低の場合は 7尺となるoまた掘場を数ろる単位にも使用

しずこo

(7) 延事2年丑9月 堀江滑次郎生野銀山他山等取〆り方被仰度(使節存寄伺曹(銀証17)

(8) 但州播州金銀山由来井金銀鉛吹方仕法曹(銀覚〉

(9) 日智部忠承明治26年御桝局生野鉱山地質説明書

(瑚生野銀山銀鉛銅吹方(銀秘)

(n) 床数覚(一番〉、子11月 銀山惣山之字井同内外ケ所寄付(木村まつえ氏離)によると貿吹25人9組合とな

っている。

第三節 稼山及と入。銀銅鉛生産の状況

稼山の獄う兄

銀山刷、録所収の白木[山、銀山方留番所収の御所務山、白本[山、銀山井他山盛山記、生野銀山太盛年

代記及び銀山証文などによって、自札山・御所務山(格)及び直入山の概況を表示しよう O ただ幕末
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の稼山については未だ充分検索し得たかった。

表E 白札山、御所務山、直入山概況

大谷筋

千珠山

手珠山杉間歩・銅間
・大若間歩中舗

千珠水抜

小日向山

小日向間歩・ 71<山間
歩・竹原野大切開歩

若林山

黒銀山留林間歩

掘切開歩

今林間歩

緑青山

白 キし 御所務山(格) 直 入

正徳3→ 享保却，4→ @延享3，12-4

5 0友右衛門
正徳3→ @万平

(21)・万平 明和4→

0延宝6，7→ ・正徳2ー享保6

(30)0友右衛門
・元文4→(30)・万平

延宝7→ 繰甥 宝永2.12→元文3ー寛保1串宰右衛門

貞享2→iiむ組長響 寛政4-6

享保5→(21)0幸右衛門 天明4，5-7，12

(15)0勘兵衛
享保9→(15)・万平

・寛延3→ 明和1，8-3，4 明和3，4→*西村宗十郎

蔵久野大A
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Y} 
廻風

山

山

巴

丸

辰

大

得受山

双宜山

新林間歩

奥乙伏五人山・煙出
京屋間歩・土丸71<抜

乙伏山水抜

亀寿山

光山

岩銀山

双葉山

玄泉山

鈴祥山

九右衛門山

絵鳥山

天岩山

登尾口黒出

福天王山

宝寿山

珠盛山

生林山

一ノ:谷間歩井水抜

(12)0閏助
宝暦4→(12).浩司四郎ち

(15)0問助O宝暦6→

門

衛

衛
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暦

暦
宝

宝

。宝暦2→(15)0外山師
.宝暦11→(15)骨万平

貞享4→(間続華街門 O寛文10ー貞享3(乙伏山〕

・享保5-9

延享1，6-1，8 延事1.10→

明和2→*米屋平之助

明和8→申大坂慶藤四郎

明和8→*竹田屋忠太郎

明和8→*美作

享和1→*弥兵衛文化4→万平

安永8→*はりまや九右衛門

安永8→*吉井屋佐七郎

安永8→*西村宗十郎

・安永8→(15)万平

.(20) -寛政8，ト9E議 寛政12，12，2→

安永8→*五助

文化1→*喜兵次

文化1→*嘉四日11

亭保11→(20)0勘兵衛
(20)働、清次郎ら
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自ロ筋

井鰹跡谷山向耳本地間歩問歩7.Kl直し 事保7→(却)・O徳勘兵之助衛

升形山 天和3→(15)・O徳勘之兵助衛 室屑1，1，12-5，1，4 ホ勘兵衛

剣形7.K抜風廻 天明4，壬5ー寛政5，10

三原古問歩 事保9→((2加0〉)働O徳甜J之兵衛助

切抜谷補寿山 -明和8→(却事〉才徳之ノ木助大助 寛政8-9

今若山 明和8→ 申武七

万寿山 文化1→ 林右備門

竹原野筋

歩両園・梅山吉間歩間歩・林間 亭保9→((2却0)〉働O徳断之兵助衛

奥谷幸喜間歩 冗文1→(15)0外山師
主暦6→ O伊勢腫普助

奥谷谷川水抜・九郎三三郎五徳5→(16)0次兵衛
仕捨古間歩・煙出代間歩 (16)働事右衛門

島千保山 文化 l→申かめや万蔵

奥谷古問歩又市山 事保8-+(1必番号衛

保林山 元文5，3，21→寧藤吉 元文5，4ー寛保3ホ藤吉衛門

栄林本間歩小通煙出 事保~11→ O外山師

相沢町小野口御番所}・輩暦11→(15)0替助
止 20問下にで大水抜~ -~~'.L'-~(î5).善次郎
大蔵山石淵風廻し水i 元三郎
抜・同下大水抜 J 

石淵上fi司歩 宝暦5→*国安

豊珠山 寛政11→ホ竹問屋久右衛門

本来寺之上鶴林 元文机ト寛保1，7;滑助
〈天竜間歩)

石淵鶴林山

本来寺上鷺林

膏軍筋

和盛山間歩並煙出水抜宝暦3，10→(品駐車ら

(12)0大原
盛志保問歩井谷口水抜宝暦2→(12)・喜左郎

ほうその木皆石山

所々之分

糠谷本間歩

薬師谷本間歩井
下2ケ所水抜

宝瞬5→*越知村勘兵衛ら

0友右衛門
元文5→ .万平:

(11')0友右衛門
フ巳牒10→(15)・万平

元文5，3，21ー寛保3，8....藤吉

元文元5，9-寛保1，7.滑助

久林本間歩 ・附 田和問，14安永山一議鵠安永山晦→

新町川向涌林山井
鯉出7.k抜

主主購4→(15)0元右衛門
(15)殴ご郎

栄久間歩井煙出水抜 主主暦6→(12)OIi襲次郎

元文2→(15)0幸右衛門
若松山 天明7→(30)・串右衛門

元文3，8-5，6，21・帯右衛門
天明8，8ー寛政5，10申弥兵衛・久布衛門-・さ与右衛門
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内山茨谷天徳山

内山茨谷鰯谷

太盛山

寛政2→ *嘉十郎

寛政2→ *銭屋喜七

文化3→(20).丹波屋太右衛門 文政2，11，-4，8. 弘イヒ1，11→
牢

久盛山 文化4→本次三郎ら

O 銀山秘録 ・銀山方留費 a 明和6 銀山井他山盛山記 事太盛山年代記

銀山秘録所収白キL山の記録は、宝暦14年3月白木L書替に当って、当年現在の白木[山を記したもの

で、白木L山49ナ所、間歩役銀冥カ日銀999匁で、その内銀山内の白木L山28j伊所冥カ日銀333匁と怠ってい

るO その他に「是ハ白札山=テハ無之年々上納スjとあるものに、黒出し揖高問、留山史ii費者
10匁が銀山内にある。白木Lをうけた年代は、宝暦14年当時の山主、或はその先代がうけた年月につい

て記したものと思われ、例えば升形山天和3年より勘兵衛という如くであるO 但しその中間に山主が

代ったものと考えられる山がたいでもない。冥カ日銀は宝)替当時の額について記したものであろう。

銀山方留書所収の白札山の記録は、銀山内34ク所冥カ日銀503匁とたっているが、とれは寛政以後恐ち

く文政年間の記録であろう。宝暦14年の白札山は大部分との中に含まれ冥力日銀高も一致しているO 山

主はかたり代っているが、重要なものについては、友右衛門一万平は大野氏、勘兵衛一徳之助は菊鹿

という如く世襲せられている。

木村氏蔵の子11月見廻役の記した「銀山惣山之字井囲内外ナ所書付」と題する記録は、直入山8ク

所直入運上120匁、白木L山22ク所冥力日銀29号匁とたっているO 冥力日銀高を諸山について見るに、宋暦14

年のそれといずれも相違してゐり、内容によって推定するに延享元年のものでないかと思われるO

産銀高

一二二番により享保元一天明 8年の、一番銀山方留書により文化6一天保13年の、 巨宮部博士の

御料局生野銀山地質説明書により天保14一安政J斗の、石JrI日記により文久3年の灰吹銀上納高を表
示しようO とれは生野の産銀高に当るわけである。

表W 事保 1一文久3 生野灰吹銀上納高

享保1 408，308匁9 17 410，000 寛延1 390，000 明和1 463，856.567 

2 371，530.5 18 480，340 2 415，000 2 527，314.2 

3 180.000 19 580，000 3 405，000 3 500，021.8 

4 333，242.7 20 550，000 宝暦1 474，307.439 4 691，384・7

5 426，169.4 元文1 638，691.9 2 428，829.778 5 533，333.334 

6 476，984.054 2 310，000 3 422，705.9 6 454，908.866 

7 482，684.93 3 400，000 4 538，497.4 7 500，000 

8 442，579.25 4 510，000 5 644，213.733 8 553，333.333 

9 488，000 d 四 600，000 6 820，000 耐 安永1 586，666.667 

10 380，000 寛保1 500，000 7 530，000 2 512，000 

11 590，841.51 2 360，000 8 534，000 。円 430，000 

12 597，690 3 410，000 9 603，000 4 443，000 

13 502，273.5 延享1 380，000 10 523，000 5 460，000 

14 471，695.361 2 330，000 11 475，000 6 486，292 

15 470，000 3 430，000 12 490，000 7 430，000 

16 460，000 4 370，000 13 425，000 8 413，000 
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安永9 404，000 文化12 670，000 天保1 502，000 弘化3 212，000 
.静

天明1 367，500 13 640，000 2 432，000 4 302，000 

2 365，000 14 610，000 3 320，000 嘉永l 303，000 

3 368，756 文政1 660，000 4 400，000 2 309，000 

4 465，000 2 580，000 5 323，000 3 308，000 

5 435，350 3 570，000 6 350，000 4 380，000 

6 363，740 4 430，000 7 340，000 5 302，000 

7 430，000 5 450，000 8 300，000 6 435，000 

8 434，500 6 375，000 10 250，000 安政1 450，000 

文化6 415，000 7 360，000 11 237，000 2 3:)2，000 

7 505，000 8 380，000 12 242，000 3 217，000 

8 675，000 9 313，000 13 207，000 4 214，000 

9 710，000 10 345，000 14 222，000 文久3 114，000 

10 650，000 11 270，000 弘化1 166，000 

11 600，000 12 326，000 2 202，000 

寛政元一文化5年20ク年の年々上納高の記録を見るととを得たい。文化4年の代官の{司書比、灰吹銀

出高近来平均凡そ 1ク年300貫余で、文化2年上納高は282貫としているO 一番に文化7一文政2年

10ク年の生野・阿瀬えにどの荒灰吹銀出来高を記し、前10少年即ち寛政12一文化6年の出来高との増減

を言己している。

荒灰吹銀

内生野

阿瀬

大野倉

7，307，270匁1

7，172，177. 8 

135，092. 3 

547. 3 

前10ヶ年に比し 2，727，109匁増

2，730，025 増

2，368.8減

表wの文化7一文政2年の灰吹銀上納高は計6300貫であって、荒灰吹銀高に上として 872貫余少な
い。 ζれは上納銀が荒灰吹銀をさらに精錬した灰吹銀(上銀)である結果と考得ょうO また寛政12一

文化6年の生野荒灰吹銀高は4，442，152匁4分であれよ銀では1害IJ2分余の吹減を想定すれば、約

3，900貫とたろう。また一番に延事元一文政2年76ク年分の灰吹銀高を35，577，825:匁951としている。

延事1一天明8 45ク年 21，249，511匁717

文化6一文政2 11ク年 6，715，000匁

寛政1一文化5 20ク年 7，613，314匁234

明治30年代に木村松三郎氏の編纂したと推定せられる生野町地理歴史(稿本〉民生野山灰吹銀出来

高調査として記すものは、 ζれらの資料に基いた計算であろうO

天和3-宝永3 24ヶ年 14，906，126匁02

宝永4一事保17 26ヶ年 13，107，072.787 

事保18ー宝暦8 26ヶ年 12，496，586.15 

宝暦9一天明4 26ヶ年 12，473，370.177 

天朗5一文化7 26ヶ年 10，162，590 

文化8一天保7 26ヶ年 12，387，000 

天保8ーお攻4 21ヶ年 5，900，000 

後期にゐける軍要注御所務山としては、若林山・千珠山・乙伏水抜などがあり、末期には太盛山が
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著われた。

若林山は宝永2年御所務山となり、公納鎚代銀高について、諸山年暦覚(一番所収)に次の如く記

しているO

軍永2一天保3 129ヶ年 会納鍵代銀 3，030，941匁962(金50，515両余〉

宝永2一女政2 115ヶ年 2，603，545匁665(金43，392両余

代銀2，603，545匁余は公納鎚97，740荷667の代銀であり、日蝕高717，747荷932に対する公納分に当

る。 ζの出鐸高は山主分であり、 2つ割とすれば、惣出鎚高は1，435， 495荷862と友るO 従って 1ゴヶ年

平均出漣高は12，483荷ほどとなる。享和元年4月の若林山山主勘兵衛の口上書によると

明和5 日鑓 12.624荷

6 

7 

12，840 

12，890 

38，354 (内 19，177荷内切稼人に渡す分〉三
日

平均 1ヶ年出鑓 12.785荷

灰吹銀 134.240匁余

銅 134.342斤余

とたっており、 ζれは鈎石1升につき平均灰吹銀5分・銅80匁として計四されているO 若林山盛山の

節は生野銀山の灰吹銀高500--700賞、銅40--50万斤に達したといわれるが、前述の明和年度にぜついて

も若林山の灰吹銀並に銅の産高は、銀山惣高の25-30パ{セントを占めているO

千珠山は享保20年より御所務山と左り、諸山年暦覚に、享保20一文政3年 (86ク年)の日鎚高なe

について

日鎚高 292，703荷12

内会納分 34，338荷106 代銀 1， 315，600匁44(金21，926両2分余)

とあるO との出鎚高も山主分であるから、惣出鎚高はその2倍と計算せちれ、 1ク年平均6，809荷と

たるO 千珠山の荷数は若林山に比して平均高は殆んど半分であるが、 1荷の買吹払下代銀は平均26匁

6介に比し38匁3分弱とたるかち銀銅の含有量は良か勺たものと思われるO 明和5年の覚書によれ

ば、その頃の若林・千珠2山の日鎚高(山主分)と公納鎚代銀を吹の如〈記しているO

若林山

出鑓高 1ヶ月 凡 549荷程(1日に凡19荷) 1ヶ年 6.590荷

運上鍵払代銀 (山神鎚を含まず) 18，848匁04(1荷平均28匁601内)

千珠山

出鑓高 1ヶ月 凡 346荷程(1自に凡12荷) 1ヶ年 4.150荷

運と鑓払代銀 (山神鍵を含ま子) 26，200匁6(1荷平均51匁086内)

若林山の出鑓高が、前述明和5年度のそれを幾分上廻っているのは、前者が実際の出鍵高であれ

とれは年度内にかかれた見積であるが故であるO

本期中に短期間の御所務山及び御所務山格と友った山は相当多いが、諸山年鑑暦に次の諸山につい

て公納代銀を記しているO

小日向山 公納代銀 285.600匁

乙伏水抜 142，800 

正徳2ー享保6(10ヶ年〉

事保5-9 ( 5ヶ年)
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大丸山 61，440 宝府7-11 (4ヶ年)

千珠7.K抜 11，980 明和4，5-4，12(8ヶ月)

との中で千珠水抜は、皆石鍵を切出し出鈍多かったが、永続の見込はなく、御所務山格とした。叶

形山は宝暦元-4年御所務山となり、との聞の公納代銀は8，762匁759(金146両永96文〕であった。

末期に著われたものに太盛山がある。文化7の閉館高4，494荷(山主分〉、公納・山神539荷28、代

銀 5，611匁であった。翌8年11月22日一12月16日の出鎚高363荷(山主分)、公納・山神鑓43荷55、代銀

593匁94となっている。また大鞄太郎兵衛山は、文政10一天保3年 (6少年)民、閉館高15，398荷余

(Ll1主仔〕、会納・山神鎚代銀45，626匁46であった。

灰吹銀引替上納

六斎日に買吹が灰吹銀を御運上蔵に持参両替し、毎月初日千代立会で掛屋をして常是掛500匁包に

包装せしめ入目 2匁を加えしめて御運上蔵印を依し立会封印保管した。引替丁銀は地役人が大坂御金

蔵より請取.:i.>くのであるO 五徳以来1貫について入目 2匁とたり、両替のとき2匁日分をとり 2分は

500匁包演の際欠一立分の預備とした。上納は年3度見廻役2人宰領を以て、正徳4年以後は京都銀直

に納めた。その後に年代は日月かでないが大城銀座納に改められている。

正徳6一平保7年、;事保新銀に対し目玉皆で灰吹銀1貫に新銀1買を与えたが、事保8年8歩 416入

となり、新銀84匁16を地給し、正徳6年以来の7ナ年分の入高は一度に交付した。但馬灰吹銀の品位

ははじめから銀収に沿いて一定のものを要求しており、事保以後8歩 416の銀位とよび銀南より手本

銀を与えた。との銀位に対して劣れる分に対しては足銀を力il徴した。例えば正徳3-5年の足灰吹銀

は17，094匁569で、 内15，305匁余は買吹30人の引替分で、 :6，122匁余は主主保2-5年に取立て、
3，673匁余は30人rf::r逃亡したもの18人あり残り12人について、平保6-15年に立って排納せしめるとと

とし16年に五って漸く上納し、 5，509匁余は賢:目した。また 1，789匁余は買吹7人分で丁銀取立て新銀

894匁余となり358匁ほどは事保2-11年比納め、残り 536匁余は4人まで逃亡し3人で弁納する乙と

となり、宝!百年閉まで歴代の代官が取立を引継いだ。

灰吹銀品位の改めと足銀追徴の方法は、日月和6年3月の伐の例に見るととが出来るO

但馬灰吹銀引替高 150，000匁 平均 7 /~ぇ43入

内 25，000 8歩5入

89，000 7歩5入

35，500 6歩5入

位合足)だ吹銀 し479……150，000X(8歩416ー7歩43)

151， 479匁を以て定位 (8歩416)の灰吹銀150貫とするのである。

灰吹銀の抜売えに左を防止するため、延事2年から御運上蔵役1入、見組役2人が毎朝賀吹方に廻り

当日吹立鑓の升目を己主め登記し、夕方買吹 1人別の出来銀闘を記し引替日に契合わすとととなったと

とは前に述べたが、宝暦4年からは両替のとき掛屋1人の掛改であったのを貿吹2、3人宛当番で掛

改めさせることとし千代に立会わしめたので、これも脇売を恐れたためである。

灰l央銀引替は

元文1，11 文字銀 0.33416入
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宝暦3，11

文政5

// 

// 

0.5}、
O ・7入

と改正せられた。寛政2年大坂銀座で灰吹銀改方の改正があり、包改の費用を新に買吹より取立てる

とととし、 1ク年120--130匁を要した。また足灰吹銀も多額となり、寛政以前は1ナ年3，100--3， 200 

匁程度であったものが、 8貫目位となり、文化2年には上納280貫に対し、足灰吹銀11，859匁685(了

銀17，789匁〕に達した。その頃銀銅ともに産額減少し、鉱石の品位も悪く、文化元年5月には寅吹山

師惣代が江戸勘定所に出頭し、 12割入引替と銅買上増価を願出で、また翌年代官よりも 8割5分入と
(8) 

銅買上増価を申請したが、引替の増入については全く却下せられたのであるO

錦鉛の生産

一二二番により寛保元一天明4年の銅鉛並に白目の出来高を表記しよう O

表V 寛保1一天明4生野銅鉛白目出来高

銅(貫) 鉛ぐ買) 白目(貫〉 銅(貰) 鉛(貫〉 白目(貫)

寛保1 53，284.8 宝暦13 72，174.1 687.9 

2 55，033.8 明和 1 80，998.4 1， 297.7 

3 68，115.2 2 74，352.1 1， 854.3 

延享1 56.304 3 94，615.4 1，329.6 

2 64.922 12，299 4 70，724.8 1.486 

3 57，160.8 8，036 5 69，287.3 660.8 

4 42，320.69 8，519 6 70.749.4 1，592.8 

寛延1 49，119.2 19，166 7 84，989.3 1，298.9 

2 47，498 12，677 8 72，832.7 448 

3 45，077.2 9，415 安永1 81，082.4 1.241 

宝暦1 51，244.8 4，592 2 81，618.3 2，225 197.3 

2 40，886.7 2，336.58 3 66，591.1 1，062.5 

3 33，115.1 5，200.8 4 77，146 1，776 

4 59，737.8 9，041.4 5 59.375.7 1，503 

5 72.292.8 2，376.4 6 59，996.7 1，335.2 

6 60，911.8 1， 662.6 7 61，070.6 4，878 136 

7 68，754 1，121.8 8 58，357.4 4，424.4 108.8 

8 76，700.4 2，483.4 9 55，423.9 3，438.2 27.2 

9 87，826.8 4，490.4 天明 1 56，172.8 6，062.8 

10 77，112.7 4，477 2 44，622.9 6，924.5 

11 70，332.9 3，037.6 3 44，812.7 11， 439. 8 13.6 

12 67，211.4 2，844.7 4 57，760.1 13，201.4 142.6 

一番の寛政元一文政元年30ク年出来高によれば

銅 676，543.9貫鉛 889，990.3貫白目 29，927.1貫

とあり、生野領の合計産高と見られるO また文化7一文政2年、 10ナ年出来高によれば

長岡 136，268.5貫 (851.678斤125)

内 135，275.1 (845，469. 375) 生野

914.8 ( 5，711. 5 ) 朗延

78.6 491. 25 ) 富士野
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錯 247， 040 ・ 4貫 ~1，354， 388斤025)

内 233，431・9 (1.278.122・05) 生野

13，608・5 (76，265・75) 阿瀬

白日 18，077・8貰 ( 112.986・25) 

内 17.686・8 (110，542・5 ) 生時

391・ ( 2.443. 75 ) 明処

とあり、また前10づい年(寛政12一文化6年)の出来高との増減を記しているから、前10少年の高を計

出すれば次の如くなる。

銅 199.705・3貫

内 196.996・3 (1，231，2部斤875)

2，611.7 

97.3 

鉛 369.075.7貫

内 353，936・5 (2.212，103斤125)

14，845.2 

295 

白目 12，114.3貫

内 10，943

野

延

倉

生

明

畑

生野

阿瀬

大野倉

生野

1，171.3 明延

文政2年分出来高を文化7一文政2年，10ナ年平均高として計算すれば、寛政元一11年の出来高は銅

360，540貫69(2， 253， 379斤31)鉛310，781貫48(1， 942， 384斤25)と友り、との内生野の平均1ナ年出

来高は凡そ銅20万斤・鉛17万斤ほどとたるであろう O

産銅高は宝暦5年頃より増加し、安永5年頃より幾分減少しているが、主主暦6一安永4年20ナ年の

平均年産高は、 470，628斤半に遺している。寛政元一11年には20万斤程、寛政12一文化6年10ク年に

は123，122斤6875、文化7一文政2年10少年比は85，167斤825と次第に激減した。とれに対し鉛の産高

は天明以前は概して少いが、寛政以後文化・文政にかけて撤増した。

文化9年9月の代官の願書に、‘近年出銅僅小たるととを述べ、若林山盛山の折には銀山の灰吹銀

500--700貫、銅40--50万斤あったが、当時は出銅7万斤に過ぎ、危いとい勺ている。若林山に主主いて明

和5-7年、 3ク年の出鑓高1ナ年平均12，785荷、 1荷2斗 1升、 1升につき平均灰吹銀5分・銅80

匁、灰吹銀134，240匁余、銅134，242斤余といわれた。同 3ナ年の生野出来銅平均年高470，887斤半に対

し、約30パーセントを占めていた。

錦鉛の運上口銀と;軍出

錦鉛10貫に対する運上口銀は次の如くである。

元雄16(匁) 事保5

銅運上 2.42 事rr~良 1.21 

銅口銀 1.9 0.95 

鉛運上 1.815 

元文 2 延事3 宝暦3

丁銀 1，835 生野

3.38 

0.95 

3.63 

但播州

銅山 銅運上 1.3 

露関口銀 1 

j沿道ーと

0.65 

0.5 

1.3 

0.5 

1.69 

0.5 

1.19 

1.69 

0.5 

3.38 
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享保5年新銀で半減取立となり、元文2年より他山室rqは混と2倍ーとな勺た。乙れは生野銅は銀絞り

であるに対して、他山銅はそうで友く直段よきためである。是正平2年に銀山附諸運上の中明年より増歩

を伺出でた中に、生野銅は鑓にあって分一運上などを納め取立二重となるに対し、他山主p~はしからざる

故を以て 3割増となれまた生野鉛も鉛直段よく留糟より正鉛に吹分け売出す ζ とになって10害Ij増と

なうた。他山銅は1年土くれて10害IJ増とたっているO 以上はすべて丁銀取立であるが灰吹銀員数に換

算し組入勘定せられ、宝暦4年より勘定も了銀立となった。

元文2年の代官の伺書によれば、生野銅は銅主より出高を書勺け掛屋で改めた上で、樹、屋奥印し寄

付を役所に送り、役所より役所押切印と銅1丸毎に大印とよぶ通切手1枚を交付し、口留番所を通る

とととなっているO 銅 1丸は6，800匁、天明頃は掛屋の掛改賃1丸につき銀4毘、との頃は掛屋奥印

し書付を御運上蔵に差出し、同所で員数を記帳、さらに見廻役所に廻送、同所で貫目丸数を津間帳に

記入し、丸数だけの切手を認め役所に差出して押切印形を求めた上で、銅主に交付するようになうて

v、るO

元文頃は銅運上は 1ク年分を掛屋方で取立一度に上納したが、延享年聞には掛屋が毎日の出高を帳

記して毎月御運上蔵役人に交渡し、運上は翌月1毎日切に取立公納した。他山銅は 1ク年分請負運上で

極月に上納した。

享保6年の諸国銅山御用銅害IJ賦額の明延銅山285千斤とあるは、主として生野銅であることは疑う

までもない。御用銅割賦制は同年末廃止し、元文3年4月幕府は銀座加役として銅座を大坂内両替町

にゐき銅吹屋・銅問屋など銅方一切の商人を支配して、荒銅・絞銅・問吹銅・合銅・細工向吹銅など

銅一切の売買を掌らしめた。即ち諸国出銅はすべて大坂に輸送して銅座に売渡さしめ、長崎廻銅と地

売銅の割合は出銅高に応じて定めることとした。それとともに寛保元年鉛細工人以外の鉛購入を禁

じ、翌2年銅吹屋の鉛一手買入を命じ、大坂廻着の荒鉛は銅吹屋入札法を以てすべて買入れ、御用銅

吹立用分を除いて残りを鉛商人に売渡さしめた。しかも荒銅出高は計画の如くならず、寛保2年10月唐

蘭方商売半減を令し、唐船銅150万斤、蘭船60万斤と定めた。貿易定額減少の結果は銅の一千買上、銅

吹屋の鉛一手寅入も無用とたり、延享元年5月令して、以来は銅座はその入用の荒銅額を買取り、残

りは銅問屋より希望の向に売渡すべしとし、づいで御用銅吹立用の鉛の外は荷主勝手に商人に売渡す

べしとした。

元文3年12月生野で銅直段増給の強訴があれ翌年10月その仕置が行われたが、獄門2、死罪2、

追放7、遠島1、戸〆 3、過料184の多人数に及び、その内に新町1m卒佐治右衛門遠島をはじめ加卒

の過料14人を含んでいるO またこの強訴に反対したと息われる者で褒賞せられたものは、銀10枚宛日

銀谷町加奉2人、鳥目 1貫文宛口銀谷町組頭61人、 10貫月行事14人及び船橋や九右衛門、 100貫丈口

銀谷町人中 320軒に達している O

元文4 年正月勘定奉行より山師買吹と銅~に銅直段につき熟談すべきを命じた。これは銅庖買上と

なり買上直銅100斤につき銀170匁の公定は当時の物価高に対し「銀掘者勿論樋写旧雇之類渡世難成、

山稼仕賞品合不申Jしばしば山師買吹より増直を訴え、代官より進言した結琴であうたoとれらの事情

が元文3年の強訴を生んだわけである。山師買吹惣代が田坂熟談して、生野は他銅山と相違し少分の銀
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も銅を絞るので杉、吹入用銀として鈎100斤に勺き銀30匁宛柏ー償する ζ ととし、代官より経伝し売。

銅咳廃止後長崎会所は大坂に長崎御用銅会所を建て御定高銅器JZ?を秋田・盛岡・別子・立111
・柏木・吉岡・生町・多田などから買調えたが、宝暦4年かちは秋田 165盛岡 73万別子立川ち万)i Ir -'UJ.. "-，， Ji'" JJ 'J J ..l.L.." I rr 

を以て克当した。明和2年再び銅庖を立て長崎銅会所を以てそれに育て長崎・勘定両本行の玄関己とし

た。銅宮は諸国の出鋼を一手に取引き長崎御用銅の廻送の外、地売銅の克下を行い、問屋・仲買・吹

屋たど銅方関係の一切を支配した。銅廻着毎に問箆及び廻船のものより銅慢に届出て、銅座より人を

遺り問屋・船宿立会の上、廻銅の品位斤査を検査せしめ、即時山冗宛に代銀を支払い、問屋・船頭の仮請

取書をとり、後に山元の請取証文と引替えしめ、問麗口銭2分即ち荒銅代銀100匁につき2匁とし

た。吹屋で銅吹立のときは銅座より 1---2名宛吹毘方を巡視し、地売銅山克口銭2分EiJち地売銅代銀

200匁にJっき2匁の口銭を以て吹毘仲買に引波した。

銅座成立の時より吹銅売渡直段を 100斤につき銀223匁と定め、銅ほA]}Zび吹区，.仲間から買取らしめ

たが、吹屋仲間が御定;直段以上に売渡す弊があったから、寛政9年5月銅仲間を施し吹毘の銅売渡を

停止して銅座一子で売下を行うとととした。銅座の払下高は払下fi:l/i;詩人の申込総高に不足し、各自の

申込高に以分し克渡さんとしたが、それは申込高を必要以上に増大させることとなりた。それ故従来

銅鹿並に吹堅イ~~IFJìから毎月定式の見入をなしたものに対し優先的に処置し、然らざる者に対しては種

々制肢を加えた。文政2年仕法を改め、 1年苑下高90万斤を3回に分ちづifj 者に入札せしめ、一手入

札の資力なきもの、或は入札しても落札しなか勺たものは落札者にづきHI対で買請けることとした。

銅座設立に拘わらず¥姐着銅高は依然として減少し、明和元年御用銅高は.245万斤秋田100万斤、別予
I 75Jj斤、阿部70万)I~ 

寛政6年185万斤恕!官会53P50とな勺たo宝暦4年以来の買上直段は

秋 田 100斤にづき 156匁52

盛岡

別 ~f- rr. 川

139. 48 

139. 48 

であったのを、秋田銅は事和2年1ωj干にづき手当銀10匁、文化10年息子当銀15匁、盛岡鋼J土寛改6

年手当銀12匁、文化2年増手当銀18匁、 5JUT‘立川銅は日月和5年手当銀12匁、文化元年増子当銀8匁を

給した。文化8年には諸山一統に 100斤につき50匁の手当銀を給し、また一方に銅l長掛札直段を改め

吹銅以下それぞれ100斤につき銀50匁の助成を与え、吹銅は300匁、間吹銅は278匁などとした。

その他諸般に五り山元・吹屋;仲間に奨励を加えたので、数年の聞に山方出銅増加し、地売も豊富とな

り、吹銅・荒銅ともに 100斤につき30匁の直下を行った。

吹銅払下直段は鍋底設立以来100斤につき銀223先Lと定められたが、寛政9年から時の相場による

とととした。文政2年入札により 1年払下高90万斤とした ζ とは前述したが、吹銅直段はしだいに騰

貴した。姐着高は天保11年676，601斤余、同12年489，808斤余と減少し、払下直段は12年100斤につき

387匁 12の落札であった。町中売買直段は益々高直となり、幕末には1回の入札高5.-'15万斤の小額に

減じた。

明和2年鈎座開設以後の生野銅の貿ーと直段は次の如くである。

必
叫
&



明和3

安永3

寛政3

文化5，5

文化8，2

文化14，3

文政1，11

銅100斤につき

買上直段(匁)

148 

154 

155 (155.48) 

172.52 

219.5 

172.5 

142.5 

段直下
お

士見

2

350 

300 

270 

240 

文政2年8月従来銅忠月々定直段を以て銅仲間株持に定式売下の'と ζろ、とれを止めて 1ク年90万

斤を3度に30万斤宛、株の有無によらず入本[によるとととし、落本[直段は246匁 3分とし、また従来

諸山田銅廻着した、い代銀を渡されたが、以後 1ナ年3Jitに30万斤宛売払代銀の割合を以て渡すととと

した。

文化3年生野の山師買吹は灰吹銀引替丁銀の増加を求めるとともに、吹銅の払下をうけ払下直段と

大坂町中売買直段との差による利益を生産費に還元して、炭その他物資・吹大工らの賃銀並に坑道の深

イヒによる料費増加たJ:'に対処せんとした。即ち従来銅100斤に勺き買上直段155d;L余、売下直段 223

匁であり、 5月山師買吹より 5匁増228匁売下を勘定所に出版し、翌文化4年さらに代官所に12匁増

240匁充下左求める願書を提出した。当時大坂地売直段は5ク年平均凡そ 320匁ほどであづたから、

80匁の余葉nがあり犬坂表売担1:の諸雑用2分通と見積り16匁を差引いた54匁が手取となる。従勺て生野

銅買上直段を銀4分増したと同結果になり、 G白石1升銅100匁含有の鎚を頁吹が 1よなに買取るを 1匁

4介に買取るととを得.て、生産費j国大のため休山となイ二7士山も復活の希望を持っととを得て、 1ク年

産銅凡そ 5万斤増加を期待出来るとした。代官よりこの趣旨を勘定所に経li1'Jしたが、採用せられなか

勺1::0

鉛はX:D:平元年銅吹置の一千買入を解き、御用銅吹立に要する鉛の外は荷主勝手次第に商人に売渡す

ととを許した。文化9年に至り諸国の荒鉛を銅座一千iJl請とし、新規の鉛山の分はすべて鈎fu'Iに直送

せしめ、従来犬坂問屋に廻送した分は著船の上問屋より ~lr~康に売上げるとととした。生虫fでは寛政以

後文化にかけて産鉛高成増して、運上銀高も銅のそれをはるかに凌駕した。

寛政1一一文政1 (30ヶ年)

ま同 676，543.9(貰) 運上銀 181， 534. 358(匁〕

ZF、は， 889，990.3 407，615.566 

白日 29，927.1 8，274.834 

銀銅産額が停滞または減少する傾向であづたに対し、産鉛は重要な地位を占めるようになり、文化

9 年以前の{、I1対勝手売の時代は、鉛荷物引当に銀子の前fif も可能であ勺た。銅~一手足ととなづて他

直段に比して下直で、享和3一文化9年10ク年平均売直段に比し 1ク年83，700匁(金1，390両余)の損

銀でがうたという O しかし鉛荷引当前借の途も型二がれたが、文化11年8月諸鉛山の鉛出方多き故を以

てその処置法取調の期間生野鉛の大坂廻送を止め津冒とした。文化10年の買上鉛代銀は 1ナ月平均

37，400匁令(金620両余)に達したが、津留のため入銀の途も絶え、全山の死命tに乙も古

打撃をケ与A 支え.1たう O よって代ri~~に出願して、急速に津留を解!徐せられるか、出鉛を代w所にf:内め目上直段
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を以て拝借銀を許し質上代銀支払のとき返納するか、ま汗J!x、説明間l人j限りの勝手売を容認せられる

か、その何れかを許されない以上は、山6，0∞余人の内渇命陀及ぶもの多きととを訴え、問時に智、

代が出府して翌日;閉すべきととを申立てた。代官も事情を認めて党化11年 9月勘定所に経伺し、出鉛を

代官所に納めしめ従来の直段に 3合i]51の代金良を貸渡すとととし、代銀左大)授銅Eおより請取らしめた。

諸国産鉛高増加により買上直段下認を見一蹴して 3割引の積りとしたのであ三;

宙開・鉛・門目ともに飾磨より首H~路大坂に運ばれたが、文政年聞に銅・鉛 100 斤についての諸経費(匁)

は次の如くであっt~o

0.892 銅100斤入目代 7.36 御混と口銀

4.48 御迎上口奴 0.286 乱

0.57 代、 1丸に付 0・25 0.229 出1:アJfV問議I股

0・093 捌民間枚、 1丸に付 0・04 5.25fi より で駄賃運賃7.K上口銭

0.424 師、U[より ~tIJ1I-j: 'et!'IH迫賃 1丸に付 0.28 0.17 r~J 銭

0.022 栽JjJ制兵佑訓:J?tl丸に付 0.01 0.57 l丸に付 0.25

0.235 森垣間日時')Y( 1丸に付 0・1 0.6 大山より代民下 i)駄賃

0.235 ftf!j万河'[liJ尽蔵蚊1丸に付 0.1 4.5 大成より代娘一1"-.1:'て守60日の前銀

4.94 森坦より大坂まで駄賃A賃7.K上口銭 18.971 合計

0.57 大坂より代銀下り駄賃

13・001 合計

産金

銀山の鉱石rflに金を合有したものも多かったと想像せられるが、銀銅の情鎌と併せて金の析出を行

った事実は文献上認められない。しかし銀分の多い金鉱の採掘は時tとあっrょうである。寛文8年6月
お畑の久太夫山に銀の良鉱を間したが、との山の下方に目立}<~f金山がれ t) 作 irlH-の畏左衛門なるものが

金を掘づたといえているo しかしその金は銀分の多い白金で4iibjT111、11V?:であり、浸水のため
寛永年中にはtJ:tf?でちれたという O なまy生珂'領で金山として会nられたのは、 111瀬金山である。 III瀬は

うt文 3 年休山となり、生腎 4 年比付の山師出願し、少分の 11\令 ~ít'l'Oリし17 7;，和金 1 匁 J .L円."、〆ジ J 鉱17匁替」ん

めた。同 6年3月山吹金fド1方20分の 1の慌を、代室長をL:J、て {C広庁:てることとし7三o との年より 4

ク年ほど相当の出金があうたが、両持した金は11 月頃~f.i ¥:が向i取会のとき携帯して江戸御

金)故に上納し、金{立は金属の改めをうけた。金山の内切稼へとの歩分は、仔況のときは、内切と山主

が4分-6分或は5分-5分で、不況のときは7分-3分であったという。

註 (1) 日智部博士の報告書には、古録も君主照せられており、とくに幕末の文献令号[ffJしたことは確実である

が、今ぞの所在を確め得ないものがあるo

(2) 文化4年卯8月 布施孫古01; {!剤、!'IØ~Jl!日J}(吹銀御吹と広増;井出制岡山明吹者江民請願之儀伺脅〈鎖証

43) 

(3) なお幕末の)兵吹銀上納高について、太田氏の探集した「街銀殺りの先制uと石川点太(!r'氏蔵石川日記によ
って見るに次の通りである o ( )はJftl~~I*吹銀高

安政4，7 75，000匁 (3，500匁)

12 75，000 (3，500 ) 

5. 3 25，000 (3，000 ) 

文久1，11 70，000 
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2，12 175，000 

3，53 36，000 (2，000) 

8 50，000 

12 28，000 

鹿Jぷ1，8 40，000余

2， 4 31，000余

8 18，000余

上納は大体3、8、12の諸月に年3度に行われるo以上の内文久3年分は確実に算定せられ、安政4年分は

210買であったから、 3月上納は60貫であったことが措定せられる O

(4) 文化9年申 9月 恩田駅八郎但州生野銀山之内壁谷山若林山水抜稼方御手当銀申年限ニ付回J稼方年延願

出相率し候趣伺書(銀謹48)

(5) 寛政5年丑6月 稲垣藤四郎但州生野銀山氏吹引替置銀不足ニ付追請取之分御入用立ブi伺吉(訳読3) 

(6) 事保18年丑7月 岡田庄太夫但州、l生野銀Ilfl反吹銀位劣足銀;成立残之分寄損伺出(銀謹26)

(7) 明和6年丑3月16日 銀座年寄 Jf(吹銀於銀座位改仕謀者付之lcf't(一番)

(8) 文化4年卯8月 布施孫三郎 生野銀山出灰吹銀御吹と[;'f.Ti持[:出銅同所員吹共江民請願之儀伺者(銀讃

43) 

(9) 延亭2年丑9月 掘江沿次郎但州、|生野銀山之内丑年k割増伺古(銀謹18)

延亭3年寅9月 小野左太夫但州他山鉛御運上伺書(銀謹31)

側未4月 小林孫四郎但升l生野銀山山師買吹銅直段銅座江熱波仕[民儀申上{民書付(銀三官9) 

(同銅座初り之事(一番)

仰文化4年卯 8月 布施孫三日!; 但j十|生野銀山出灰吹銀御吹j二TI't増井出銅同所賀吹共江民請願之儀伺苦(銀

讃43)

的文化11年成9月 恩旧新八郎但リ、日生町?出鉛貰捌方之儀に付伺書(銀詮45)

。心 中瀬金山年々金出高(一番)但、江戸凶fl3は11月頃であるから、大休10月までの分を持参し、 11ー翠年10

月の金高を次年度の分とするC

宝暦 4 山吹金 70.1匁 主暦 12 G36 

5 628.2 13 251. 5 

6 1，787.3 明和 1 247.95 

7 1，239.3 2 531.1 

8 1，291. 5 3 400.6 

9 1，414.4 計 9，784.15 

10 667.8 重良 16，633.455 (17双替〉

11 788.4 

的明和4年亥6月 平岡彦兵衛覧(銀党)

第四節 稼山経営及び;、労働の実際

稼山の経営及び労働の実際を、との時代の代表的の御所務山若林山と、幕府が生野を回生する大計画

として実施せしめたーノ谷、保盛山・蟹谷山・若林山たど一連の大7k抜普請の実際について検討しよ

う。

若林山

若林山盛山期の明和はじめ頃に、主要た掘場は大別して多聴の内、外3ク所ほと、あったが、それぞれ

の最深部の四つ留口廊下よりの高低差、距離並に揚水排水施設としての槌数は次の程度に達してい
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アごo

多聴之内本樋35挺枝柚18挺lE下り 245尺 (40間 5 尺〕四つ留よりの問~í';

薄身之内本樋110挺枝樋20挺 lE下り880尺 (146間4尺)-770尺の拐、か{凡i勺間より450九n
中山向之内本槌61挺正下り427尺四つ留より970間

大山向之内本櫨43挺問勺留より652間余

本樋は多少は長短の義はあるが、大体1丈5寸内法3寸2分4方、突本度3)ミ2寸の木製ポン〉

で、 3尺5寸引の勾配を以て装置し、正下り 7尺とたる。枝樋は竹製のポンプ@で、あるO 樋を継立てる

には毎挺請舟を措置き謂舟に揚水を注ぎ、次の樋にて諦舟の水を揚げて逐次に繰揚げるのであるO 当

時稼行の中心とえにっていたのは、薄身之内であって、多聴之内は巴に浸水のためには仕衿てられてい

た。

閉例年11月薄身八挺の万年所・春台所から出水して、翌年2月よりは烈し〈た勺た布十八挺

は薄身之内の坪に当る掘場の区域で、春吉・万年所はその坪内の内切稼乃掘場t::iJち所であり、薄身之

内でも最深奥部に近い位置にあ勺た。明和4年2月の山主勘兵衛の願書によると、万年所の位置は、

四つ留より廊下郎聞を距る薄身之内問挺下込んで跡向牒錯私附ほどのととろといい、多

聴の口は四つ留より17-8間廊下の先でその最奥部は35挺下込み、山向車主に60問ほどの長さで傾斜

(走)しているから、万年所はその70挺ほど下方に当り多聴の滞水が浅薄ちたのでたいかと述べてい

る。

そとで山主より樋引人夫80人位を近付より徴集するととを願うた。即ち勘兵衛抱の80人、;専身相引

60人と合せて 220人を以て樋引せんとした。 ζの内薄身樋引は従来薄身之内で樋引に従った人夫、勘

兵衛抱は他の勘兵衛の穣山たどで働いていた樋引であらう。人夫は森垣村に対して、庁:屋・年寄・筆

頭より病人に至るまで軒別に割当てられ、 4組計90人を割付け、 2月23日-3月2日10ナ日に40人が

詰めた。手当銀は40人中に24人が1人につき4匁、 16人が同t-< 4匁5分であ勺売。樋引賃銀は1人

1日につき 2--3匁であったから、徴集人夫の手当は極めて安直である。しかも手当銀計168匁の内

山主よりの支出は68匁、残り 100匁は付足し銀とし、 100匁=5，7∞支の内3，550一定は村家別寄銭

1軒別ので不足分は山主が取替というとととし£
門役40丈

4月5日遂に樋引を休むとととし、八挺より上方の九挺七番まで樋数66挺を引くとととした。朝夕

に4，0ω ブチ引いたというo 1 ij I!!Pち1フチは約5升、 1時品時に630フチで31石6斗というのが

当時の計算であった。その後に薄身之内の稼行成らず、中山向之内、十八荷・廿l凡1荷・六挺之内などの掘

場を掘った。

明和8年頃には薄身の水勢弱くなり，jL挺二十番より八挺卜二番まで樋数17挺を立て、翌安永元年4

月に1，000両の資金を以て八挺十二番の樋引に取りか Lり10月までに廿九番の樋に玉勺た。との資金は

銀山内の身元相応の者よりの出資銀20貫余と山主の調達したものである。10月下旬には万年・春台所を

除いて、先年来浸水していた所、 8 、 9 挺ずこの挺は所をを稼ぐととが出井~tc.n 12月下旬万年所に接し
数える車位、 '''''0 

た大五郎所及び盛久所より出水し、翌年正月頃は昼夜15，∞0フチ宛計3万フチを毎日排水したが、や
がて九挺七番まで浸水した。盛久所は「子大工品テ相稼Jとあるが、とれは内切渡でえにくて勘兵衛抱
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の大工で直蛍した担.i誌であるQ 九挺七番の「上ハ通りJ ちそれより!高位にはよき場所もなく、まt:

翌年春頃は樋休44挺11F2TT訪?捉、分の経費を以て他にうfj:請を試みたが成功し的りた。明和後
期より安永年間に玉ィコて右林山の銀銅出高が激減したのは、このようた将に伴ィコ売。
11'ちのTニに

ーノ谷水抜普請

寛政4年より向う10少年、公金3万両の利子1，200両を毎年給与し、 「生野山i人]惣!全日立ニHl成」ー

ノ谷水抜昔話に若手したととは銀山復興の大計査ともいうべきものである。 ζれは寛政2年暮から翌

年E月にかけて御勘定役笹川i室内郎らの巡見の際に有力な山 r:iji11 名より!日制した結果であ勺て、王j~ 1-t

3万両谷の宇名を残す場所ーより;坑を穿てコて、古来の大ーしたおliの集r:l::rする所謂入;谷筋合喰の山々の下

方に切行き、との方面の中枢的大排水坑たらしめんとしたもので、これをーノ谷日山i:NU安た水抜とよ

んでいるo !lJ師iに給与せられた金額は、寛政4-10年6ク年分7，200岡、代官が大坂御金政より請取

り銀に引替えて、制，034匁ムZF均仰とたれ山町iに交渡した介は395，03的 184で、支給停虫の
指令があって残銀は生野連上蔵に保管し?と。ーノ谷山師のいうととろによれば、中止の現在の工程

は、大水抜問う留より約2ω聞東南に向うて掘り、 ζ とで東!じより西南に走る突切結自に当り、突

切に沿い束!ヒにI司い50間程切延しているという O たゐ詳しく{士寛政4年7月8日-lWq三9月5日の工

程は

ノ東南16間余(鈎拐なく堅石〉

ーノ緋"1っ回宍型塑乞矧二→西i吟間 (鈎紡あり〕

¥東南71間 (錨筋散り堅石〉

東北50illJ

外に風廻のため古鍋新規哲J立とも 3ケ所計700間余、内463出17!了鋪普請

とたっているo :f!J子金給与が ~F_11:せちれ、ーノ谷山師かも吏めて御貸元銀500貫に対する利子銀60貫

を年々給与されんととを願勺た。

500，000匁

内 38，999・816 寛政10年までの給与の残銀

288，000 寛政10・7ー享和2・6 3万両の利子4ヶ年分

173，000 新規の拝借貸附之金

その担出として、突切に沿い来!ヒの方向に大谷筋大一:まで切行けば、 ト通りーノ谷大水抜の大谷筋
-"'-........ 廊下並より

の合壁の山々の水抜となれまた途中下滝間歩あって風廻とたるO ζの工程約200問、その先は東南

に向えば宮林山・馬伴山・升形山・飛越の錨先・若林山となり、突切に沿い進み、それより地筋を追

うて東南は登/屯谷筋・双宜山谷・乙伏谷、四北は:}A¥切山・箆間歩・今盛山となり、とれらは古米銀山

の中核部をなすものであるとするのであるO しかもこの願意は幕府の聴くととろとたらたかつだ;

ーノ谷水抜普請と風廻の目的で新規見立山 2ク所の昔話の計査とその見積経費を、普請開始の前に

提出した明細書があり、 ζれにようて工事の規模及び資材・労働力・下財ちの賃銀などを知るととが

できるo (去VD

保藍:山普請

ーノ:谷大水抜の継続工事に対する銀500貫を元金とし日下付利子鋲毎年90貫下附の闘志:は、寛政12{j
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6月代官より経H司した。事和2年 9月比五り、附定所は保盛山様方が銀銅の相当責:産出の見込ありと

する光年の願書を採用し、波方差留中の4ナ年介手当金4，800両及び残銀38，900匁(金649両余)の

2口合計 5，449同余の利子銀35，300匁余を給与するとととし、兼ねてーノ谷水抜普請にも出情せし

めるとととした。即ち右の元金を事和2年より向う10ク年間貸附け、 1ナ年利子1智IJ2分の内10分の

1を貸附取扱諸経費として代官の手許に取り、残りを山師に交渡したのである。か〈て事和3年8月

より保盛山稼行に着手し、文化元年10月一2年正月鮪石を採掘したが、 川並より凡そ樋数26挺即ち

182尺下底に切下り出水甚しし昼夜樋引人足200余官庁がかかれ代官より不足の分は近付の

賃人夫を搬用した。けれども出費大き〈文化2年正月様方を中止したようである。文化元午10月から

97ナ日の問地高は2，054荷余代銀24，861匁17で、 1，281匁09の運上銀を納めている。その後も随時比

普請が行われたと見えて、事和3一文化13年民、銀127，656匁を請取うた計算にたっている。亭和3年

8月一文化元年12月の保盛山稼の諸経費内訳は表団の如くであるO

雇大?に・手子の者対は狂人数を示すととになるO 麗大工の場合に月によって 1日比11番より33番平

均とた勺ているo 1昼夜6番交替1番2人掛りとすれば、 12人積り (12番〕となるが、銀切などの工

事を合めて問時に2、3ナ所で作業が行われていたから30余番(1昼夜30余人積り〕にえにる時もあ勺

た。短大ての賃銀は1日大体2匁4分であるが、山留・定:番・定使は連常は月給であるが、原入解雇の

月は日告:)で計算せられた。明日雇は銀場躍敷の地ならし、 7](門寛伏せ・四勺留結び・樋引屈の使歩き

れ聞い、賃銀は1日に2匁が普通であったo 日躍はから山rz舎まを取捨てるに使用し請負仕
事であうた。とくに注官せられるのは、文化元年8月6日かちiifl水強〈友り、排水費が巨額を占めた

ととであるO 樋引貨をはじめ本槌・竹樋などの直接入用が48貰に達し、また山留・定番・定faが増員

或は新胃せられ、終替が増大したのは、として排水作業のためで、との中身の経費の大半はその

ためで2.1'')ちた。{J1ミ峰山鯨き、、が休止せざるを得なかったのも当然である。

~J1切貨の内には、切広賃・釦作り賃を合めて表示した。銀切は保持山内の盛 -J117銀・枠下り・三

蛇下わなどにゐいて、会uを切出すために 1丈-4、5尺を詰所に切入。tc工事で、文化元年10月頃よ

り知行をお:.;V;.11 した。釦イïF り賃 302 匁 4~子は、 11月・ 12月の舶の荷巡り費でる。切広貨の rfr には樋康

のための切広請もある。

表VIの 1 ーノ谷人つJ寸友 1ヶ年諸経費積り

ド財長賃 17，203Y12 !人1日に付2匁 6，144人

子子属賃 14，745.6 // 1.2 12，288人

山iYi!福賃 !j， i'GO // 3 1， 920人

F即時小定番麗質 2，340 1人1月に付60 3人

銀培Jィ、使htI質 1，989 // 51 3人

駒内;1，翌1ft代 5，250.816 1有に付 430 12112112 

ノ 736 l本に付 1.15 G40本

r1j 72 1丁に付 4.5 16丁

25. (j グ 1.6 JG 

*ヅノ、 11.2 グ 2.8 A 

トワヅノL 11.2 // 5.6 つ
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山 斧 21 グ 7 3 

マプハチ 21 // 3.5 G 

ゲユ/ノウ 27 // 13.5 2 

ノミ先焼直賃 3，686.4 1日直分 9.6 2，457，600本分

ノミ減代足賃 7，065.6 // 18.4 

話鉄J主直賃 975 1月直分 75 

夙 230.4 1枚に付 0.12 1，920投

丸ダツ 403.2 // 0.35 1，152 

ニ1:. フ事 195.84 1箇に付 0.17 1，152 

f壇 90 1買に付 0.45 200貫

炭 384 10貫に付 2.5 1， 536 

薪 537.6 // 0.7 7，680 

燈 1由 330.24 1石に付 430 7斗68

計 62，111. 896 

7.K抜は延長900問、竪6尺[L賀2尺、大工1昼夜8番とし、 1替 2人宛、 1昼夜の行地1尺、 1ヶ年間月とも 384

日で64間を切る計算である O

O 下財は大工をいい、 1昼夜8番、 1番2人宛とし384日で延ι144人となる

O 子子は 1昼夜32人分とするO

O 山出は 1昼夜5人分とすろO

O 銀場小室は7.K抜四つ留日銀場元小屋で、 1昼夜3人宛詰め定使は定番の下役で主コ九つ

O ノミ先焼置は毎日:行われ、 640本に積られるo

O 諸鉄具は銀、鎚、ホツハ、ゲユ/ノウ、斧、マプハチである O

o炭・薪・燈油は銀場小屋町であるO

表VIの2 新見立山付)1ナ年諸経費積り

下財匝賃 4，300匁8 1人1日に付 2.8 

手子 グ 3，686.4 // 1.2 

山留 // 3，456 // 3 

銀場小屋定番賃 780 1人1月に付 60

敷内燈泊代 1，486.08 1有に付 4~0 

マゴ、ハチ 10.5 1本に付 心，ヘ"【J 

ケシノウ 13.5 // 13.5 

ノミ先腕(百貨 921.6 1月[度分 2.4 

ノミ減足賃 1，766.4 // 4.6 

鉄JL山賃 208 1月白:分 16 

q入 115.2 1枚に付 0.12 

丸タツ 201.6 1に付 0.35 

二乙 フ 97.92 // 0.17 

F思 45 1買に付 0.45 

炭 代 96 10買に付 2.5 

薪 代 134.4 // 0.7 

計 17，553 

表VIの3 新見立山(ロ)1ナ年諸経費積り

下財雇賃 4，300匁8 1人1日に付 2.8 
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1，536人

3，072人

1，152人

3人

3有4G6

3木

1 

61，440木

960投

576 

576 

100貫

384 

1，920 

1， 536人



手子 // 1，843.2 // 1.2 1，536人

敷内燈泊代 1.188.864 1石に付 430 2石7648

ノ 、、 184 1*に付 1.5 160本

鋲 6.4 l丁に付 1.6 4丁

山 鎚 18 // 4.5 4 

ホツノ、 5.6 dグ 2.8 2 

トウヅ勺L 5.6 // 5.6 1 

マプハチ 10.5 // 3.5 3 

ケ y ノウ 13.5 // 13.5 1 

ノミ先焼直賃 921.6 1日I在分 2.4 61，440本

ノミi威足賃 3.532.8 // 9.2 

鉄具直質 208 1月直分 16 

。ス、 115.2 1枚に付 0.12 960枚

丸タッ 201.6 1個に付 0.35 576 

ニ1:. フ 97.92 // 0.17 576 

f器 45 100貫

計 12，698.584 

新見立山付)は忠三郎山より80間下方、大水抜四つ留より約130間鉱先きにあり、大水抜1番の風廻を兼帯する

目的で、盛5尺横2尺の坑を切った。

新見立山(ロ)は率三郎山より90間下方、大水抜四つ留より約270間鉱先きにあり、大水抜2番の風廻を兼有事する

目的で臨S尺横2尺の坑を切った。

O 下財は 1昼夜4番で l番 1人掛り延人数であるo

O 干子は 1昼夜4番付)は 1番 2人掛り加)は 1番 1人掛りである。

表団 保盛山稼入用品訳

事和3.8一一3.12 文化1.1一一1.12

麗大工 4，983匁2 2，116番 1番に2匁4-2.33 15.569.6 6，543番 2.4 

手 子 2.879.4 3，767番 1番に0・75ー 0・78 10，810.5 13.710番 0.78一一0.8

明日 H五 146 73人投1人投に2 322.87 2 

日 雇 128 94 

山 留 450 4ヶ月半 1ヶ月it二100 2，777 .42 1月月一72月月(15人人〉8)月(4人)100-108 
9 )q-12FJC 

定 番 405 8月(2人)，9月-12月(4人)1ヶ月に25-40

定 イ史 334.31 8月(2人)，9月時12月(3-4人)1ヶ月に25

払1 木 2，528.8 1，3991苛 1荷に1.8 1，420.5 790荷半 1荷に1・8

板 (6分) 244 61間 1聞に4
2.591.37 

木 材 34.1 

柄(山鎚・斧) 4.45 18本 36.96 

トウズル 16.8 3了 1了に5.6 30.6 5了 1丁に6.12

オt ヅノ、 32 8本 グ 4
61.7 17 

大ホツハ 15.6 3 グ 5.2

ゲシノウ 20.8 2 // 10.4 

ノ 、、. 169 14束 1京に12 1.062 88束5把 1束に12

1尺ノミ 47.6 15本 22.4 8本

2尺ノミ 67.9 13 
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斧

小斧

山鎚

小鎚

鋲

4寸釘

3 寸

足 2 す

並 2 寸

ぬか ~J

その他釘

直し賃

焼賃

縄

玖

タヅ

.::r..フ

1由

炭

薪

さざえから

土

家大工

/銀場屋敷
1その他普請
銀場賄入用

筆墨車t~

綿・木綿

小入用

銀切入用

髄引賃など

樋竹

百jハタ

ツグテ皮

樋釘

樋引会所家賃

36 

46.9 

18 

28 

75.2 

7.2 

1.2 

30.86 

28.62 

84 

30.7 

182，25 

9 

1，800.2 

121.75 

7.5 

1.5 

144.6 

115.17 

1，598.35 

39.45 

148.07 

419 

計 16，673.27

6了 1本に 6

9本 // 5.2 

10せん lせんに1.8

7把 1把に 4

47 // 1.6 

6 // 1.2 

拘束 1東に 1，42

285枚

292代

60代

3石9 1升に4.42-4.75

22荷半 1荷に5・4

5駄

1，446貰 1貫に0.1

蟹谷山稼・若林山水抜普請

75.1 

6.5 

71.1 

22.5 

50 

10.36 

180.4 

316.4 

73.6 

192.65 

51 

100.3 

241.23 

709.65 

308.44 

40.03 

8，019.08 

752.81 

974.4 

1，585.5 

1，500 

257.09 

116.6 

1，502.61 

4，490.16 

45，514.13 

549.13 

47.6 

438.9 

375.51 

142 

104，322.08 

13T 

2 

11 

18 

33せん

l抱6連

44把9連

194把

66把

389把9連

310東3把

5，468枚

1，046代

242代

17石53

106荷

9，896貫半

528人役半

8月6日-12月

樋49了分

8月より3軒分

1人役 3

保盛山稼が浸水のため文化2年正月休山となり、出願の上同年4月蟹谷山稼に切替えて水抜並より

樋30~余 ~l~íまい場所の濁水を揚げて鋪普請に従った。翌 3 年正月水勢強くて普請を中止し、 71<.並よ
尺余

りと方を稼行、また附近の新見立山を試みた。

文化5年 3月より御手当銀を以て、升形より以前に切づた7K抜を切延し、若林山花抜いてその排水

をはかり、さらに鋪筋を追うて蟹谷山に切渡しとの方面の水抜ともする普請を計重した。若林山排水
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のため升形口よりの水抜工事は、安永9年生野7タ町身元よきものより銀30買を出資せしめ、その貸

付利銀1害1]3分の内6分在助成に当てて 4月より試みられた。しかるに竪石にて 1ク月 3)ミ位しか切

られず¥天明2年9月さらに近郷より 127Ptを出資せしめ、貸付利銀の内6分7，620匁を以て助成し、 3ク

所より切進める計書を立て勘定所の椛{司を得た。 1!i1ち切立7Jd友引寸引立は鉱石のより凡そ61問ほE先1Iill場，t:v、ろ

に鍋湿りがあり、そとに風倒坑があるのを;J'(1:1:[ ，1ft: K 40間;但下り込み、水技の方にifU鎚、若林山の方に向

鎚を切立て、合せて 3ナ所で 1ヶ月 ν凡J)抵地を以て切抜〈というのであえ

か〈てーノ谷LUmfiは若林山主的]兵衛と談合し代官より陪伺してその工事にか Lり文イ1::9年までに59
間余を切延した。さI~ 日寺山誌では'1'，.">';""'- 222間5J<の内、従来の工事が左右の入出iを除いて行地74問

3尺あったという O しかし依然として邸刊で1了間行rrhô 尺1:~-1 )~~l噴 2 パの切立に、足夜20ナ日を要
をいう

して、多少の排水費を合めて銀800!!J.令を費した，:ある。また風砲のため明況をtJ、て送風したが、往

々火燈不能のとともあり、風組牝を似る必哲を認めて、文化 8 年 4 月に升形の|勾冗語、元錨のßrl~中普請

に清子した O 五番冗鍋l士夫日月4年頃に十11~~lのfH荷があり、御所務山となったこともあって、升形水

抜引立より45i間令隔てていて26庇ほど制下げていたというから、多分天日月2年比三十五!;し鍋通りj賞、廻

を抱込んで亡当づたものであ九う O それをさらに掘下げて水抜と同水準とし、四鎚で切るという前

年の31・1Rを再び民mした。 9年 2JJには冗番?と鋭1の持活，=pに鈎石を切lL¥したが、問水あり秋唄には樋
引人足毎[:112人で排水している。 8年 6月下旬水枕行地引立より水出て水明のため点火できず、背打

221i??tしてドロn成仰はiI回れたり九 rJJImi J)児込ではとの水(印刷i内の州jであづた
薄身別[.f1 J'I，米視点けたやの水が毎日 1-2 寸減水したから、 100間合を I\~えてているがそれが浸透しき
rJ台ノk./) :五三 Cめワパ

たのであらうというO しかるにた化 9年は平和3年以来10少年の御手当銀の満期にる。よって御手

当銀10ク年延長の計二flJを代官J:り経uilし、五評元錦との合は文化11年の見込であり、同所より若林

山大控除目当のには凡そ 52問令でそれより 3 ク年で文:~:-WJ渡のちをりなるを隙し、また若林山より蟹谷
]ノ[(r:

Ulには凡そ 300間で錨筋をぃ、川り 4~ケ年では"k抜切立は不能であるが、 4 ク年の御手当銀並に道

中見込の鈎石の利益を以て完遂可能の見込であると述べたo1:11ち文化10年より 5ナ年問、5，449両余を

元金とし、年手IJ1 ~J] 2分中の 1分を諸入用に充て 9分を山師に支給し、諸入用中の 5庫、山師千当の

内 1 分 Sfl立をた坂詐ll<任明に系~めしめたo J!日ち年来IJ1守IJ2分の内10分の7・2が山削iに与えられたので5

ク午銀147 ， 852匁とわ;。との御手封銀はその筏M間し、文化 5~三 5 月一立政3年10月 4、 529 日内作業
日3，820日に切立154間5凡5寸で、以前の切立74間3)てと合せて、内り 2問4J<( 5寸とたったという O

しかし作業はなゐ継続し、文政8"1えには文化5年以来210間余切立てたという O 最初の 222問5尺と

いう見込に亥際上には多少のlH入があったようであるが、 ζの水抜は若林本鏑の廊下の下方60;う!と位に

貫通しているというととである。不利3年以後の手当銀と入用内訳は次の泊りである。

628，353匁429

1吋127，656・935

173，825. 2 

29，591. 805 

331.986. 495 

計663，060・35

事和 3一文政9

事和3一文化13

文化2一文化10

文化5一文化9

文化 5一文化8

御手当銀御繰替請取分

保守容山稼入用

盟谷山桜入月j

ーノ:谷山稼入用

升rJ谷版7k抜組問数210lUJ企切立
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34，707. 003 

保盛山出鑓高

蟹谷山出鎚高

下財の雇傭関係

手足此分保盛山出蝕代併御貸附銀拝借その他借を以て相続す

2，054荷余、代銀24.861匁17、運上銀1281匁09

4，032荷の錯、 77，665貰余の石銀、運上銀4743匁82

山主が「山之弘筋見立新規=問歩口を明け稼Ji前々より有来候古間歩ニても取明け相稼Jぐ場合に

或は自ら掘り或は抱下財を以て掘り、さらに iLl1方宜敷罷成候ば下財を雇仏掘JすこともあるO 下財

は大工をいうが、子子・樋引らにういても同様であるO

鉱に当るまでの作業を普請といい、フ1d友・煙!日の工事も普請とよぶが、さらに銀切即ち採鉱作業に

3ないて、山主は下財を雇V~f使役するわけである。 .ïi怖にも「抱置き」と「雇入れ」があづて、 l語入れ

は山方よろしく稼山の発Mに--::Jれて7欠第に行われる場合が多い。賃銀は相対の上で極められ、山J兄好

転によって下財の雇入れが競われて賃銀騰貴し「抱寵候下財も雇びイ民下財も賃銭ニ過不足有之候」と

いわれているO

御所務山などでは所とよぶ掘場を内切渡にするととが多い。とれは前に述べたように、下財が山主

と談合の上で、所の採鉱を請けるのである。

舗内を預り掘場を監督し、危険た場所には留木を入れしめ、下財の頭となるものを留大工或は山留

といった。山留は宝暦頃の記録に給銀1ナ月60--70匁とあるが、保盛山・蟹谷山稼・升形水抜普請で

は給銀100匁ほと、であり、ーノ谷水抜普請では一日につき3匁の雇貨であった。ーノ谷水抜普請には

じまる 1連の工事にゐいて、大工の賃銀は 1日2匁8分--2匁4分、手子のそれは1匁2分--8分平

均であるO ーノ:谷水抜の場合、大工は 1日16人積り、手子32人積り、保盛山稼には最高1日に大工は

32-33人、手子は70人積りに達したので、工事の拡張にうれて雇入れたわけである。若林山をはじめ

諸稼山の山主の許に召抱の大工・手子・樋引ちが相当数あったのであるが、銀山内にはその外にかな

りの労務者の予備的蓄積があったものと持、像せられるo 18世紀以後に.:tJいて、個々の山についても亦

銀山の銀銅などの惣生産についても、、かなりの変動が見られた。銀山の戸口数にもと上り多少の異

動はあるが、それは或る限度内で極めて顕著な増減は見ちれない。銀山労務者が全体として或る数を

保っていたととが察せられるO それ故銀山が著しく不況とた勺たとき、銀山内の下財・が他'PJU銀銅山に

出稼ぎするものもあった。寛政9年7月以来役所ではそれを取締っているO そして若林の如き重要山

で強水の場合には、一時に数百人の樋引人夫を必要としたから、銀山内の雇入れだけでは不足し、近

村より徴発するととが行われた。

山主井筒昼間助の稼山の 1ナ年毎に収支を記した山方万覚帳の幕末の分数冊が、勘助の後背古川氏

に襲政せMノていちo Villは丈久2年の1氏自によって作製したoζの年の稼山は鶴/休山吉会?!年春、連

盛山首長27、秀l本山の 3rJjであ勺て、前2者はr仁什一叫i
は不要でFあ〉つ7六竺οu山u明 1人、大工11人、手子8人、樋i}13人があり、賃銀は 5・10・15・20・25・晦

日の六斎日に支払われ、l!J明も月極めで左い。同ヒ大工・手子でも賃銀に者があり、また賃銀の増給

も認めちれるが、 ouえば大で:杉:位、の如く 3匁の賃銀に間々 2匁のとともあるO 労問時間の関係による

ものであらう O ヲヰ，通賃銀の打、に、芥林山で3月比熊蔵・嘉代蔵が5ク日銀切3尺で54匁、 12月良町・

- 58ー



熊吉が11 日 -27 日銀切 3 尺で 2∞匁を給与せられている。銀切~In:とある如〈、鉱石を採掘した介で

ある。

山留・大工らは山主より前借銀をしている者多〈、大体10回以上の害Ij免責で、六斎日の給銀中より返

済している。返済までにふ 3年もかかるものもある。かれらは井筒屋沼抱のものと思われる。

表団 井筒屋勘助稼山山留・大工・乎子・樋引稼日数賃銀
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鶴林山は正-9 月 20 日、連'iì~山は 9 月 21 日一12月稼山であった。

常蔵 9月10日-9月15日賃銀2匁4、与助正月 8日・ 9日間2匁、卯之助 4月より 2匁4分、岩吉11月よ

り1匁1分、利助 5月より 2匁4分、与助、杉松は連盛山で3日及び2日間樋引として働いたo

註 (1) 明和4亥2月9日 若林山師勘兵衛願書(諸山年暦覚所収)

(2) 太田虎一氏保取若林山間引助人足割附幌

(3) 立政12年中6月 布施孫三郎 白川|生野銀山之内ーノ;谷山稼プj御子当御貸附金山師願筋相来し候趣伺曹

(銀証39)

(4) ~~ìi政 4 年子同 2 月 栴塩藤四郎 但什l生野銀山之内宇一ノ;谷大7.K抜井新見立山稼方入用吟味伺曹(銀証3

8) 

(5) 古川lt.生一氏蔵 事和 3 亥年 8 月 !.d2月造保雄~磁入用品訳rfJJ号、事和 4 子年IE月々 12 月造保盛山穣入用品訳
帳、なお文化4年丑正月 h'9月15日;迄保権山稼入用品訳帳があるO 古川氏の先代井筒盤勘助は、ーノ:谷山

師の 1人でありますこ都宿であった。

刊の内訳より合計したものと、訳帳に記した惣合と僅小のずれがあるo ところが訳幌に、諸費を銭何匁と記

し、例えば文化元年分は惣合104質 277匁6分2庫、此銀94貫892匁6分3屈とあるo即ち銭1匁に付91文

nv 
R
U
 



銀 1匁に付丁目O丈とするO 享和3年分は銭1匁に付平均90t[G分2庫、銀1匁に付平均100匁2分とあるo

これは実際の支払は銭で行われたことが多く、丁銀で勘定する場合と相違TがあったよろであるO

(6) 文化3年寅正月 h'12月迄蟹谷山稼入間品訳帳が古川氏;置にあるO

(7)天明2年寅9月 内国鉄五郎 但州生野銀山之内若林山長*抜井諸山助成之儀に付取計方伺書(銀証34)

(8) 文化9年申 9月間新八日[')但1'1'1甥銀山之内野出水峨浦日銀申年限ニ付助稼方年延願出慨し

候趣伺書(銀証40)

(幼藤原醇造技師の談によるoこの7.K抜は例えば薄身之内30挺ほどの深さであるから、実際は遥かに下方にま

で掘込んでいたO

(10) 天保4巳年4月 一ノ谷山師覚(一番)

(斗j 但州播州金銀山由来井金銀銅鉛吹ブJ仕法書(銀覚)

第五 ifij 銀山町の構成

町制

銀山内の7ク町には、年寄・年行事及び力H奉の町役人があって、公事訴訟の際の去月]を勤め触流民

従ぃ、その他一般の町政に与った。後期にまJいて定員は計17名で次の如くである

日銀谷町 年寄 2 猪野々町 年寄1 新 町 加奉4

奥銀谷町 加奉 2 小野町 加奉3. 相沢町 加奉2

白口町 年行事3

加奉は生野及び中瀬金山lモ見られるが、享保5年御用l向諸事の触流は口年?日銀合より力rH三に逮す
晶日j 町年d

るとととしたから、加辛連名の下に以後は加辛rtより 2人宛月番を極め勤務することを述べ、役所よ

り直接に触達を得たきととを願ィった。その口上書に「奥辺之fiEハr1J師買吹銀掘下財山留樋引杯ト申テ

諸国ノ:者モ入込候へハ御成光ヲ以;jl!到来申1~J と述べてゐり、元来jm奉は山稼行のもので、山方関係、

者の集中した町の町役となったようで、あるO 延宝一元礁に山主として現われた加来と、正徳3年7月

山主惣代として拝借銀を請願したjJ日未と以後の町役人としてのカ11容を表記すれば次の女nくたるO

延宝5一元時8 正徳3 享保5 官!酉9 政 6

新町 勘兵衛 グ // // 

久太夫 p // ぷr // 

勘左衛門 ぷ〆

杢右衛門 ぷ〆 // ぷr // 

九自[:右エ門 // バグ 月F グ

善右衛門 点'

辰之助

茂子::m; 
奥銀谷 嘉右衛門 F グ

幾右衛門 lグ // ぷ'

弥五兵衛

庄兵衛

宗ト民1; ノゲ

小野 彦右衛門 λ〆 グ 友右衛門 友二郎

弥兵衛 ぷ' グ ル'

源兵衛 グ ぷ'
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ググF藤右犠I門

蔵久宰右鵠j門

// 者五兵衛沢宇目

政兵衛友三日li

3を除いてはその名に2、加棋の後商にィコいて現在その系譜を調べるととは不可能の状況であり、

よって同家なるとと示す位であるが、カH卒が世襲で、あった ζ とは明かである。菊昼間j兵衛・大野産右

衛門及び久太夫の如きは、中期以来の代表的山主であうた。

銀山町の入口

銀山内居住者に対して、人目IJ米給付の制があうて「山方に拘る者Jと iUJ方不折j者Jとではその量に

乙れを笠暦4年の代官の{司書人別米の基準となる口数が計上記録せられている。

並に銀山記にようて表示しよう。

多少の撃があるが、

6，813 安永1

2 

生野銀山人口表宜保3ー寛政13

6，354 宜保3

延事1

E 表

6，848 7， 195 

7，104 

5，939 (内社家山伏ら22)

5，979 ( 21) 

5，988 ( 22) 

5，994 ( 

6，000 ( 

6，100 ( 

6，100 ( 

7，088 究明5

寛政5

6 

8 

7，579 

6，112 

8，151 

6，550 

つ

3 

4 

貨延1

2 

26) 

27) 

28) 

9 

10 

12 

11 

6，322 

6，345 

6，440 

6，411 

3 

5註暦1

2 

27) 13 6，533 

6，905 

3 

1叶和8

との口数は宗門改によ勺て計出せられたようであるO 銀山では入;体7-8月に千代以下が懸りとな

1-1敵前年度のものが円て ζれを実施した。人別米は11月より翌年10月までを年!主として払下げられ、

これを調査する必要も生ずる。寛政5年

ζの調査の実施は人別米給与の立方に多く関係す

7ナ町の口数の割合については次の例がある。

宗門改後の口数移動も多いから、

の如き 8月の宗門改の後1，282人を減じたという。

革推zとなるわけであるが、

資暦13

1， 272 

~50 

宝勝12

1， 276 

るので後比述べるO

谷

々

銀

野 352 

1，456 1， 447 

971 973 

1，221 1，224 

284 290 

谷

野

沢

口

重良

口

猪

新

穂

小

相

白

1， 149 1， 153 

6，703 6，715 計

との間K多

昭和7年11月より翌

と、「山方品不十台j者J或は「その他惣人別J

さらに具体的にどのようた者がこの2積の 1fTに合まれるか在、
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人別米は「山方に拘る者J戒は「山師買吹J

少の?警があるが、



8年10月までの支給の実際について見ょう。

530石0442

5，876. 754 

山師買吹481人 1日1人に付3合 1

6，385人分 1日に付2合 6

6，384人を説明して、下財・手子・樋引・鈎石荷物運その他日記とあるO また寺院・山伏・力日卒・

年行司・年~t ・米安tt~御蔵番計54人に対して別に御手当飯米 1 人に付平均 3 石2872，計-177石51が計上せ

られてま;;l)，またrf;J¥:米が惣人数6，866人の内山師買吹・町役人家内人数日7人を除いて、 6，281人に
対し 1人につき 1升11余を西日当している。とれによっても山間買吹481人というのはその家族数を集

計したものであり、その他の6，385人の中には下財ち山方関係者並に寺院・山伏・町役人ちの家族買

すべてを包含し芦三ととが明かである。従って明和頃の山師買吹は凡そ 100人ほどと見られる。買吹に

山師の兼営または挨縁者にして営むものが多かったととは前述した。

銀山の盛山期である前期の山師及び下財ちの口数たど不明なととは遺憾であるが、延宝一元椋の称、

山山主にして知られる数を次に挙げるO

日銀谷町

寿町 町

相沢町

奥銀谷区

小野町

白日間I

外

10人

34 

13 

15 

30 

2 

13 

117 

(内、桜町2 下町2 鍛冶屋町 1 御領所町3)

(内、坂町4) 

(内、小野河原町4)

(内、内山3 真弓3 森垣5 津村子 1 岩屋谷 1 猪野々 1) 

享保16年11月新町・実銀谷町が全焼し、役所より夫食を貸与し 3ク年問で返済せしめた。夫食は11月

22日-12月29日、 38ク日弁で、男 1人 1日につき2合で1，815人分女同じく 1合で1，371人分計3，186

人分190石038であ勺六。新町には若林山主菊屋勘兵衛が住居し、勘兵衛の抱下財、男 513人女290

人計8)3人がその内に含まれていた。 この場合下財翌日大は手子・樋引ちをも含むものと思わ

れ、また家族員数を合わせた数で、あるO 抱下財の外に、必要に応じて雇役した雇下財があィコたととは

前述した。

口屋と銀山町隣郊村落

口屋(口番所)は銀山町と外部及び銀山内主要の稼山の地区を劃した関門であった。亭保6年に 5

ク所署225L許認AL官邸了部諸口、を罷めて、播鰐口・低馬口・作畑口・石淵口・小野口・
口白口の6ク所としたo延享2年また内山口、真弓口事ii習のを復したo亭保6年11月に6口に立て
た制札によれば、上銀・灰吹銀・銅・白目・留糟・米・大豆の積出を取締り、銀山内商品は改めを詰

うて運上銀(入役)を納め、販売の予想っきかねる品は相応の質物を置いて販売次第に吟味をうけて

運上銀を差出すととを定めているO

銀山内に不用の者の/:t:\入は禁止したo 殊に交通の多い但馬往還は、制神間Ttl~杭[付より御間1屋震

の西部を北上して円山村に問たから、森坦村より鉱山に入る!番鼎口は口屋中で最も重要であり、但馬

口とれに吹いだ、。森町村には旅宿があり役所より、旅情に対しでも取締の掛キ[を与えた。寛政8年7

月の掛札によれば、商人職人ち身元の確かものを改めの上で銀山に入る通切手を与えられるが、不HJ
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の者、出家・山伏L修行者らの用向不明の者は入るを禁じ。薬積層も新規の者は入るを詐き友かった。!日

来の菜種援は以前より播桝口のみ通手形を与えられていたのである。本来銀山内には外部の商人の止

宿は禁止せられ、また銀山内の者も用向不明の者が外出して容と内々尚合う如き場合は、その名を注

進せよと指示しているO 銀山に入る商品に対し口毘で入役を取立てたが、搬入売買禁止:吊として銀細

工物-;j立に銀細工類似の向目使用の品がありY三o

銀山隣接村落は銀山と特殊な関係を持づていた。 (1) 口役人の/卜屋の往時修理などは8ナ所の内6

ナ所の分は公費を以てしたが、作畑口は作畑.)d日2村、竹原II守口は竹原野・上生町・黒Jfl3 .{寸の筒抜

であった。 (2) 森足・真弓・栃原・川尻の思は銀山に造酒を入れた。また小間物服役を銀山に納め

たのは、小間物を入れたからである。 (δ) 布~!Í.村住間は銀山入山由人ちの身元調賞、銅津出荷数改め

などに従うた。 性) 槌引人民が急場にとれらの付より徴召せられたととは、特に重要である。 (5) 役

所・運上蔵・奥口御米政IH火の!授は、相1問者|:J祭主tlH-・真弓付・栃原村・多可郡た山中げ・ 1七笹付・作

畑村より火防人足として~，ll2f寸くべきことがむめられていた。寛政 6 年間1四・多 i1J2郡が生野支自己より

大坂支配に移ったときも、村jゼ屋の津田銅改めj立に銀銅抜荷改めl士、従前の女nく生野代.fj'支配下

で行われ、旅宿取締など、も生野より指令した。山師らのこれらの村に肘住するものも少くないが、と

れが生野の山方支配に属ししたことはいうまでもない。

生野領と銀山の飯米

前期にま了いて生河野ffi'l約 3万石からのj殻入米及び他国他領からの民入米を、銀山内に払下げ、直段は

概して近国相場より高直であるととが多かづた。中 191にゐいて生野~J'lの確実な石高にづいては不明で

あるが、銀山の口央制lh及、仁fr稿!金山及びタミ!長銀山の御l段、計4御蔵の蔵附付を割当てて、その物成米

・大;立をこの 4ナ所に般入した"寺町代がある。その米両は生野13.......14千石、仁Ir瀬・矢根合せて800-900

石といわれるO 残余の物成は在売とよび、 4ナ所T1A段k以て銀tfiした。事保5年払米斑段を高くし、

銀山外の米直段が栴別安かったから、 UJ師下財は外木を多く買入れた。その時の売米高を以て 1ク年の

入高と定め、勘定所に経伺して、 1人についてのラ!と景をきめ、以後その合で払下げることとした。

それ故に銀山内の口数の移動により毎年の入高を勘定所に経伺する ζ ととた勺た。 ζれを人別米或は

千当米とよび、 Ul(;rlj1il吹の分は 1人にづき 2合8勺、山方に拘わらね者の分は同じく 2合 4I、jであう

たが、託手:二lU;三11月に 3~ト 1 I、!と 2合6勺に改められた。人別米両は、 7、8月に行われた宗門改の

口数を基準とし、 11月より同年10月までを 1ナ年分として計上せられた。下替4年暮より 1ク年 6，0

00石と5IZめ、 i可月分地i高5006を4ナ年に子fljj;Jけ毎年125石を持越すとととし、山師買吹とその他の者

に対する人別高(主従来の如〈した。

人別米高(有) 口数

保3.12ー記事1.11 d 由，ひ民し巳5子;:Rぇ 6，354 

延写1・11-2.10 C，72C余 7，195 

2.11-3.10 7，812余 7，579 

3.11-4.10 7，633余 8，151 

4.11ー可処1.10 C，C49余 6，550 

寛延1.11-2.10 6，204公 C，612 
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2.11-3.10 5，919余 6，323 

3.11-4.10 6，435余 6，345 

定麿1.11-2.10 6，015余 6，440 

2.11-3.10 5，992余 6，411 

3.11-4.10 6，621余 6，533 

延享4年までは口数の増減が著しいが、その後はほぼ安定して:J::，lJ¥寛保3ー宝暦4年の平均1ナ

年6，508石余というのが、 6，125石を定数とした基礎であろう O

生野領の範聞は時代に土り変遷がある。宝暦年間には生野傾が播磨諸郡に2万石が分在するといわ

れ、天保年間生野代官の支配は但馬・美作で74，183石余とせられ、幕末には但播美3ク国で8万石と怠

っている。銀山内の払米即ち人別米の外に、後に述べる稼料米・買語末;に充当せられたのは、但馬の

蔵入米であり、崎県神百・多可2君liの数百石の物成米が地役人に対する扶持と買精米にあてられた。

銀山の口奥両御蔵詰の村々が害rJ付られてゐり、また創始の時期は不明であるが、納付を初納・ 2納

の2期に分けて村々について割賦せられた。幕末の例は次の如くであるO

初納米割賦(石)

口御蔵

内

奥御蔵

内

計

3，564.5 

1， 867 

1，399.5 

158 

54 

86 

1， 997. 5 

1，945 

52.5 

5，562 

但州朝来郡 36ケ村

養父郡 26ケ村

出右郡 6ケ村

播州、!神西郡 5ケ村

多可郡 3ケ村

朝来郡 50ケ村

多可郡 5ケ村

初納割賦は10月上旬で中旬より納付せしめ、 2納は12月20日頃までに残りを皆済せしめた。村々害Ij

賦石数の口屋切手(大印)を交付し、千代・御蔵役立会を以て俵数貫目を改めて受納した。貫目升目

定法は但州米1俵20，400匁播州、|米21，000匁大江21，000匁で、 1俵5斗入込米1升、不足分は足米を命

じたo I:H役の手形は村々杭帳を携帯して毎日の納高を記入し、村には千代・御蔵佼連印の請取中L(蔵

本L)を渡し、後に皆済目録に引替えた。寛政年聞に請取ヰ[を止め、手代・御蔵役連印の 1紙の通とし

また口屋通切手は餅米・大豆の分に留め米の分は廃した。その後、米・大豆ともに 1石宛の鑑本[を庄屋

に渡し口屋通りの節鑑本[を置かしめ、当日の納高と鑑札の高を突合せ、庄屋は鑑札を持帰り、骨済の

ときとれを引上げるとととした。

物成の 1害rJは大豆納とたるが、銀納の割合に勺いては一定せず、また大目納も事実は銀納とする率

が高かった。ラ!と納銀車内の率は毎年各村に通泣せちれて米許rJ問状と称した。朝来志によれば、享保6年

105子の 1は大豆納、残り.の 4分の 3は:う!と納、 4分の 1は銀納であり、同16年は4分は未納、 6分は銀納

であり、延享中 7--8分または 9仔は米納であったと記しているO 寛政3年朝来郡45ク村の例では

本途見取高 4，533右151

内 3，062石511 米納
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854.838 

373.452 

176.8 

65.5 

銀納

犬野良車内

御手当米

貿講米

となっている。明和7年生野餌物成は表Xの1の如くであづた。その内銀山払米は、人別米・稼料米

を主とし、内訳は表Xの2に示されるO ととろが、払米に口奥両御蔵より出るが、直段の立方に善が

あり、また人別米・稼料米によっても相違がある。明和年間より人別米・稼料米について込米代銀を

別に取立て、 1俵5斗 1升積の払と更につた。従って込米・込大草代銀計6，653匁296が明和7年より増

勘定とたった。

表Xの1 明和7年生野個物成
17，919石619 (米〕

内 9，491.5 銀山払

2，822 銀銅山山師覧請米

4，233.828 銀159，263匁.9F 但州、!古料村々 銀納

1石に付37匁617

1， 372.泊1 55.052.198 但州新料村々銀納

1有に付40.117

1， 801. 82 (大豆)

内 150 銀山払

175 竹田町、森塩村民請大豆

1石に付49.875

1， 466.82 銀73，157.648 但川古料村々大豆銀納

表Xの2 明和7年銀山払米内訳
9491石5 銀山払

内 530.0442 山師覧吹481人分、明和7.11.1--8.10.29，354日分、 1人1日に付3合 1

5876.754 下財、手子ち6，385人分、日数間断、 1人1日に付2什 6

2416 御所務山2入山師穣料米餅米共

200 久林山師稼、科米

100 緑青山師

50 小福地山師

177.51 寺院・山伏・加奉・年行司・年寄・米銀御蔵番計54人分、御手当飯米とも

17.1 餅米、民吹99挺、 1丁に付1斗727余

69.9 餅米、惣入数6868入の内山師・貰吹・町役入の家内入数587人を除く 6，281人分

54.1918 盛山出来のとき買謂申付、渡ブJなきとき森垣村磯次郎に渡す

表Xの3 明和7年飯山払米代銀内訳
9，491石5 銀 325，894匁876 払米代

189.83 

内 3978.9954

79.58 

2，427.8028 

48.556 

65.5 

1. 31 

6，517.897 

129，782.893 

2，595. e(n 

eo， 280. 155 
L C05.C01 

2，332.914 

46. e58 

込米代

人別米口御蔵詰1石に付32匁617

込米、夜段上同

人別米奥倒]蔵詩、 1石に付33匁Ou6

込米、直段と同

餅米、口御J韻詰、 1石に付35.617

込米、官段上向
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48 

.96 

2011. 046 

40.22 

960.1972 

19.204 

1， 731. 216 

34.9?4 

7，564.796 

1， 512. 956 

36，119.738 

722.396 

餅米、奥御蔵詰、 1石に付36.067

込米、直段上岡

山師稼料、寺院、山伏ら手当米分、口御蔵詰、 1石に付37.617

込米、 T~:段と岡

山師稼料、寺院、山伏ム手当米分奥御蔵討、 1石に付37.617

込米、由:段上同

表Iの4 明和7年銀山買請米代銀内訳
2，822石

I)q 2，257.6 

564.4 

銀127，151.匁983

84，924.139 

42，227.844 

表Xの5 明和7年銀山払大豆内訳

150石 6，769.95 

3 135.399 

i守 64 2，872 

1. 28 57.44 

86 3，897.95 

1. 72 77.959 

銀銅山山師買請米

但川米の分、 1石に付37.617

掛川|米の分、 1石に付74.819

銀山払

込大豆

口街]蔵払、 1石につき44.875

込大豆、|宜段上同

奥御蔵払、 1石につき45.325

込大豆、在段上同

払米直段の立方は、口御蔵分人別米は、豊岡町にゐける明和7年10月15日より同月晦日までの上中

下平均相場より 1石につき2匁 5分引とし、奥御蔵分人別米は口御蔵直段に4分5厘を増すのであ

と餅米は口奥ともに 1石につき 3匁高としたo稼料米対:に寺院以下に対する手当米は、両御蔵とも

に口御蔵分人別米直段に5匁高で村々銀納直段取i高品川fl当するO
銀銅山山師買請米は、稼件米と同直であるが、込米を含み、また播州米は買請米の 2割ほどを占め

先が、但州米に比し殆ど 2倍に近かったo即ち播州米代銀は小野左太夫代官のとき雪量:一樹日分

の 1直段諸島ム霊習を以てし、寛政12年頃には地直段が3分の 1直段より下直はり播州買詰米を

路止した。

大豆の人別払直段も口奥御蔵で差があり、口御蔵直段は豊岡町10月15日より晦日までの上中下平均

I貰段より 1石につき 3匁5分引、奥御蔵段は口御蔵の 4分5庫高となるO 買請直段は口御蔵直段の 4

匁 5分高で、とれが大豆銀納直段に相当した。

人別払米を掛米とよび、六斎会11私立，22，に払い、前日同]運上蔵に代銀を納めたo御蔵より当
人が直接に受取るを直掛とよび、その余は米屋が受取:k-き米屋より各自が引取ることが行われた。

宝暦4年人別米石高を決定したが、山師寅吹及びその他の者に対する配給量は定まうているから、

口数の増減によって過不足を生ず、るO 殊に米屋の配給が広く行われるに歪うたものと思われ、米屋の

配給範囲が定まってくるO その基礎は 7、8月の宗門改による口数であるから、その後の移動によっ

て米屋の許にしばしば手持が出来るe宝暦11年12月から銀山内の死去人・他所行人.H¥稼人を毎月書

上るとととなり、また米屋がその配給先の者を書上ることになったと銀山記にある。明和8年・安永

元年の記録によると、宗門改の後、死去・他所行などによる口数分に対して 1人にづき 2升92及び1

升47を引米として秀引いていて、その積りで米屋にも払われたのであろう O 天日月 5年の宗門人目Ij高は
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7，089人であったが、宗門改の後にタE:長及び他所行によって15人減じ、且その上に仮引として 1ク町

に10.人宛計70.人の減少を見越して 1人につき 1升宛を引米とし、その基礎の上に天明5年11月より 6

年10.月まで人別米を配給しようとした。寛政5年8月の宗門改人別商7，104人でその後1，282人とい

う激減であったから、人別米1，378石8斗が同年11月よりの配給より引米と友り、 3∞石は銀山町方

の買請を命じ、 678石8斗は定式行代直段に 2匁増を以て銀納とし、残り 400石は預備のため御蔵詰

としたという O

11月以後の人別米を引当として米屍より平常借米するものがあった。米躍は山主であるととが多

く、また地主でもあって、家督米とよぴ作徳米たどを貸付けたのである。また人別米引当に借銀するも

のもあり、米屋は~:替分或は引当銀コ!との人別米を御蔵より受取勺たととはいうまでもたい。とれらの

米堅の御蔵よりの受取分を村方と協議して御蔵役に願出て、御蔵詰米を出さず、村方納の形に替える

を引納と称、し、村方よりそれだけの米を適時に直接に交渡する ζ とが行われた。また米犀:は払米関係、

の外にフ?と殺の町売をも行勺た。

米屋の町売や郷市の貫入米のため、口屋通願書に役所より史書押印して渡したが、寛政5年以後は

この切手を席止した。生野ii:I辺は米穀の売買少き場所であり、水較買入に対し役所は口屋の運上を免

じ保護を与えた。 7ミ日月6年は|メi作で、翌年正月新町の米屋で買r5を注すものあり一院が暴発せんとし

たほどであり、御蔵訪米も延納し、人別米たども不足し、銀山内の身上よきものに助貸銀拠出を命

じ、津居山演の他国入船より米穀の調達を計った。

近辺の私領村々に米居が先銀を渡して新穀の出来次第に請取あととが行われた。寛政頃には先銀を

とり約束通り米を渡さず、役所と地頭役人の交渉と危うても容易に解決せず、先銀米買も止んだとい

うO 寛政3年は不作であり、向 4年にはーノ:谷大水抜普請に着手して他所の下財も入山し人別増加の

状勢にあったから、米堅の私傾にゐける先銀米貨を命じ、米渡しの滑る村方は代官より領主役人民掛

合って生野役所に召喚し、なゐ不ょl守の筋申眠る付方は幕府に訴えて指示をうけ処罰する ζ とを代官よ

り開J5:i!.所に経伺した。

稼件米は山主に対する手当払米であり、賀謂米は山主の分が主であるが町役人・樹、屋・偲播州酒屋

の分もあるO 稼料米は神蔵詰より払い代銀は但州付々銀航石代と同直段で、明和以後は 1石につき込

米2升の積りの代銀を取立てたから、買米の駄賃を計算比入れても銀納より幕府に有利であった。寅

諸米は役所より買受人に切手を渡し付より直接納米を受取り、銀KfJ同夜段の代銀を買受人より納済す

るから、 J駄賃だけは幕府に有利と在った。

稼料米・買請米の制度が始った時期は不明であるが、御所務山の帝:]1支が確立せられた頃であろうと思

われるO 御所務山活林UJ主開1-.兵衛、同千珠山主友右衛門に対する稼外米は次の通りである。

勘兵衛 :友右衛門 勘兵 友右偏門

'{~('f: 3 1， 026石 752有 寛延 1 880 640 

任;事 1 530 300 2 930 676余

2 730 500 3 930 664余

3 630 400 定暦 1 9561fミ 450 

4 680 545 2 664fiミ
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宝暦4年向う 3ク年聞は各 1人に対し稼料米1，200行・買請米印O石とすることを代官より経iめして

おり、若林山稼件米は宝暦5一文政2年1，2∞石宛てあった。しかし宝暦8年に、山況に応じて増減

することとし、右・の石高以内は勘定所に経伺に及ばずというととになった。

山師の稼料米の一方式に納替がある。但馬では作柄の間係で蔵未払iに困難が伴うことと、LlI師が正二本;

を一時に請取っても ]]1，方不便で:あるために、稼料米を御蔵より受領せず、その分を以て村方納に替

え、代銀を納めて、村方より直接米を請取る方法であるo i7( if) tn: ::rt V) I泣を山師より提問する。
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との鮎替米請取書は御運上積より役所に廻し3聖書を得た。またがj替の願書には、納替行数と村名を

言己し、山師と村惣代の連朽で、山自11;の引詰米高は稼がl升とを以て決済せられたき旨を記した。弘化3年

4月、役所より山師・買吹・米屋が車内替井に後に述べる買舶などを引請け、代銀志向の延期:f.J分を願出て

も取上げむことを通達し、山師の納替米請取書に代銀受取済の文言を書添えたものを御蔵役に差lt!

し、役所に廻し裏書を得て御蔵に廻し、山師に渡さず村々に渡すとととした。

買語米の買詩人は山師の外に、町役人・掛屋・酒屋があるが、切手を渡し村々より直接に米を受取

勺たけれ左も、村々の告IJ賦の渡方が渋滞しがちであーった。それで弘イヒ4年に寅請米切手受取後、翌年

2月晦日限りその旨届出すべしとした。酒屋買請米は宝永年*に森垣・真弓のj問屋、Llrfl村酒屋一九日ri

右衛門、竹同町洞尾六右衛門に許されたが、その後3分の 1酒造の令により寛政5年比買請米両も 3

分の lとし、播州米8子i4斗、但州米33石651.は村々に害IJ賦銀車内せしめた。寛政12年にj書州:米J土地売

直段が安く買請笹jJ免を願出て買請を止めているO

イ旦州は米不足の国柄のため、村方で他明米を買入れて志向めることがあるが、山師・買吹・:米屋がこ

の買納を引請けることがあーったolillち彼ち引話人は、村々より代銀を受取勺てイ旦州ノト待所、丹波福会fI

山領、播州福本安r~行所払米を買受けて納めるのであるO との場合に、前述したように買納者の代銀ーと

納の延滞ーを役所より賢めているが、実際は貿納者は買謂米と同直段で銀車内して、米穀は自家却に充当

したのであるO
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討(1) 虫暦4成年 7fl 岩佐増[(~i~.t 但州生野銀山取計方之儀ニ付伺議(銀讃23)

(2) 銀山名山覚書

(3) 3i潜13年来5月 七ケ町加悲述印覚(銀F必〉

(4) 明和8卯年正月 平岡浮異常I込米代銀取立之儀ニ付伺書(鎖措27)

(5) 定暦4年免除を勘定所に伺ったが許きれなかった。(銀証23)

(6) 元文3年午4月29日 見廻役営(銀'註)

(7)宝暦4成年7月 岩佐卿蔵但州生時銀山取計方之儀ユ付伺書(銀需23)

(8) 費麿12壬午年f中秋平野曙情輔橋勝艦

(9) 木村氏蔵初納米割賦幌旬 (御殿一件所収)

(10) 明和 8卯年正月 平岡浮兵衛込米代銀取立方之儲ニ付伺書(飯器、27)

(11) 牧民金盤八、御触書新Iπh江に「明和七月諸閤御年賀米並大豆石代金納ハ相用候相場之儀、毎年十月十五日よ

り同月晦日諸国々町坊市場等之相場、御桝:者御代官、私領者領 i:役人奥書印形い?とし為書出、御勘定所に而吟

味之上相場料極[侯儀に而Jとあるo

(12) 寛政12申年9月 布施孫六郊 賀請米之内武彦通播丹、除之分御泊之犠伺讃(銀讃41)

(13) 文化11成年12月 恩田新八日!; 但川生野人別御手首米取斗方何番(銀讃44)

(U) 寛政4子年間2月 和塩藤四郎 {山1'1生野銀山穣人共飯米貫入方之犠ニ付伺謹(銀謹2) 

崎弘イヒ 3午10月 生軒御役所糠業!御手首米興賀謂米之元利害取(御蔵一件所収)

(L印 紙程案文(御賊一件j別立)

日7) 嘉永4亥年4月 生軒両御i説話米之内納替引納賀納之手横書

おわりに

以上生野銀山について、それぞれ特殊な間関について、かえにり検討を加えてコつも、全体として幕末

までの推移を捉えようと試みた。 ζの間に、現在まで自分の知れる他所他領の銀山の形態とi七較した

がら、その類型とともに生野の特殊相を自分として理解しようとしたのであるO しかしそれが十分成

功したものとはいえないが、自分の研究の現段階ではやむを得たい。

昭和]25半以来毎年9月に本年を加えて 4度、生野町並にその周縁の付落氏資料及び現地調査を行っ

てきたが、それを通じて感ぜられることは、やはり明治以後の文献の散侠とくに最近十数年間のそれ

の苦しい ζ とである。しかも自分の採集したととろ、また自分の経験により予知し得る範囲では、個

々の竜要な問題に勺いて、なま工相当に研究を進め得るものがあろうということである。そのためには

現地を熟知した採鉱や冶金の苧問技師で、しかも麗史的理解力を有った人々の協力を得ることが最も

曜ましい。

生野にむいても無数の稼山の興廃が見られたが、その草要なものについての歴史は、たゐ若干明か

にし得るであろうO 技術史上の問聞は、とくに前述の専問投師の協力を得て、新しい展開が期待し得

るものと思われる。経常や労働の組織などの問題は、単に文献資料のみでは充分に実態が捉えられた

い。しかし現在では現地につき明治以前のそれを採集するととは不可能である。また銀山と隣接の農

村落との関係、t!IJち飯米やその他の食料の需給の関係、鉱山労働力の需給問輔、それちの村に対する影

響紅Eの問閣は、資料採訪を村落にまで推進せしめねばえにらむO.襲岡市鳥井山三郎氏蔵の「公私之雑

録j文化lPド6月27日の条に、豊岡の5ナ町が当時の大山師大野;右右衛門より銀30貰を借用したとと

が記されているO 山主の経済力は米穀などを通じて村落に及ぶだけではたかうたのであるo

その他さまざまの諸問題が、一応銀山の歴史展望た〈しては、その麿史的意味を明かに摘むととが
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出来ない。乙れが自分が本論に:iJいてそれぞれ特殊問題を扱いたがら、あえて銀山の金詐を見ょうと

した所以であるO しかもさらに諸問題の研究を進めることによヲて、との生野銀山史は訂正せられる

であろうし、また他所他領の銀山史研究が併行して進Uことによって、一層妥当な形を与えるととが

出来るものと思われるO

生野の採訪に当り三菱金属鉱業生時鉱業所から終始多大な便宜を与えられた。また生野町古JlI~l一

・木村ま勺え・能美吾助・石川来太郎・山田守信・山口村山口九郎らの諸氏は所蔵資料の閲覧、或は長

期に亘って資料の貸出を許されたo ここに鉱業所長中山等、副長山道成之氏をはじめ所員各位並に所

蔵者各位に謝意を述べたい。特に資料採集に当り、古川性一・太田一夫・佐藤圭一郎の諸氏が格別の

斡旋を賜った ζ と、鉱業所技師藤原民主造氏が鉱脈・坑道とくにその旧態などにつき有益な教示を与え

られたととを銘記したい。最後に特筆したいととは太田氏の先考虎一氏は多年生野郷土史の研究調戸海

に従われ、プリントによって生野誌を編纂発行せられたが、とくに氏の採集せられた文献資料は現在

巳に失われているものも多〈、本論の上にも非常に役立ったのであるO なゐ本論は昭和25.26年度文

部省科学研究費による研究の一部であるととを附記するo (昭和28.12.1) 
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